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第四十章　ユーリア・ヒープ登場！









「どえらいことになった」

『銀河経済新聞』の第一面を見ながらドミンは呟つぶやいた。

「銀河は、ついに動乱の時代に突入した。今年の就職戦線は、一体どういうことになるんだ……」

「身の保全よりもまず、就職口の心配をする方が君らしいよね、ドミン」

　笑いながらエッソが言った。

「王子とはいえ貧乏国は辛つらいよ」

　ドミンことオリヴァー・ナサニエル・ポコ・カイゼル・ドミナントＶ世はぼやいた。

「王おう太たい子しならいざ知らず、第三夫人の産うんだ第七王子の身ともなれば、自分で就職口の心配もしなくちゃならない……」

「それより君の国、戦争に巻き込まれたりしない？」

　エッソ・ケーゼギンクは学友の家族を案じた。ドミンの王国が崩ほう壊かいし、彼が放浪の王子にでもなれば、言葉の上ではともかく、王室再興運動に巻き込まれるのではないかということを懸け念ねんしての上だった。要するに、再建資金をたかられたり、一ひと旗はた挙あげるのに荷か担たんさせられたりしては、たまらんということだ。

「その心配なら、ないよ」

　とドミン。

「ピピロ王国はセランテとはまるで逆方向にある。この辺あたりが火の海になっても、ピピロが戦場になることだけは絶対にない」

　だから逆につまらないとでも言いたげな口調で、ドミンは肩を竦すくめてみせた。

「君に言うのも、なんだけどね……」

『銀河に新帝国!?　中央議会は国家としてのバグジー＝スレイ帝国の存在を否認』という見出しを指差しながら、エッソは言った。

「この時期に、まだ銀河に帝国を築こうなんて馬ば鹿かがいるんだね。楽しくなっちゃう」

「こんなポッと出の帝国と、一いつ緒しよにしてもらいたくないなあ……」

　さも心しん外がいそうに、ドミンはその褐かつ色しよくの貌かおに不快の表情を浮かべた。

「我わがピピロ王国の歴史は、ラアルゴン皇室よりも旧ふるいんだ。人類がまだ地球から一歩も出られなかった頃、ポリネシア文化に端たんを発する、由ゆい緒しよある王おう統とうなのだよ」

「君の自慢話は、入学以来聞き飽あきたよ」

　とエッソ。

「由緒や伝統はともかく領土的には、君の王国はおそらく銀河でいちばん小さいんじゃないのかい？　ひとつの惑星はもちろん、大陸も持たず、ただ七つの小さな島からなる弱小王国とはね……。一緒にされて迷惑なのはあっちの方じゃないのかい？」

「それを言うなよ」

　ドミンは苦笑した。

「確かにピピロは吹けば飛ぶような王国とも呼べない王国だが、歴史の長さと国王の絶ぜつ倫りんさにかけては、銀河のどの皇室王室にも負けない」

「まあ、認知されているだけで八人の夫人に、十八人の王子と二十二人の王女を産ませたんだからな……」

「現在も夫人二名が妊娠中……」

　とドミン。

「貧乏国の子だくさん……。国が大きくなれない訳わけだよ。しかし、バグジー＝スレイ帝国なんていう訳わけのわからない新興勢力なんてものと一緒にされたくは、ないね。それだけは王子としての、僕のプライドが赦ゆるさないよ」

「しかし、迷惑な戦争が始まったもんさ」

　身長一四〇センチしかないエッソが、その小さな全身で怒いかりを露あらわにする。

「僕の就職予定先だった会社が、戦火に呑のみ込まれて消しよう滅めつした……。にっくき新帝国め、僕の将来をどうしてくれる!?」

「内定は取れてたのか、エッソ？」

　彼より五〇センチ長身のドミンが、友人を見下ろしながら言った。

「ああ、やっとね」

　とエッソ。

「スローン金属という会社だよ。惑星レガにあったんだ」

「レガか……」

　ドミンは大きなため息をついた。

「銀河標準時間で三日前、バグジー＝スレイ帝国に占せん領りようされたんだったな」

「実に寛かん大だいな企業だったよ。僕を開発技術スタッフに迎えてくれると確約してくれた。それが……全部パアだ」

「心しん中ちゆうは察するよ」

「君にわかるものか。僕には就職に関して、大きなハンデがあったんだぞ」

「年齢制限か……」

「ああ」

　僅わずか十四歳で工学博士の博士号を取得した天才エッソ・ケーゼギンクの就職活動には、その若さが逆に大きなネックとなっていた。

「あなたの成績には、何の問題もありません。我が社としても是ぜ非ひ、社員としてお迎えしたいところです。しかし遺い憾かんながらあなたは、当社の定める就職規定年齢には未いまだ達してはおられません。数年後の打診を社長以下社員一同、心よりお待ち申し上げております……という慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな返信を何通もらったか、それこそ数えきれないよ」

「エッソの成績なら、大学に助手として残れるのに……」

　ドミンは言った。

「ひょっとすると、史上最年少の教授になれたかも知れないのに──」

「意味ないね」

　エッソは憤ふん慨がいした。

「僕は象ぞう牙げの塔にふんぞり返る、井の中の蛙かわずになんかなりたくもない。僕の学んだ冶や金きん学がくの知識を、思う存分に銀河の為ため、活いかしてみたいんだ！」

「その若さで、何な故ぜ焦あせる？」

　二十二歳には、早そう熟じゆくな十四歳の悩みはわからない。

「一年や二年の回り道が、どうしてそんなに問題なんだ。おまえが今の僕の年齢になるまでには、まだ八年もあるじゃないか……」

「僕に十四歳の時は、二度とはないからさ」

　エッソは言った。

「今でなけりゃ、駄だ目めなんだ。王子様には、わからないかも知れないな……」

「そうかも知れない。君にとって弱小王国の王子の悩みが、想像もつかないものであるように……」

「僕を評価してくれたたったひとつの会社が、この銀河から消えてしまった……。この戦争を、僕は憎にくむ」

「しかし、考えようによっては、おまえは運がいい」

「どこが？」

「おまえの専攻は冶金学だ。特に超合金理論だったな」

「そうだけど……」

「これからいくらでも必要になる。引っ張り凧だこと言ってもいい。そういう意味では、実にいいタイミングで戦争が始まったとも言える」

「ものは考えようか……」

「そこへいくと俺の専攻なんて、海水プラント開発だぞ」

「確か、海水に溶とけている元素を抽ちゆう出しゆつする研究だったな」

「ああ、少しでも祖国ピピロの為になるかと思ってな……。しかし、平和な時代ならいざ知らず、乱世には何の価値もない研究だ」

「故郷へ帰って、その研究を続けりゃいいじゃん」

「だから俺の悩みは、おまえにはわからんと言うんだ。俺はピピロに帰りたくなどない。帰ってもどうせ、一生邪じや魔ま者もの扱いされるだけだ。それが第七王子の哀かなしさってやつさ」

「それで就職先を探さがしていたのか……」

「ああ。それもどうやら、この戦争で振ふり出だしだ。かといって、どこかの軍に入るのもなあ……」

「お互い長生き、したいからねえ」

「十四歳がしみじみ言うな！　それにしても、我が銀河工科大学で一、二を争う秀才二人が、揃そろってこの時期に、就職先が決まらんとはなあ……」

「企業の立場から見れば、扱あつかい易やすい手頃な人材から欲しがるというのは本当らしい。頭の悪い連中は、かえって潰つぶしが利きくから引く手数あま多たとは、皮肉なもんさ。世の中間ま違ちがってる！」

「いっそ二人で、不ふ遇ぐうの秀才コンビでも結成するかい？」

「その話に、あたしも混まぜてよ」

「ユーリア……」

「乗るわよ、その話。さしずめ『売れない秀才トリオ』ってところかしら……」

　ユーリア・ヒープはボロボロのジーンズと傷むにまかせたほつれ髪、それに化け粧しようっ気けのまったくない顔で二人を見ている。

「君も就職が、決まらないのか……」

　とエッソ。

「意外だなあ……」

「意外でもなんでもないわ」

　ユーリアは刺とげ々とげしい口調で言った。

「あたしたち、この大学で『秀才三羽烏がらす』だなんて呼ばれてたけど、いい気になり過ぎていたのかもしれない……。いいえ、現実を見ていなかったんだわ」

「現実？」

「そう、エッソ、あんたは自分の年齢のことを考えてもみなかった。頭脳さえ優秀なら、どんな企業でも拾ってくれると無む邪じや気きに信じていたのよね。それがあなたの幻想……」

「俺は？」

　ドミンが尋たずねる。

「ドミンは、なんだかんだ言って自分が王子様だということを過か信しんしていたのよねえ……。はっきり言うけれどピピロ王国なんて、あなたが入学してくるまで誰だれも知らなかったのよ。むしろ王子様じゃ下手へたなポストには就つけられないから、企業はかえって尻しり込ごみするわよ。今どき海水プラントなんて時じ代だい錯さく誤ごな研究を選んだのも間違い。でもあなたは、いざとなれば王子の特権でなんとかなるかと思っていた……、それがあなたの幻想」

「そう言うおまえの幻想は？」

「あたしは──」

　自省するように、一瞬口を噤つぐんでから、ユーリアは言った。

「あたしの幻想は、優秀でさえあれば、男に伍ごしてやっていけるなんて、無邪気に信じていたことかなあ……。ようやくわかったのよ。美人でもない、頭の良過ぎる女って、男はむしろ邪じや魔まだと思うだけだって……。この時代に、まだそんな保守的な思想が残っているなんて、学校じゃ絶対教えてくれないからね」

「そりゃそうだ」

「要するにあたしたちって、頭の良過ぎる社会的弱者なんだわ」

「そうだよなあ……。それにしても、ユーリアの場合は専攻が専攻だから、どっかの軍の研究所からオファーがあるんじゃないかと思っていたけどね」

　エッソが言った。

「量子力学……。しかも教授でさえ、百年に一人の逸いつ材ざいとの折おり紙がみ付つきだったのに──」

「要するにどこの研究所も、ビビッたのよね」

　ユーリアは苦笑した。

「核兵器の研究が封ふう印いんされて、五千年経たつ。凍とう結けつされていた研究を蒸し返されて、今さら超兵器でも造つくられた日にはね……。でもあたしは独自の研究で見付けちゃったんだ」

「エカプルトニウム爆弾ね」

　エッソは気乗りのしない口調で言った。

「周期表でプルトニウム直下エカにある新元素のことか……」

　とドミン。

「分離成功の暁あかつきには、ユーリアニウムとでも名付ける予定」

「よく言うよ、悪魔の研究として、歴史に永久に名を遺のこすつもりかね、この女は……」

「ガキに言われたくはないわ」

　憤慨するユーリア。

「その気になれば、いかなるエカアクチノイドでも製造・分離してみせる。今のサイクロトン技術は、そこまで進んでいるのよ！　惑星ひとつ破壊可能な爆弾だって、量産可能なのよ。だのに、誰もやらせてくれない……」

「人類を滅ほろぼしかねない研究に、大金を注つぎ込む企業はないよ」

「でも、可能性として研究する価値はあるわ。誰もそこのところが、わかってない。まだまだ、いくらでも発展可能な分野なのに……」

「新元素を人工的に造る面おも白しろさはわかるけどね」

「資金さえ調ちよう達たつしてくれれば、今週中にもユーリアニウムでもヒプニウムでも分離してみせるわ。なんならエッソニウムやドミニウムって命めい名めいしてあげてもいいわよ」

「やめとく」

　とドミン。

「ドミニウム爆弾で、ピピロ王国が消滅した……なんてことになったら先祖の霊に顔向けできない」

「あ～あ、誰もわかってくれない。誰かあたしを、拾ってくれないかなあ……」

「聞けば聞くほど、誰も拾わないと思うぞ」

「こうなりゃ自分で、売り込むしかないか……」

　ユーリアの瞳ひとみが、めらめらと燃え上がる。ドミンやエッソには、それが地じ獄ごくの業ごう火かに見えた。

「売り込むって、どこへ？」

「タイラーグループなら、拾ってくれるんじゃないかと思って……。あそこの研究所は、好きなことをやらせてくれるっていうし……」

「禁断の研究は別だよ」

　とエッソ。

「駄だ目めもとで、当たってみるつもり」

　ユーリアは言った。そばかすだらけの顔に、赤い髪。ちゃんとすればなかなか見られる貌かおなのにと、ドミンは思った。彼女は男に生まれてくるべきだった。そうすれば心こころ措おきなく、人類を滅ぼす研究に邁まい進しんできたろう。

「それにタイラーグループの総そう帥すいは、女性でも優秀なら分け隔へだてしないって聞いたわ」

「イツマ・ウエキ・タイラーねえ……」

　とドミン。

「戦せん争そう特とく需じゆで、タイラー・アームズ・コーポレーションの株価は天てん井じよう知らずだ。今ならおまえを雇やとってくれるかも知れんなあ……。俺もどっかの傘さん下か企業の面接を受けてみるか」

「この際、背に腹は代えられんからなあ……」

　とエッソ。

「そう言うあなたはどうなの？　伝つてはあるの？」

「ないこともない……」

　エッソは言った。

「スローン金属以外にもうひとつ、採用に年齢制限を設定していない会社があったんだ。正直その時は気にも留とめなかったんだが……今となってはな。明日が休講になったから、説明会に行って来ようと思ってる」

「なんて会社？」

「聞いたこともないと思うが、笑うなよ。ベルファルド・コーポレーション……」

「弱小ね」

「ああ。でも最近、ちょっと有名になった。社長が変人というか、奇き特とくな人物らしいね」

「それなら聞いたことがあるぞ」

　ドミンが相あい槌づちを打つ。

「『財界春秋』で読んだ。スクーターで成功した会社だな。社長のベルファルド氏は、タイラー家の養子だったんだろう？」

「ああ、広い意味ではタイラーグループに入るのかな？　もっとも、人材の多くは今はなきＳＩＭ社の系列らしいが──」

「訴そ訟しようで倒産した、スミハラね」

「うん。障しよう害がい者しやでも雇ってくれる会社だから、まさか僕を門前払いにはしないと思うけど……」

「障害者雇用には理解があっても、児童福祉法の方で引っ掛かるかもよ」

「それを言うなよ」

　エッソの前で年齢の話は『地じ雷らい』だった。

「とにかく、説明会に行ってみる。社長自みずから説明会をしてくれる企業っていうのも、今どき珍しいだろ」

「そいつは貴重かも……」

「ふうん……。でもベルファルド・コーポレーションには、核爆弾の開発プロジェクトはないんでしょ？」

「何処どこの企業に、そんなものがあるかい！」

「戦争を早期に終わらせられるのよ」

　ユーリアの拠よって立つ根こん拠きよはそれらしい。

「長い目で見れば、人道的な兵器なのよ！」

「僕は与くみしない」

　とエッソ。

「エッソに一票……」

　ドミンが挙きよ手しゆした。

「わかったわよ!!」

　ユーリアの火には、かえって油を注そそぐ結果になったらしい。

「もう誰に理解してもらおうとも思わない！　こうなったら直接、タイラーグループの会長に談だん判ぱんしてやるわよ！　タイラーグループが拾ってくれなきゃ、いっそバグジー＝スレイ帝国にでも身売りしてやる!!」

「おいおい……」

　さすがにその台詞せりふには、ドミンがうろたえた。

「そいつはあんまり、穏おだやかじゃないね」

「あたしはね、綺き麗れい事ごとは言わない主義なの！」

　ユーリアの性格は、よく言えば実力至上主義、悪く言えば超自己中心主義である。いずれも技術者にはありがちだが、彼女の場合は女、それも物もの心ごころついてから一度も男からチヤホヤされたことのない女ということも手て伝つだってか、輪をかけて『筋すじ金がね入り』の状態になっていた。さらに大学に入って成績のみで男と対等──あるいは対等以上──に評価されるようになってからは、遮さえぎる者もいない状態である。

「拾ってくれるなら、誰でもいいのよ。好きな研究を、思う存分やらせてくれるなら、何処だっていいのよ!!」

「さらに言えば、結果がどうなってもいいという……」

　エッソは若年ながら、なかなか鋭するどい。

「とにかく、まずはタイラーグループね」

「しっかし、あの多た忙ぼうを絵に描かいたようなイツマ・ウエキ・タイラーが、アポもないのに会ってくれるかなあ……」

　ドミンの疑問は、もっともである。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　と、ユーリアは妙みように自信たっぷりであった。

「コネならあるわ。うちのゼミのヨルデル教授ね」

「ああ、あの理論物理学の権威……」

「彼、イツマの家庭教師だったんですって」

「そりゃ凄すごいコネだ！」

「もう十年も昔のことだけど、その頃から素す晴ばらしい生徒だと言ってたわ。因ちなみにあたしは、彼の評価ではイツマの次に優秀な人材ですってよ……」

「まあ、ヨルデル教授は、変人として有名だし……」

　エッソの頰ほおに、目にも止まらぬユーリアの平手打ちが飛んだ。

「ま……ようひいんじゃないでひょぷか……」

　鼻血を流しながら、虚うつろに笑うエッソ。

「ねえ」

　ふと思い付いたように、ユーリアは言った。

「この三人で、賭かけない？」

「何を？」

　と、ドミンが顔を上げた。

「一年後に、誰がいちばん頂上にいるか」

「いいねえ……」

「面白いんじゃない？」

　二人とも、乗ってきた。

「僕たちそれぞれ専攻が違うから、直接実力を比較することは難むずかしかったけど、実社会に出れば、それもはっきりする訳だし……」

「前々から、君よりも優秀なことを証明してみたかったんだ」

　特にドミンは、ユーリアに強い対抗意識を燃やしている。

「それはあたしも同じよ、プリンス・ドミン。もう女だからとか女のくせにとか、女だてらにとか、女にしてはとか、女なのにとか、女ということを差し引いてもとかなんて、言わせないわよ！」

「僕としては一度も、君にそんなことを言った記憶はないんだが……」

「あんたも男なんだから、言ったも同じなの！」

「そういうものかね……」

　腑ふに落ちない。

「で、何を賭ける」

「そうねえ……」

「ここまでおいで……ってのはどう？」

　珍めずらしくも十四歳らしく、エッソが言った。

「勝った者は他の二人に対し『悔くやしかったらここまでおいで』と言う権利を有する」

「悪くないわね」

「ふむ……それもいいな」

「じゃ、決まりだ」

　エッソは少年らしく、微笑ほほえんだ。

「負けないよ」

「僕もだ」

「今からあなたたちの吠ほえ面づらが楽しみね」

　三人は手を叩たたいて別れた。

　三本の道があれほど劇的に分かれてしまうことを、誰が予想できたであろうか。




「あなたの論文は拝はい読どくさせていただきましたよ、ヒープさん」

　イツマ・ウエキ・タイラーは応接室に入るなり言った。

「申し訳ないが時間がないので、率そつ直ちよくに言います」

　ソファに就くなり、言った。

「大変面白かった。量子力学に対する目を開かれた。しかし、我が社ウチでは採とれません。結論から言えば、そういうことです」

「でも……」

「十五分ですよ！」

　時計を見ながらアキヅキが、イツマに釘を刺すように言った。

「きっかり十五分後に、また参さん上じようします。午後はタイラー大老も出席されての、対策会議です。お忘れなく！」

「わかってる……」

　イツマはアキヅキに目め配くばせし、それから苦笑した。

「では……」

　アキヅキはユーリアを一いち瞥べつすると、ドアを閉めた。

「申し訳ない……。本当に忙いそがしくてね」

「わかっております……」

　頭を下げるユーリア。

『そこをおひとつ……』

　と、その目が懸命に喰くい下がっている。

「しかしあなたの論文は、移動の高速宇宙艇の中で、夢中になって読みました。時の経つのも忘れた。ヨルデル教授せんせいの推すい薦せん状じようがなかったらあるいは読まなかったかも知れないが、義務感で読み始めた瞬間、私は背筋を糺ただして、教授がかつて私の家庭教師であったことに対して心から感謝しましたよ。でなかったら私があなたという不ふ世せい出しゆつの才能を知ることもなかった……。これは本当です。掛かけ値ねなし、面白い。ネビュラ賞ものですね」

「あ、あの論文を……」

　ユーリアは愕がく然ぜんとした。

「ＳＦとして読んだのですか!?」

「いや、これは悪かった……。そういうつもりはないのです。ただ、私は経営者だ。理論だけで迂う闊かつに動く訳にはいかないのです。あなたに、我が社のスタッフとしてエカプルトニウム爆弾の製造をどうぞ……と言う訳にはいかない」

「非人道的な兵器だからですか？　あなたもそうやって、逃げるんですね」

　言いながらユーリアは身み悶もだえた。

「勘かん違ちがいしないでください」

　イツマは穏やかに言った。

「私は、あの研究が、非人道的な兵器を生み出すからといって忌き避ひしているのではない。難むずかしいが……そう、私の中にも、あなたと同じ興味はあるのです。非人道的な兵器と言うなら、既すでに宇宙軍で採用されている無限粒りゆう子し砲や超高速魚ぎよ雷らいだって、充分に非人道的です。半減期が驚異的に永ながく、人体に後々まで残る甚じん大だいな影響を与えるからといって、核兵器だけが悪魔の発明だとは思わない。実は我が社は、もっと恐ろしい兵器のパテントだって、いくつも持っているんです。人間の尊厳を根こそぎにするような兵器を、我がタイラー・アームズ・コーポレーションは明日からでも量産できる。ただ、私の個人的な『嗜し好こう』で、今のところは握り潰つぶしているだけです……。戦争がさらに厳しくなって、切せつ羽ぱ詰つまれば、私だって使う立場に追い込まれないとは限らない。ただ、私自身はそれらの悪魔的兵器を開発した我が社のスタッフに対して、『恐ろしいからやめろ』などと言ったことは一度もないのです。ただ純粋に、彼らの技術者としてのプライドを満足させてやりたかった……。それだけです」

「だったら──」

　一いち縷るの希望を見出し、ユーリアは一点突破を図はかった。

「駄だ目めです」

　と、イツマはあくまで穏やかに、しかしきっぱりと拒絶した。

「あなたの理論は、確かに紙の上では、プログラミングの中では完かん璧ぺきだ。しかし、理論は完璧でも、実際の現象としてそれが起こるとは限らない。エカプルトニウムは、机き上じようの空論、画が餅べいかも知れませんよ。私は経営者だから、冷徹な判断を下くださざるをえない。あなたの研究は、ビジネスとしてはリスクが大き過ぎる。それでも、あるいはこういう非常時でなければあなたを採用したかもしれませんが、残念ながら今は、それどころではなくなってしまった。我が社は、今ある兵器を量産するだけで手て一いつ杯ぱいなのです」

「机上の空論などではありません！」

　ユーリアは猛もう烈れつに反はん駁ばくした。

「充分な設備さえ与えてくれるなら、エカプルトニウムどころか、周期表でそのさらに下にあるドビプルトニウムさえ、すぐにでも合成・抽出してみせます！　いえいえ、思い付くあらゆる重元素、ドビウランでも、ドビカルホルニウムでも、ドビローレンシウムでも、お望み次第に製造・分離してみせますよ!!　信じられない原子量と、とんでもない半減期を持つそれらを兵器に転用すれば、どんなことになると思います？　持っているだけで、あなたは銀河の帝王になれるんですよ！」

「興味ありません」

　イツマはこともなげに言ってのけた。

　その視線を見た瞬間、ユーリアは背筋がぞくっとした。あまりにも、自分と対局にいる人間だったから──。

「私は生まれた時、既に帝王でしたから、もうこれ以上何も欲しくはありませんね」

　おそらく宇宙で一人、この人物だけにはこの台詞を言う資格があった。

「あたし……スレイに付くかも知れませんよ」

　ユーリアは大事にとってあった『最終兵器』を使うことにした。わざと低く、聞き取れるぎりぎりの声で言った。

「スレイに、エカプルトニウム爆弾を売り込むかも知れません。それでもいいんですか？」

「ご随ずい意いに」

　イツマはどこまでも冷静だ。

「スレイがそれを容いれるとは、考えられない」

　だからこその、余裕であるとも言えた。

「あたし……本気ですよ」

「あなたは考え違いをしている」

　イツマは言った。

「ドン・レオ・スレイは、あなたが考えているような漢おとこではありません。むしろこの私などよりも、よほど人道的な人間なのです。あなたが考えているような兵器には、おそらく真っ向から反対するでしょう……。研究すら、させないかも知れない」

「確信がおありですのね」

「ありますとも！」

　イツマにしてみればまさに、我が意を得たりだった。

「彼は純粋な正義漢なんです。だからこそこれほど大きな混乱を、銀河にもたらすこともできた……。私は、彼の最大の敵であることを自じ負ふする者ですが、同時に、おそらく宇宙でもっとも彼を評価する者の一人です」

「十五分です」

　アキヅキが現れ、腕時計を指差した。

「延のばせないのか？」

「どうにもなりません……。スレイがまたひとつ、惑星を陥おとしました」

「そうか。予想以上の侵しん攻こう速度だな……」

「そういうことですので、悪あしからず……」

　アキヅキはユーリアに目もく礼れいした。

「待ってください！」

　席を蹴けって立ち上がるユーリア。

「どうして駄目なんですか!?」

「理由は充分に説明したつもりですが、納なつ得とくしていただけない？」

　イツマは最後にもう一度だけ、ユーリアを見た。

　切れ長の、美しい目だった。

「納得できません！」

　とユーリア。

「私がまだ学生で、女だから!?」

「冗談じゃない！」

　イツマの表情に、露ろ骨こつな感情が浮かんだ。

「女だから？　そんな甘えを僕が、この僕が赦ゆるすとでも!?」

　禁句だった。

『まずいな……』

　アキヅキは思った。

『今の一ひと言ことは、イツマ様の地雷だよ。核地雷だ……』

「あなたは女であることの本当の限界を、一度ゆっくり考えてみることだ。本当の限界は、仕事とか、そういうことじゃない！　女であることに甘えるのも、たいがいにしてもらいたい」

「あなたに何がわかるの!?」

　イツマが肉体的には女であることを、ユーリアは知らない。

「上と下とを男兄弟に挟はさまれて、そのどちらもがぼんくらで、兄弟の中でいちばん成績がよくても、誰にも評価されずに育ってきたあたしの気持ちが、エレベーターみたいな順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生を送ってきたあなたにわかるの!?　親なんてね、女の子の可能性を潰す方向でしか、娘を可愛かわいがれないのよ！」

「だからといって、それを武器にすることはないでしょう。最後の最後では、あなたもその反はん則そく技わざに縋すがったんだから、言い逃のがれはさせませんよ」

　冷たく言い放つ。あとはもう、一瞥すらくれなかった。

「アキヅキ、行くぞ」

「はい」

　アキヅキがむしろ同情して、最後に丁てい寧ねいに一礼した。

「なによ……」

　独り取り残されたユーリアは、唇くちびるを嚙かんだ。

「あたしのいちばん嫌いなタイプだわ。イツマ・ウエキ・タイラー……。絶対見返してやる。みてらっしゃい!?」

　頭を抱かかえ、倒れ込むようにソファーに尻しり餅もちを突く。

　頭の中一杯に、父や母や、兄弟や先生や同級生の声が谺こだまする。

『ユーリアは女なのに賢かしこいなあ……』

『でもブスだから……』

『でも賢いなあ……』

『末は博士か大臣か……』

『女じゃ、いくら勉強したってなれないよ』

『いやいや、当校始まって以来の……』

『女にしては、やるな……』

『ＩＱ測定不能……』

『お兄ちゃんよりいい成績を取って、どうするんだ!?』

『でもブスだから……』

『困るなあ……女だてらにこんないい成績を取ってくれたりしちゃあ……』

『でも……所しよ詮せんブスだしィ……』

『まいったなあ、兄あに貴きの俺より先に大学に合格しやがって……』

『女にしておくのは、惜おしい！』

『結局女の幸せって、結婚だよね』

『う～ん……。男だったら、天下を取る相なんだがなあ……』

『でも凄すごいよ。女にしては……』

『ユーリアってぇ、チョベンのぉ～、チョブスのぉ～、でもってチョームカって感じぃ～』

『いやはやあれほどの勉強好き、是非とも男子諸君にも見習って欲しいものですなあ……』

『え、理系？　女なのに？』

『いいんだ、あたしは顔がいいから、落第したって……』

『またトップはユーリアかあ……』

『そんなに勉強して、大統領にでもなるつもり？』

『俺、ドミン……よろしく。ユーリアって、女なのに凄いね』

『ユーリアって、これで美人だったら無敵だろうね』

『無駄に賢いって言うんだよね、ああいうのって……』

『大丈夫だよ。ノーベル賞を取れば新聞には〝美人科学者〟って書いてもらえるから……』

『でもブスだから……』

『天才！』

『そろそろ結婚……』

『所詮女は結婚……』

『でも成績的に釣り合う男が……』

『でもブス!!』

「やめて！」

『天才！』

「やめて!!」

『でもブス！』

「やめて─────────ッ!!」

　憚はばかることなく、絶ぜつ叫きようしていた。

「さて……ここで問題です……」

　泣きながら、ユーリアは呟いた。

「以上の心無い、何なに気げ無ない台詞の中で、いちばんあたしを傷付けた言葉はどれでしょう……？　答。どれでも……正解」














第四十一章　エッソ・ケーゼギンク参上！









「あの、社長にどういう御用件でしょうか？」

　応対に出た女子事務員に、

「面接です」

　と、エッソは胸を張って言った。

「面接？」

「ですから入社説明を聞きに来ました！」

「え……あの……」

　女子事務員が、おどおどする。あまりにも毎度のことなので、エッソにも免めん疫えきは出来ている。むしろ今ではその状況を楽しむことさえ出来た。専門用語で言うところの、『越後のちりめん問屋の御ご隠いん居きよ的余裕』というやつである。

「ですから、僕は貴き社しやに熱烈入社希望なのです！」

　声を大にして、言った。事務所にいた全員が振り向いた。

「え……その……」

　それにしても、今日はスタイルがまずかった。ちゃんとした説明会だというので、自分の背丈に合った背広を新調し、髪型もきちんとセットしてきたのだが、それが仇あだとなって、エッソの見てくれはさながら『育ち過ぎた七五三状態』だったのだ。

「この会社は、障しよう害がい者しやでも雇こ用ようするんでしょう？」

　エッソは言った。

「だったら見掛けで、人を判断しないで欲しいなあ……」

「はあ……でも……」

「大学は今春卒業予定です。博士号過程も終了しています。はい、これは履り歴れき書しよと博士号論文のダイジェスト縮しゆく刷さつ版ばん……。『無重力下における均質アモルファス合金の可能性に関する考察』なんて、君にはちょっと高度過ぎたかな？」

「ちょっと……誰か助けて！」

　ついにその女子事務員は音ねを上げた。

「変な子供が……」

「やあ、君がエッソ・ケーゼキングくんか！」

　その時、事務所の奥からウールのチョッキにネクタイ、腕カバースタイルの青年が、スリッパをバタバタさせながら現れた。どう見ても役場の職員風の、風ふう采さいの上がらない見てくれである。

『やっぱりな……』

　と、エッソはあからさまに失望した、社員をみればその会社の凡おおよそはわかる。彼にとっては、まさに会社選びの逆面接だった。

『新進と言ったところで、所しよ詮せんこの程度の会社なんだ……』

「よく来てくれたね！　ケーゼキングくん!!」

　その青年はエッソの手を両手で固く握るなり言った。

「ケーゼギンクです……」

　とエッソ。

「でも、いいですよ。しょっちゅう間ま違ちがわれますから……。因ちなみに去年の学生名簿にはエッソ・ゲーゼギンクと書かれました。その前の年はケーゼギング、さらに前年はケーゼキンク、受験票には、今あなたがおっしゃったのと同じエッソ・ケーゼキングと書いてありましたね。ありとあらゆるヴァリエーションがありながら、全部間ま違ちがいなのはどういう訳でしょうか？」

「それはすまなかったね……ケーゼ……ギンクくん」

　青年は咳せき払ばらいした。

「まことに心苦しいが、便べん宜ぎ上、初対面の君のことをエッソと、ファーストネームで呼ぶ非礼を赦ゆるしてくれたまえ」

「いいですよ」

　エッソは快こころよく頷うなずき微笑ほほえんだ。同時にこの貧ひん相そうな青年の、相手が子供でも疎おろそかにはしないという態度に好感を持った。

「実を言うと、面めん倒どう臭くさいからほとんどの人に『エッソ』と呼ばせているんです。間違った名みよう字じを呼ばれるくらいならね」

「そうかい。でも、僕は一発で覚えたよ、ゲーゼギングくん」

「…………」

「みんな、こう見えてもエッソくんは凄すごいんだぞ」

　と若者はその場にいる全員を振り返って、まるで自分の自慢ででもあるかのように言った。

「この若さで、あの銀河工科大学の首しゆ席せきなんだ」

「いや……それほどでも……」

　エッソは謙けん遜そんした。

「常にトップ３にいることは事実ですが……」

「へえ～、凄いですね」

　先程、エッソを子供扱いにした事務員が掌てのひらを返したようにエッソを見た。

「ついに我わが社にも、そんな優秀な人材が入るんですね」

「まだ入ると決めた訳ではありません！」

　些いささか憤ふん慨がいした口調でエッソは言った。

「いや……でも、こうして、説明会に来てくれただけでも嬉うれしいよ。今日はゆっくりと、我が工場施設を見学していってくれたまえ」

「そのつもりです」

　エッソは言った。

「でも、僕の興味をそそるものがなかったら、説明の途中でも帰るかも知れません」

「いいともいいとも！」

「僕の専門は冶や金きん学がくです。その辺の教授にも負けないと、自じ負ふしております」

「う～ん……。でも、現場ではどうかなあ……」

　青年は腕組みして、思し案あん顔がおで言った。

「自じ画が自じ賛さんになるけど、ウチも第一線を自負しているんだ。その辺の大学より、シビアかも知れないよ。なにしろ、生き馬の目を抜く競争で淘とう汰たされているからね」

「企業としては、当然の自負だと思います」

　エッソも大人だった。

「要は、僕が働き甲が斐いをもってやれるかということです」

「じゃあまず言っておくけど、今は戦時だ」

「わかっています」

「好きな研究より、まず必要な軍需物資の増産をすることが、焦しよう眉びの急なんだ」

「それも、承知しています」

「その若さで、偉えらいね」

「僕の前で、年齢の話はしないでください」

「こりゃ悪かった」

　青年は屈くつ託たくなく微笑んだ。

『この人は、悪くないな』

　とエッソは思った。

『一いつ介かいの説明係にまで人選が行き届いている。こういう会社が伸びるんだ。どういう会社なのかは、社長に会えば、もっとはっきりするだろうけど……』

「でも、エッソくんの入社は決まったようなものですね」

　と、件くだんの女子事務員は青年に目め配くばせしながら微笑んだ。

「こうして社長の人じん徳とくに触ふれれば、誰でもイチコロですよ」

「え──!?」

　エッソの眉が、ピクンと跳はね上がった。

「社長……」

「そうよ」

　事務員が言った。

「この人が、ベルファルド社長よ。弱じやつ冠かん二十四歳」

「いや、おととい、二十五になった」

　と気恥ずかしそうにイーサン・ベルファルド。

「こ、この人が……社長……」

「そうだよ」

　微笑むベルファルド。

「頼りないだろ」

「いえ……その……」

　ベルファルドの顔をまじまじと見上げながら、エッソ。

「若いですね」

　自分の若さは、取り敢あえず棚に上げてエッソは言った。

「社長、そろそろ……」

　その若社長を促うながすかのように、目付きの鋭するどい男──ベルファルドと同じくらいの年齢だが、タイプ的に正反対の、しかしどこか似ている──が囁ささやいた。

「御おん大たいが現れる時間ですよ。お迎えに上がりましょう」

「そうだったね、アンリ」

　ベルファルドは名な残ごり惜おしそうに言った。

「僕としてはもう少し、エッソと話もしたいんだが、そうもいかないね」

「ジャスティ御大と、一介の入社希望者を天てん秤びんにかけるところが、いかにもあなたですね。でも、そんなあなたを御大は笑って赦すのでしょうが……」

「申し訳ないが、エッソ」

　ベルファルドは言った。

「実は急に大たい切せつなお客さんがあって、どうしても外はずせないんだ。悪いが、控室で待っていてもらえるかな。他の面接希望者もいるから、お茶でも飲んでてよ」

「構かまいませんよ。一介の入社希望者が、こうして社長に気に留とめていただけるのですから……」

　エッソとしたら『一介の入社希望者』扱いされたことに関する皮肉のつもりだったが、ベルファルドは悪意には取らなかった。この男には元来、そういったところが欠けつ如じよしているようだ。もう一人、アンリと呼ばれた腹ふく心しんは、エッソのことをあからさまに無視した。

「後で僕が必ず、自分で案内するからね」

「はい……お願いします」

　場合によっては、この会社を腰掛けにして、一般的な就職年齢に達するまでの時間を潰つぶしてもいいなと彼は思い始めていた。もちろん、ただ待つだけではなく、世間の耳じ目もくを驚かす論文のひとつも発表してやる肚はらで──。

　が、面接室にいる他の希望者どもが、彼を失望させた。

　六人の新卒予定男女がいたが、揃そろいも揃って卒業そのものが危あやぶまれそうな気け配はい濃厚だったからだ。交かわされる会話も低次元で、弱重力フットボールの次のリーグ戦はこの戦争でどうなるのかとか、アイドルの誰だれそれの故郷は戦火で焼けただとか、そういうレベルの話しかしない。

『やめてくれよ』

　エッソは思った。

『こんな会社に就職を希望した、こっちまで情けなくなってくるだろ……』

「坊やも入社希望？」

　いかにも頭の悪そうな女に尋たずねられた時などは、背筋がぞっとなった。化け粧しようの臭においがたまらない。確かに美人かもしれないが、それよりも化粧っ気のないユーリアの知性が、心の安らぎとともに思い出された。

「そうだけど……」

　わざと素そっ気けなく言ってやったのを、別の男が曲きよつ解かいした。

「あ、中卒ね」

「金の卵だ……」

　さらに別の男が突っ込む。

「今どきいるんだ」

　エッソはいたたまれなくなった。

「戦争が始まったから、君みたいなのも働かなきゃならないんだよね。気の毒に……」

『よしてくれ！』

　エッソは吐き気を覚えた。彼らに本当のことを言うのは、プライドが赦さない。

『そっちこそ、戦争が始まったからこそ、四流大学出でも、就職できるんだろ？　それよりは、足りない単位の心配でもしたらどうだい』

「いや～、しかし、今どきこういう奇き特とくな会社があって助かるよなあ……」

「ああ。なにしろ来る者は拒こばまないってんだから……」

『拒まなさ過ぎだぜ』

　エッソは呆あきれるのを通り越して背筋が寒くなった。

「坊や、ガム食べる？」

　最初の女が甘ったるい声で言ったのを切っ掛けに、

「い、いえ……。結けつ構こうです。ちょっとトイレ」

　と席を外した。出際に、

「可愛かわいくないガキ～」

　と、女が平へい板ばんなアクセントで言うのが聞こえた。

「一緒いつしよにされてたまるかよ。社長には悪いが、もうやめだ、こんな会社……」

　ふと見ると、隣となりの工場の入口が開いている。

「ふん。どうせ入らねえにしても、設備を覗のぞいてやるか。自称第一線とやらが、どの程度の設備投資か、参考に見ておくのも悪くない……」

　ふらふらと、工場の中に入る。

「ふうん……門構えにしては大きいじゃん」

　そこに黙もく々もくと働く労働者たちを見る。一見してわかる程ほどに、障害者の姿が目立つ。

「なるほど……。来る者は拒まずか……」

　しかし──、

「悪くない雰ふん囲い気きだぞ」

　とも、エッソは思った。

「みんな、なんか活いきいきとしてないか……。単純な作業なのに──」

　額ひたいに汗して働く尊さというものを腹の底から軽けい蔑べつしているエッソではあるが、それでも不思議な感かん銘めいを受けるのだった。

「違う。他の大企業とは、決定的に違うぞ。この会社……」

　と──、

「やべ！　誰か来る」

　背後の足音に、後ろめたさから思わず物陰に隠れるエッソ。

「…………と、このような生産状況です」

　先程の若社長の声が聞こえた。

「大きくなったな」

「お陰様で……」

「ワシは何もしとらん」

　嗄しやがれた老人の声が言った。

「全てがおまえの手て柄がらじゃ、ベルファルド」

「そんな……だとすればそれはほとんど、ここにいるアンリのお手柄ですよ」

　ベルファルド社長と、腹心のアンリが並んで歩いて来るのが見えた。そしてベルファルドは、自みずからが車くるま椅い子すに乗った老人を押していた。その老人の年齢たるや、エッソの十倍近く人間をやっているのではないかと思われる程だ。

「アンリか……。よくベルファルドをサポートしてくれておるようじゃな」

　老人がアンリを見上げる。

「いえ……そんな……」

　アンリはまさか自分が老人から声をかけられるとは思ってもみなかったらしい。

「ただただ、スレイ憎にくしの一心からですよ」

「ふむ……」

　老人がしげしげと、アンリを見た。

「そうか……おまえも、兄弟たちの一人なのか……」

「はい」

「ではこのワシとも、まんざら他人ではあるまい」

　何がおかしいのか、からからと嗤わらう老人。

「そうなりますね」

　面おも映はゆいといった調子で、アンリ。

「世が世なら……ですが」

「どうじゃ、遺伝子学的には自分の父親をサポートするという気持ちは？」

「複雑です……」

『会話の流れが読めないな』

　エッソは思った。

『どうやら何か、複雑な事情がありそうなことはわかるけど……』

「話題を変えませんか？」

　きまり悪そうにベルファルドが提案し、アンリも老人も、それを容いれた。

　そこから俄が然ぜん、エッソにも興味深い話になった。思わず身を乗り出す。

「新しい硬貨を発行することにしたよ」

　と老人が言った。

『このじいさん、政府の関係者か？』

　エッソは目をしばたいた。

『とてもそうは見えないぞ』

「造ぞう幣へい局きよくにはワシから肝きも煎いりで、新貨か幣へいの鋳ちゆう造ぞうは、おまえの会社に一いち任にんしようと思うておるのじゃ」

「そんな……」

　ベルファルドが狼ろう狽ばいした。

「我が社には、もうそんな余よ剰じようのラインは──」

「お受け致します！」

　ベルファルドを飛び越えて、アンリが快かい諾だくした。

「特務部長……困るよ」

「社長、御ご前ぜんは暗に、我が社に特別融ゆう資しをするとおっしゃってくださるのです。ここは受けるべきです」

「でも、それが何な故ぜ、硬貨なんだ？」

　ベルファルドは尋ねた。

「兵器ならわかるが、硬貨ってのは解げせないな」

「なあに、アンリにわかればよいのじゃ」

　と老人。

「アンリに任まかせておけば、ワシも安心じゃ」

「ありがとうございます……」

　深々と頭を下げる、特務部長アンリ・ナンジェッセー。

「僕には読めないぞ」

「そうそう……」

　老人が、懐ふところから紙を取り出す。

「これがな、新貨幣のレシピじゃ」

「拝見します」

　とアンリ。

「百ギガタイラス玉……純アルミ。五百ギガタイラス玉……銅＝亜鉛合金。千ギガタイラス玉、アルミニウム＝マグネシウム合金……なるほど！」

「硬貨にマグネシウムは珍めずらしいね」

「このレシピ……お気付きになりませんか？」

　アンリが笑った。

「軍需工場の経営者としたら、失格ですね」

「そう言われてもね」

「僕がわかります！」

　たまらず、エッソは物陰から飛び出した。

「なんだ、おまえは!?」

「ちょっと拝見！」

　構わずに、アンリの手からメモをひったくった。小猿のような素す早ばやさであった。

「やっぱり思った通りだ。百ギガタイラス硬貨千枚に対し、五百ギガタイラス硬貨と千ギガタイラス硬貨をそれぞれ二十五枚ずつ加えれば、ぴったり超々ジュラルミンのレシピになる！」

「ほほう……」

　老人が目を細めた。

「ベルファルドより、よほど聡さといわい」

「専門ですからね」

　と、得意げにエッソ。

「何が専門だ、コラァ！」

　威い圧あつするアンリを、

「いいから──」

　老人とベルファルドとが、同時に制した。その反応と仕し種ぐさとは、年齢を別にすればあまりにも似ていた。似過ぎていた。

「ですが……」

「よくわかったのう」

「わかり易やすいレシピで流通させておき、いざとなったら回収して鋳い潰つぶし、戦闘機の素材にするつもりでしょう？」

　エッソは老人を見た。

「いい着眼点です」

「君、名は？」

「はい。エッソです。エッソ・ケーゼギンク……」

「社員の家族か？」

「入社希望者です」

　とベルファルド。

「もっとも、まだ決定ではありませんが……」

「本人にも、その気はないと見ました」

　とアンリ。

「こんな弱小会社では、不満らしいですよ」

「是ぜが非ひでも、入社させなさい」

　と老人──もう言うまでもなくジャスティ・ウエキ・タイラー──は言った。

「この逸いつ材ざいを逃のがしてはならん。カプセルに入れてでも、捕ほ獲かくしろ」

「わかりました」

　とアンリ。

「ここまで秘密に関わった者を、外へ出す訳には参まいりません」

「どういうこと？」

　不意に怖こわくなって、エッソは訊きいた。

「わからねえか!?」

　アンリは恫どう喝かつした。

「おまえは、御ご前ぜんに気に入られたんだよ。この果か報ほう者もの！」




「いきなり課長ですか？」

　とエッソ。

「部長でも、いいくらいだよ」

　とベルファルド。

「それに君に研修期間は、必要ないね」

「冶金学を専攻しておいて、よかったですよ」

　エッソは心からそう思った。

「で、僕の初仕事はどうなります？　いきなり新合金の開発をさせて貰もらえると、嬉うれしいなあ……」

「残念ながら、ウチはまだまだ弱小でな」

　アンリが言った。

「そんな最さい大おお手てのやるような高こう尚しような仕事は、回してもらえねえんだよ。我が社に回ってくる仕事は、たとえばタＴイラー・アＡームズ・コＣーポレーションの下した請うけの、戦闘機のパーツの型抜きくらいなもんだ。それだって、ウチの技術力があればこそなんだが──」

「仕事が丁てい寧ねいなのは、業界でも評判ですからね」

　エッソは誇らしげに言った。早くも愛社精神らしきものが、この自じ信しん過か剰じような少年の中に芽め生ばえ始めたようだ。

「この僕が入社したからには、じきにもっと大きな仕事も、任せてもらえるようにしてみせます。いや、それどころか、ＴＡＣ社に、我が社の下請けをやらせてみせます！」

「夢が大きいのはいいことだ。だが、まずおまえさんには……」

　アンリは言った。

「社長のお供ともで、惑星スタナムまで行ってもらう」

「スタナム？　あんな辺へん境きようまで？」

「そうなんだ」

　と、ベルファルドは頷うなずいた。

「ベアリング部品用の、スズを買い付けにいくんだよ」

「スズ？」

「冶金学専門なら、知ってるだろう」

　アンリは言った。

「スタナムが、銀河屈くつ指しのスズの産地だということぐらい……」

「はい」

「スタナム産のスズ鉱石は、銀河中央の半値以下だ。往復の運送費を差し引いても、お釣りがくる」

「でも社長、ここからスタナムに行くには、途中で戦せん闘とう宙ちゆう域いきを抜けて行かなきゃなりませんよ。輸送船ごと、撃げき沈ちんされることもありますよね」

「そうだね。でも、そのリスクを計算に入れても……」

「そのへんが、弱小企業の、弱小たる所以ゆえんということですね」

「わかってるじゃねえか」

　とアンリはエッソの頭を撫なでた。

「サバイバルの為ためには危険も冒おかさざるを得ねえ。過当競争の厳しさってやつだよなあ……。早くおまえの力で、そんな危あぶない橋を渡らなくても済すむようにしてくれよ」

「微び力りよくながら……」

「一いつ緒しよに来てくれるよね」

　ベルファルドはエッソを見た。

「君には、いい研修にもなると思うよ。まず、僕たちの仕事の実際をよく見て、把は握あくして欲しいからね」

「幹かん部ぶ教育ですね」

「そういうことだ」

　とアンリ。

「でも……十五歳にもならない身み空そらで、死にたくはないなあ……」

「贅ぜい沢たく言ってんじゃねぇ！」

　アンリはエッソを小こ突づいた。

「いいか、仮かりにも社長と御ご同どう行こうなんて、名めい誉よなことなんだ。少なくとも、新入社員の仕事じゃねえんだ」

「わかってますよ！　大だい抜ばつ擢てきだってことくらい……」

「まあ、無理にとは言えないよ」

「ベルファルドだってなあ」

　アンリは言った。

「身み重おもの奥さんと、可愛かわいい盛りの娘を残して行くんだぞ！　敢あえて危険を冒おかして!!　大学で何を勉強してきたかは知らねえが、企業ってえのは、そこまで厳しいんだ」

「いや、いいんだ……」

　ベルファルドはアンリを制して言った。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだ。それに、戦闘宙域を抜けていくといったところで、かならず標的にされるわけじゃない。危ないのは軍艦だけだ。スレイは通商破壊活動をさせるような漢おとこじゃないから、少なくとも今のところは、民みん間かんの船は安全だ」

「だが、流れ弾だまに当たらねえという保証はどこにもない……」

「大丈夫」

　ベルファルドは言った。

「スレイはあれだけ狙ねらわれていたけど、無事に切り抜けてセランテに辿たどり着いたじゃないか。僕にも、彼の何百分の一の幸運があれば──」

「それは、まあ……」

「僕は行くよ。スタナムから来る百万トンのスズが、我が社に大きな利益をもたらし、躍やく進しんさせる。最悪でも、船荷保険で潤うるおう」

「しかしなあ……。戦時で保険額は下げ落らく傾向だし、それに、もしも社長のおまえに万が一のことがあったら、この会社は──」

「その時は、特務部長」

　ベルファルドはアンリの手を取り、言った。

「君に総すべてを、委ゆだねるよ」

「あ、ああ……ああ！」

　アンリはその手を握り返し、大きく振った。

「じゃあ、僕は留る守す中の引継ぎ業務あるから……」

「ああ。じゃあ、俺も諸しよ事じ万ばん端たん、手配しておく」

　アンリは廊ろう下かに出た。

「幸運を祈るぜ、ベルファルド。俺にはとても、おまえのピンチヒッターなんか務つとまりそうにもねえからよ」

「特務部長……」

　そのアンリを、エッソが呼び止めた。

「なんだ新入り？」

「特務部長は、社長の何なんですか？」

「その顔で、いきなり核心に触ふれてくるかよ」

　アンリは振り向いた。ベルファルドにどこか似ている。

「まさか、他人ってことはないですよね」

「想像に任まかせる」

「僕は曖あい昧まいは嫌いなんです。この会社に骨を埋めるとわかった以上……」

「殊しゆ勝しような心掛けだが、まだ時じ期き尚しよう早そうってことだ」

「逃げないでください、ナンジェッセー特務部長。あなたには戸こ籍せきがないそうですね」

「くだらんことも、よく調べてるな。専門は冶や金きん学がくだとばかり思ってたが……」

「学生時代は探たん偵てい同好会にも入ってました」

　エッソは問い詰めた。

「タイラー御おん大たいがおっしゃっていた、『遺伝的な父親』ってどういうことです？」

「いいか、早そう熟じゆくな天才の坊や」

　アンリはずいっと、前に出た。

「世の中にはな、ＩＱではどうにもならねえ問題ってえのもあるんだ。ある年齢に満たなければ、わからないこともな。それだけ覚えとけ！　これ以上詮せん索さくすると、俺はおまえに対しても、特務部長の特権を発動しなきゃならねえことになるんだよ。できればそうしたくはねえ。だから、な。おとなしくしてろ」

　凄すご味みのある顔を近付け、アンリは言った。

「俺はベルファルドが好きだ。おまえのことも、好きになりかけてる。おまえもベルファルドのことを、好きになってやってくれ。あれは常に誰かが側そばにいて、気きに懸かけてやってねえと、駄だ目めになってしまう漢なんだ。わかるか？」

「…………」

「わかった、な！」

　アンリはエッソの肩をぱあんと叩たたき、それからくるりと踵きびすを返した。

「頑張れ、天才坊や！」

「な、なんだか……」

　震えながら、エッソは呟つぶやいた。

「楽し過ぎる、会社だなあ……」




「あなた、どうか御無事で……」

「ああ、行って来るよ」

　臨りん月げつのチッコリーナに見送られ、ベルファルドは微笑ほほえむ。

「必ず生きて、戻って来るからね」

　そう言って、娘のハルミを『高い高い』する。

「重くなったなあ……」

「ぶばあ……」

　無む邪じや気きに微笑む、ハルミ。その笑顔に、ハルミⅢの顔がオーバーラップした。

『そうか、ハルミさんとあのことがあってから、もう四年になるんだ……』

　あれから自分を取り巻く状況は大きく変わった。

「生きててよかったよ……ハルミ」

「社長、出港時間ですよ」

　エッソが促うながした。

「あ、ああ……」

　後ろ髪を引かれるベルファルド。ラッタルを昇のぼろうとして、少しよろけた。

　チッコリーナは、見えなくなるまで手を振っていた。

「社長、朝あさ御ご飯はん、ちゃんと食べて来なかったでしょう？」

　バランス栄養食を頰ほお張ばりながら、エッソが言った。

「大仕事を前に足元がふらつくようでは、困りますね。よかったら、どうぞ……」

　板チョコタイプの栄養食を割って、手渡そうとするのを、

「いや、いいんだ」

　とベルファルドは苦笑しながら断ことわった。

「食べ過ぎるくらい、食べて来たから……」

　そう言えばベルファルドは結婚してから、少し肥ふとった。

「乗船する時よろけたのは、このせいなんだ」

　見るとベルファルドのローファーの靴くつ紐ひもが、切れている。

「先週買ったばかりなのになあ……」

「な、なんか不吉ですね」

「縁えん起ぎをかついでばかりいても仕方がない。船室に行こうか」

「ええ……」

　通路を歩いて船室に入ろうとした二人の目の前を、大きな黒猫が傍ぼう若じやく無ぶ人じんに、ゆっくりと横切って行った。

「あれは？」

　ベルファルドを見るエッソ。

「船長の飼い猫だろう」

「いや、そういう問題じゃなくて……」

　エッソは背筋に寒いものを感じた。




「どうやら黒猫も靴紐も、杞き憂ゆうだったみたいだね。エッソ営業第二課長」

　二週間後──、

　二人を乗せた輸送船はスタナム産のスズ鉱石を満まん載さいして、帰路に就ついている。

「ええ。なんてこともありませんでした」

　と、すっかりリラックスしたエッソである。

「スズ鉱石も、思ったよりずっと安く買えたし……」

「あれだけ良質のスズ鉱石は、銀河中どこを探さがしたってありませんよ。また来ましょう」

「そうだね。しかし、スタナムはスズ以外には何もないところだ。ゲームセンターもなくて、退たい屈くつしなかったかい？」

「とんでもない！」

　エッソは生まれついての、学がつ究きゆうの徒とである。

「地質学的にみて、あれほど面おも白しろい惑星はありません。スタナムのクラーク数は、例たとえば地球なんかとはまるで違うんですから……。もっと滞在しても、よかったくらいですよ」

「銀河にはまだまだ面白い惑星が、いくらでもあるよ。水だけの惑星、鉄の惑星、アルミニウムが地ち殻かく組そ成せいの大半を占しめる惑星……。仕事が軌き道どうに乗って、平和になったらそこを巡めぐって歩くといい」

「ええ」

「君にはたっぷりと、時間はあるんだから──」

「でも今は……ベルファルド社長。あなたと一いつ緒しよに、働きたいと思います」

「ありがとう……」

「それより、僕の考えている新しい特殊合金のレシピを見ていただけますか？　スタナムの鉱山を歩いていて、閃ひらめいたんです」

　そう言って、叩たたいていたモバイルコンピューターを見せる。

「まだ未完成ですけど、これが完成したら凄すごいですよ。特許だけで億おく万まん長ちよう者じやだけど、社長にだけ、見せてあげます」

「どれどれ──」

　ベルファルドは立ち上がり、覗のぞき込もうとした。

　その瞬間──、

　輸送船は衝しよう撃げきを受け、大きく揺れた。

「なんだ!?」

『不意に攻撃を受けました！』

　ブリッジからの、狼ろう狽ばいした声。

「なんだって!?　ここはまだ、戦せん闘とう宙ちゆう域いきじゃないぞ！」

『一週間前までは……の話です』

「警けい告こくもなしにか？　相手は誰だれなんだ。まさか、バグジー＝スレイ帝国……」

『わかりません！』

　二度目の、さらに大きな衝撃が船体を貫つらぬいた。

「エッソ！」

　ベルファルドは咄とつ嗟さに、エッソを抱き締めた。

「社……ベルファルドさん！」

　夢中でしがみつくエッソ。

「怖こわい！　僕はまだ、何もやってない……」

　まだ少年である。

「僕もさ。だが、まだ死なないぞ。死んでたまるか!!　チッコリーナ、ハルミ！」

　隔かく壁へきが膨ぼう脹ちようし、暗黒が総てを押し潰つぶした。




「イーサン・ベルファルド……実に呆あつ気けなかったな」

　ステルス艦のブリッジに仁に王おう立だちになり、フロイ・ジュダ・ウエキ・タイラーは北ほく叟そ笑えむ。

「いや、呆気なさ過ぎる。拍ひよう子し抜ぬけだ」

「これで……よろしかったのでしょうか？」

　と、ミヒャエル・カトリがフロイを振り向いた。

「本当に、これで──」

「いいんだよ……」

　フロイは白はく皙せきの頰ほおに堕だ天てん使しの笑みを浮かべたまま、ぞっとする声で呟つぶやいた。

「この私も、ジャスティ・ウエキ・タイラーの血を引いているのだ。候補の一人だということを、忘れてもらっては困る。常に自分だけは大だい丈じよう夫ぶ……。そう思う油ゆ断だんがいけないのだよ。人生自分が主人公だと思う『神話』への、その過か信しんがな」






















第四十二章　プリンス・ドミン見けん参ざん！









「あなたの方が、正しよう真しん正しよう銘めいの王子である僕なんかより、よっぽどプリンスらしいですよ」

　ドミンことオリヴァー・ナサニエル・ポコ・カイゼル・ドミナントＶ世は正直に言った。

「貧びん乏ぼう国の年間国家予算の十倍を、一日で稼かせぐ企業なんですね……」

「だからと言って、君が私より価値のない人間だということはないさ」

　イツマは言った。

「同じように、社員の一人ひとりも、基本的には社長であり会長である僕と同格だ。ただ、僕は、悪平等主義者ではないから、僕が会社にとって絶対に必要な人間であるということは自じ負ふしている。だからと言って、社員を疎おろそかにすることは絶対に赦ゆるされない」

「わかります」

　ドミンは自分よりもプリンスらしいこの社長に、早くも心しん酔すいしてしまった。

「でも、何な故ぜこの僕などを、わざわざ直属の部下に？　抜ばつ擢てきするにしても、他にいくらでも人材はいたでしょうに……」

「君が誰よりも、有能な人材だと思ったからだ」

　イツマは淡たん々たんと言ったが、いたって真顔である。

「まさか……」

「そう謙けん遜そんするな。行き過ぎた謙遜は、僕は嫌いだ」

「はあ……」

「君は実際、優秀だ。それに、君の専攻が気に入ったと、面接の時にも言ったろう」

「社しや交こう辞じ令れいかと思っていました」

「僕は社交辞令の類たぐいは、一いつ切さい言わない人間だ。例外は相手が嫌いな人間である時だけだ。覚えておきたまえ」

「……はい」

　頷うなずくドミン。

「でも、正直海水プラント開発なんて、今の時代には役立たずの研究だと思っていました」

「そう思っているのは、君だけさ」

　イツマは掌てのひらを、ドアの横にあるプレートに押し当てた。

『掌しよう紋もん確認……。いつま・うえき・たいらー会長……ろっくヲ解かい除じよシマス』

　ドアが開いた。

「来たまえ」

「凄すごい設備ですね」

「ここは一部の社員しか入れない」

　イツマは言って、ドミンを見た。

「君も今日からは、その『一部』の社員だよ」

　ごくんと、ドミンは唾つばを呑のみ込んだ。

「お待ちしておりました」

　秘書のガラティアがそこにいた。一見、何の変へん哲てつもないと思われたドアの奥に、巨大なクレーン設備を備そなえたドックがある。そのことがまず、ドミンを圧あつ倒とうした。

「夜中にこっそり、入れておきました」

「大変だったろう」

　労をねぎらうイツマ。

「いえ……。軍がすべてやってくれましたから──」

「これは……」

　ドミンは絶ぜつ句くした。

「見ればわかるだろう」

　とイツマ。

「巡じゆん洋よう艦かんだよ」

「大きいですね……」

「当たり前のことを言うな。それよりよく見てくれ」

「損そん傷しようしていますね……」

「ああ。バグジー＝スレイ帝国との戦せん闘とうでやられた」

「損傷は軽けい微びでした」

　ガラティアが言った。

「こうして見ても、目立った破損箇所はほとんどありません。これよりずっと大きなダメージを受けた艦で、自力で帰還した艦も多かったのに……」

「全員死亡か？」

「はい。検けん死し解かい剖ぼうによる死因の調査も終わっています」

　ガラティアは報告書を手渡した。

「隔かく壁へき破は損そんによる、急激な減圧による窒ちつ素そ中毒……か」

「ああ、要するに潜せん水すい病びようですね」

　ドミンが手を叩たたいた。

「そうだ。さすがは専門だな」

　血液中に解とけた微量の窒素が、減圧で膨ぼう脹ちようして気泡となり、血管の流れを疎そ外がいする。それが所謂いわゆるパドック（潜水病）である。

「僕が呼ばれた理由は、これだったんですね」

「そうだ。宇宙空間と海洋は、よく似た環境にあるからね。君の専門を応用できる」

「わかりました。で、僕は何をすれば？」

「自分で考えろ。僕は部下にいちいち細かい課題を与えたりはしない上司だ。これも覚えておいてくれ」

「それだけ評価してくださっていると……」

　イツマは軽く頷いた。ただそれだけでドミンは嬉うれしかった。

「軍からこの『素材』を提供してもらったのも、今後こういう事故を一いつ切さいなくす為ためだ」

「潜水病を防ぐ為に、宇宙船内部に満たす人工空気には窒素の代わりに、ヘリウムを詰めると聞いておりますが。現に海洋プラントの深海施設ではそうしております」

「ヘリウムは、軍には評判が悪くてね」

「ああ、声が異様に甲かん高だかくなりますからね」

「誰の声かわからなくなってしまうだろう。命令系統を重視する軍では、それは致ち命めい的てきだ」

「じゃあ他の希ガスを混まぜればいい」

「何がいいと思う？」

「そりゃネオンか、アルゴンでしょうね」

　ドミンは言った。まさに専門分野なので瞳ひとみが輝いてきている。

「クリプトンは人体に有害、キセノンには麻ま酔すい作用があるから論外……。ラドンに至っては──」

「ネオンとアルゴンでは？」

「難むずかしいですね」

　とドミン。

「アルゴンは溶接用保護剤として出回っていて安あん価かだし、コスト的にはいいでしょうね。ただ、ネオンも捨て難がたい。動力炉の冷れい却きやく剤ざいと兼用できますから……。それに、気体・液化比率が大きいから、貯ちよ蔵ぞうのスペースもそれだけ省略できる。僕ならネオンにします」

「合格だ」

　イツマはドミンの両肩に手をやった。

「僕もそう思う。その研究を進めてくれ。プロジェクト主任は君だ」

「は……はい！」

　ドミンの頰が紅こう潮ちようした。

「やらせて……いただきます！」

「会長！」

　血けつ相そうを変えたアキヅキが飛び込んで来たのはその時である。

「一大事です!!」

「ここでは大声を出したり、走ったりするなと言っておいたろう。とはいえおまえが一大事と言うからには、掛かけ値ねなしか……」

「これを！」

　その手には、汗で濡ぬれてくしゃくしゃになったテレックスが握られていた。

「とにかく──」

「せわしないな……」

　だが、一目見た瞬間にイツマの表情も凍こおり付いた。

「こんなことがあっていいのか!?」

「会長……」

　ガラティアが事態のただならぬに気付く。

「見ろ！」

　イツマは彼女の胸に、そのテレックスを押し付けた。

「僕の口から、言いたくもない……」

「ベルファルドさんが、消しよう息そく不ふ明めい！」

　ガラティアの冷れい徹てつな表情からさえ、血の気けが失うせた。

「彼のことだ……」

　イツマは努つとめて冷静に振る舞おうとした。

「よもやとは思うが──」

「そうですよ」

　とアキヅキ。

「あのベルファルドさんに限って、滅めつ多たなことでは──」

「僕もそう信じたい。いや、信じる」

「ちょっと待ってください」

　ドミンが割って入った。

「ベルファルドさんというのは、ベルファルド・コーポレーションの社長の、あのイーサン・ベルファルド氏のことでしょうか？」

「そうだが……」

　イツマがドミンを見た。

「君もあの会社に、興味があったのか？」

「学友が、就職したのです」

　とドミン。

「大学創そう設せつ以来最年少で、学位を修おさめた天才でした……。つい先日も、社長と一いつ緒しよにスタナムに行くことになったと、嬉き々きとしたメイルをよこしてきたところです」

「スタナム……」

　ガラティアが息を呑のんだ。

「ベルファルド社長の乗った貨物船が消息を絶ったのは、スタナムからの帰き路ろということでした」

「じゃあエッソは！」

　ドミンの浅黒い顔が、一瞬にして蒼そう白はくになった。

「その貨物船に乗っていたと──!!」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　イツマはドミンの手を握った。

「ベルファルドと一いつ緒しよなら、彼は大丈夫だ……」

「根こん拠きよはあるんですか？」

「…………ない」

　とイツマ。

「根拠はない。だが、僕は……信じる」

「わかりました……」

　ドミンは唇くちびるを嚙かんだ。

「会長がそうおっしゃるなら、私も信じます……。それが、会長の言葉が、私の根拠です」

「君をプロジェクトから外はずそうか？」

「いいえ」

　ドミンは激しく首を振り、きっぱりと言ってのけた。

「外さないでください。お願いですから……」

「友人のことが、気にならないのか？」

「気になって仕方がありません。おそらく、安あん否ぴを考えると夜も眠れないでしょう……」

　俺はこんなにエッソが、あの天才坊やのことが好きだったのかと、ドミンは自分でも愕がく然ぜんとなった。

「ですが、今は……だからこそ、仕事に集中できそうな気がするのです。会長だって、ベルファルド社長のことが気になっても、それでも、たとえ一いつ時ときでも会長職を放ほう棄きしようとは思わないでしょう？」

「よくぞ言った」

　イツマはドミンの肩を抱いた。

「あ──」

　ドミンの鼻び孔こうに、一瞬ふわっと甘い息がかかった。

『この人は……』

「だがな、言っておくぞドミナントくん」

　イツマは離れながら髪を搔かき上げつつ言った。

「仕事に没ぼつ頭とうするのはいい。だが、親友を気き遣づかう余り、心のない仕事はするな。それは、そっくり僕自身にも言えることだがね……」

「わかって……います」

　何な故ぜか赤せき面めんしながら、ドミン。

「私は……私は……」

　何を言おうとしているのか、自分でもわからない。言葉が、言葉にしようとするそばから、頭の中で雲うん散さん霧む消しようしてしまうのだ。

「私は……捧ささげます、会長に、……ありったけの自分を！」

　結局、いちばん根っこにあった正直な気持ちだけを吐と露ろした。

「申し訳ありません……自分は動転しているようです」

「いいんだ」

　微笑ほほえむイツマ。

「ありがとう」

　アキヅキが横を向いて、思わせぶりな咳せきをひとつした。




「動けますか？」

　と、タオルを取とり換かえながらエッソが尋たずねた。

「足を挫くじいた」

　力なく微笑ほほえむベルファルド。

「その他にもあちこち痛めたらしいが、大丈夫……じきによくなる。こう見えても昔から、病気知らずでね」

　そう言って、顔をしかめる。

「この船で生き残ったのは、僕たちだけかい？」

「残念ながら、そのようです」

　と、首を振るエッソ。

「さっきひと回りしてきましたが、ブリッジは原形をとどめてはいませんでした」

「死体を見たのかい？」

　黙って首を振る、エッソ。

「それはよかった……」

　とベルファルド。

「いかに天才でも、十四歳には刺激が強すぎるからね」

「大丈夫です。それほどヤワじゃありません」

「君だけでも、無む傷きずでよかった……」

　そう言ってベルファルドは、ゆっくりと息を吐き出した。

「本当に、よかった……」

「社長が咄とつ嗟さに、庇かばってくださったからです」

　とエッソ。

「僕こそ、社長が生きていてくれて──」

　急激な興奮は、嗚お咽えつに変わった。

「嬉うれしいです……。本当によかったです……」

「二人で生きることを、考えないといけないな……」

「ここは……」

　エッソは窓の外を見た。

「なんという惑星なのでしょうか？」

「漂ひよう流りゆうしていた時間からして、そう大きく航こう路ろを外はずれてはいないだろう」

「ええ。計器が全部壊こわされてしまったので皆かい目もくわかりません。一体、何者でしょう。あの卑ひ怯きような闇やみ討うちは……」

「詮せん索さくしても仕方がないよ。こちらも危険を承知で、物ぶつ騒そうな宙ちゆう域いきをうろついていたことは事実だし……」

「行きに何事もなかったので、帰路に迂う回かいもしなければ、ジグザグ航行もしなかったのは迂う闊かつでしたね……」

「今さら言っても遅いよ。それより商売もうまくいって、早く帰りたいと逸はやる気持ちを抑おさえることは、難むずかしかったと思うね。いずれにせよ、総すべての責任は僕にある。君まで巻き込んで、本当に済すまない……」

「何を言うんです。今は明るいことだけ考えましょう」

「そうだね。明るい材料はどれだけある？」

「結けつ構こうありますよ」

　エッソは微笑ほほえんだ。

「あれほどの損そん傷しようを受けたにも関わらず、積つみ荷にがほぼ無傷だったこと。とにもかくにも我われ々われが無事で、こうして生きて漂着できたこと。そして、この惑星に大気があり、酸素もあれば、一酸化二水素もあったということ……。これは他の全部の不幸を差し引いても、恐ろしいほどの幸運でしたね。奇き跡せきと言ってもいいでしょう」

「一酸化二水素？」

「要するに水です」

　とエッソ。

「工科の仲間内では、水のことを洒落しやれて、そう言うんです」

「なるほど……」

「とにかくこの惑星は、地球型です。重力も〇・九七Ｇです。大気組成は窒ちつ素そ六六％、酸素一九％、ヘリウム七％、ネオン、アルゴン、キセノン、二酸化炭素の順です」

　携帯用分析器を接続したモバイルのキーを叩きながら、エッソは言った。

「上じよう出で来きじゃないか」

「希ガス類が多いことを別にすれば、地球と同じと言っていいでしょう。ただ気になるのは、硫化水素が多いということです。おそらく火山活動が活発なのでしょう」

「研究材料としては、面おも白しろいんじゃないか？」

「じっくり研究するつもりです。どうせ救助されるまでの間、時間はたっぷりありそうですから……」

「なんという惑星かな？」

「そもそも名前があるのか……。いずれにせよ惑星連合に加盟している星系でないことは確実です」

「ちょっと歩けば、案外街があったりしてね……」

　折れた足を恨うらめしそうに見やりながら、ベルファルド。

「問題は食糧だな」

「船に残ったのは、二人でもって三週間分……といったところです」

「僕はともかく、成長期の君は食べなくちゃいけない」

「社長こそ、しっかり食べてその足を治なおしてください。食糧は、僕が探します」

「危険過ぎる」

「危険をどうこう言える状況ですか。僕だって子供じゃないんだ。むしろ社長に頼りにされて、光栄です」

「だけどね……」

「じっとしていると、不安で……」

　エッソは両りよう膝ひざを抱かかえ、その間に頭を埋めた。

「こんな場所で、誰にも知られずに死ぬのかなあ……」

「僕が君を死なせないよ」

　ベルファルドは言った。

「死なせはしない。君のような、有能な、前途ある社員を──」




「ベルファルドが消しよう息そく不明だと!?」

　報告を聞いて、ドン・レオ・スレイは我われを忘れて叫さけんだ。

「冗談だと言え！」

「残念ながら……」

　宰さい相しようプラティープは、目を伏せた。

「惑星連合側の情報を傍ぼう受じゆしたところによれば、スタナムの近くで船ごと消息を絶ったと──」

「スタナム!?」

「はい」

「次の侵攻予定宙域じゃねえか」

「ええ。それを知ってか知らずか、敵側の公式発表では我が新帝国が非武装の輸送船を攻撃したという方向に、世論を煽あおっているようです」

「馬ば鹿かも休み休み言いやがれ！」

　スレイは激げつ昂こうした。一日に一回は癇かん癪しやくを爆発させるスレイだが、今日のは特別である。彼が巨体を揺すると、羽は織おっていた純白のトーガ（ローマ帝国調の、マント風の上着）のプリーツが揺れた。

「俺たちが、そんな卑ひ怯きようなことをするとでも!?　我がバグジー＝スレイ帝国はな、建国以来、宣せん戦せん布ふ告こくにしても作戦行動にしても、常に正面から正々堂々と、惑星連合の艦隊を撃うち破ってきたんだぜ！」

「言われるまでもない」

　と、彼のすぐ左に席を占しめていた最高司令官で軍務大臣のナ・バァム・ドムが、同じく憮ぶ然ぜんとした口く調ちようで言った。十代の最高司令官など、おそらく銀河史上にそう例はあるまい。

「むしろ姑こ息そくな手段で、常に我々を嵌はめようとしてきたのは、連中ではないのか？」

「バァムの言う通りだぜ」

　とスレイ。

「それに、何で俺たちが、よりにもよってベルファルドの乗った船を攻撃しなきゃならねえ。え!?　俺と奴とは、今でこそ別々の陣営に別れちまったとはいえ、親友だぞ。親友！」

「甘いです」

　内務大臣のランスロットが挙きよ手しゆして言った。

「ありとあらゆる材料を利用して敵国に対する憎ぞう悪おへと国民感情を煽あおる。戦時の定じよう石せきです。敵は我々の弱点、若過ぎる内閣と『純じゆん朴ぼく』過ぎる外交能力という弱点を、適確に突いてきているのです」

「理屈としてはわかる」

　スレイは全身で怒いかりを露あらわにした。

「だが、感情として赦ゆるせねえ！」

「ですから、それこそ敵の、思うツボなのですよ。あなたは青い」

「なにを！」

「まあまあ……」

　財務大臣のクックマイヤーが、慌あわてて制した。

「怒る相手が違うでしょう」

「わかっちゃいるけどよ……」

　今は居ても立っても、いられない。

「内務大臣の言うことも、もっともだ」

　とバァム。

「しかし、逆に言えばそれだけ、敵は我々の勇ゆう猛もう果か敢かんさを恐れている。正面からは絶対に勝てない。だからこそ、ありとあらゆる卑怯な手段を講じて、搦からめ手から我々に揺さぶりをかけているのだ。それだけ我々が、圧倒的であるという証明に過ぎない」

「そいつはどうかな？」

　と、軍務次官兼、参さん謀ぼう本部長のスリチャイが言った。

「確かに今のところ、我々は連戦連勝である。これは最高司令官の勇猛果敢さと並び、その軍事的手しゆ腕わんに負うところが大きい。しかし、惑星連合宇宙軍の底力があの程度であるとは、自分にはどうしても思えない。本腰を入れて反攻に転じた時、我々は苦戦を強しいられるのではないか……違いますかね、スレイ」

「おまえの言いたいことはわかる」

　スレイは唇くちびるを嚙かんだ。

「自分はそうは思わん！」

　若い矜きよう恃じが、バァムにそう言わせた。

「しかし実際問題、蓋ふたを開けてみれば敵は、我々の怒ど濤とうのような侵攻の前に手も足も出ないではないか。惑星連合宇宙軍、恐るるに足らず！」

「その油断が、曲くせ者ものだ」

　スリチャイは我が慢まん強く言った。

「俺だって、ひょっとしてこのまま全銀河を押し切るところまでいくんじゃないかと思いたいさ。しかし、惑星連合宇宙軍の、そのまた末まつ端たん組織であるイサーン軍の一将校に過ぎなかったこの俺にさえ、敵の実力がこの程度であるとは、どうしても思えないんだ」

「ではどうせよと、貴き官かんはおっしゃるのか？」

　バァムはスリチャイを睨にらみつけた。

「ここらで一いつ旦たん、攻撃の手を緩ゆるめ、戦力の再編制と国こく体たいの充実を図はかるんだ」

　スリチャイの言う『国体』とは、決して国民体育大会の省略型ではない。言わば国家としてのありよう、もっとわかり易やすく言うなら、国の体力と言ってもいい。

「今までに占領した惑星を速すみやかに宣せん撫ぶし、我々の政策に賛同してくれる人民の中から志願兵を募つのり、戦力を再編制する時期にきていると思う。言わば、次なる侵攻の為ためのステップだな」

「我が艦隊は、まだ息切れなどしていない！」

　ナ・バァム・ドムは頑がん強きように主張した。

「むしろ、敵を一いつ挙きよに覆ふく滅めつするには、勢いに乗った今を措おいて、他にはない！」

「いや、そろそろ頃ころ合あいですよ」

　スリチャイも譲ゆずらない。

「司令長官、私はあなたよりも年長だが、軍人としてのあなたを心から尊敬している。あなたの部下はあなたに似て勇ゆう猛もう果か敢かん揃ぞろいだ。しかも忠ちゆう誠せい心しんもある。だから愚ぐ痴ちは一ひと言ことも言わないが、彼らも開戦以来闘たたかいづめで、相当に疲れている。今に張り詰めた弦いとのように切れるのではないかと、自分は心配なのだ。今は彼らにも、休息が必要なのではないか？」

「お言葉は嬉うれしい……。しかし、私の感触では、あとひと押しなのだ。ここで押し切らず後こう顧この憂うれいを遺のこすことは、誇り高きラアルゴンの武人として、私には耐え難がたい」

「どちらの意見も、もっともだと思うぜ」

　スレイは言った。

「だが、今はその話をしているんじゃねえんだ。ベルファルドのことよ」

　一同の目が、スレイを見た。

「この国家の大事に、何を個人的な感かん傷しようをと、おまえたちは思うんだろうなあ……」

「スレイ……」

　その瞳ひとみを見たプラティープが、はっとなって立ち上がる。

「へん！」

　やおらスレイはトーガの裾すそで、ちいんと洟はなをかんだ。

「新帝国にその名を冠する執政官コンスルともあろうものが、涙もろくていけねえや」

「いや。それでよいのだ」

　上かみ座ざから、凜りん然ぜんたる声がした。

「スレイのその気持ちは人間として正しいと、朕ちんは思うぞ」

「陛へい下か──」

　一同が、さっと席を外して跪ひざまずく。九歳になったばかりの若き皇帝バグジー一世は、階きざはしをゆっくりと降りて来て、アラバスター製の玉ぎよく座ざに就ついた。皇帝としてはむしろ質素な宝ほう冠かんに、黄色のトゥニカ（肌着）を着け、紫色のトーガを羽織り、足にはサンダルを履はいていた。そして、その脇わきには、山吹色のストラ（ローマ調の婦人服）を着たノーイが、皇帝の信頼も厚く付き従っている。

　ナ・バァム・ドムの赴ふ任にん地ちであり、帝国の出発点ともなったこの惑星セランテが、たまたま古代ローマ帝国を模もした惑星であったことから、新帝国のスタイルも自然とこうなったのである。もちろんセランテの公用語はラテン語であるのだが、会議の席上では銀河標準語が罷まかり通ってしまうのは仕方あるまい。

「亜あ父ふスレイの言うことは正しい」

　バグジーは皇帝たる威い厳げんをもって言った。

「朕は執政官たる亜父の言げんに、総すべてを委ゆだねることにする。スレイの意志は、朕の意志である」

「ありがとうよ、バグジー」

　スレイは最敬礼した。それから一同に、ゆっくりと向き直る。

「バァムの言う事にも、スリチャイの言う事にも、一理あると思う」

　両者を見み較くらべ、それからやおら、

「クマ公」

　と、クックマイヤーを呼んだ。

「はい」

「戦費の余裕は、まだあるか？」

「けっこう厳しいですが、まだいけます。あと、大きな戦さのひとつくらいは……」

「よし。まずスタナムと、その周辺の惑星を陥おとす」

　と言った。

「それから、地固めだ。やれるな、バァム」

「お言葉ですが、誰に言っている……という感じですね」

　と、自信たっぷりにバァム。

「俺は無敵の、ナ・バァム・ドムです」

「その言葉、忘れるなよ、スリチャイ……」

「はい」

　頷うなずくスリチャイ。

「占領地政策の方は、お任まかせください」

　心得たものである。

「いいか」

　スレイは言い放った。

「三日でスタナムを陥とせ！」

「三日……」

「それはまた、急な……」

「無理とは言わせん」

「面おも白しろい！」

　とバァム。

「三日と言わず、二日で平たいらげてみせる！」

　自みずからにプレッシャーをかけ、なおかつそれをやってのけるから、この若者は凄すごい。

「しかし、えらい強きよう行こう軍ぐんですなあ……」

　とプラティープ。

「俺の考えていることがわかるだろ、プラティープ？」

「ええ」

　頷く。

「あなたはあの一帯を平へい定ていしておいて、自らベルファルドを捜さがすつもりなのですね」

「そういうことだ」

　スレイは頷いて、真顔で言った。

「敵も味方もねえ親友の一大事、手の遅い惑星連合の連中に、任せちゃおけねえってことよ。なあ……」














第四十三章　救世主ベルファルド降こう臨りん！









「社長！」

　ベルファルドの寝ている船室に、息せききってエッソが飛び込んで来た。

「人です!!」

「人!?」

　無ぶ精しよう髭ひげだらけだったベルファルドの表情が、ぱっと輝かがやく。

「救助かい!?」

「いえ……それが……」

　エッソの表情は、冴さえない。

「どうやら、この惑星には先せん住じゆう民みんがいたようですね」

「先住民……」

「とにかく、出てみればわかります。この宇宙船を取り囲んで、騒いでいるんです」

「寝てる場合じゃなさそうだな……」

　ベルファルドは起き上がった。まだ杖つえは必要だが、どうにか歩行可能なまでには回復していた。パジャマ姿のままで、彼はデッキに出た。そして仰ぎよう天てんした。

「あ……」

　地表に突き刺さる格かつ好こうで擱かく挫ざしていた貨物船を十と重え二十重はたえに取り巻く格好で数百人、いやそれ以上の人々が、群むれていたからだ。彼らの背せ格かつ好こうは地球人とほとんど変わらない。おそらく、この惑星に漂着した地球人類の子孫であろう。皆、金色に輝く服を来て、手に手に金色の杖や十じゆう字じ架かに似たアンクを持っている。

　その光景に、ベルファルドは圧倒された。

「凄すごい……」

　だが、向こうはそれ以上に圧倒されていたようだ。

　何故なぜならベルファルドの姿をデッキの手て摺すり──そこは地面に突き立った貨物船の、ちょうどテラスのような格好になっていた──に認めると、一いつ斉せいに杖やアンクを振り翳かざし、

「カラベ！」

　と叫さけんだからだ。

「カラベ！　カラベ！　カラベ!!」

「何て言ってるんだ？」

「ちょっと待ってください。今、翻ほん訳やくします」

　携帯通訳装置を同調させようとするエッソ。

「なにぶん未知の言語なもので、チューニングに時間がかかりますね……」

「『侵しん略りやく者しや！』と叫んでいるのでないことを、祈るのみさ」

「出ました！」

　エッソが叫ぶ。

「その逆ですよ。でも、素直に喜べないな……」

　複雑な表情で、ベルファルドを見た。

「彼らはこう叫んでいます。『救きゆう世せい主しゆ、救世主、救世主！』」

「ありがちだなあ……」

「連中にしてみれば、この貨物船は、一夜にして出現した神の城でしょう」

　エッソは言った。

「きっと貨物船が不ふ時じ着ちやくする時も、夜空に流れ星として見えたはずです。社長は救世主、僕はその使し徒と、既すでに伝説ですよ」

「そうかなあ……」

　パジャマに無精髭の救世主は、頭を搔かきながらぼやいた。

「柄がらじゃないんだよね……」

「いや、これこそまさに天職かも知れませんよ」

　エッソは微笑ほほえむ。

「少なくとも、僕はそう思いますね」

「カラベ！　カラベ！　ミナ・カラベ！　ドラ・エスカ・バブリロ・カラベナ!!」

　先住民たちの大合唱は、次し第だいに熱狂と陶とう酔すいとを帯びてきた。

「降りて、彼らに挨あい拶さつしてやりましょう」

　エッソは嬉き々きとして言った。

「いいのかな……、そんな安やす請うけ合あいをして？」

「構いませんとも！」

　彼は瞳ひとみを輝かせた。今こそベルファルド・コーポレーションに就職してよかったと、彼は思った。

「我々なら、彼らに奇跡を見せてやれるじゃありませんか!!　そうでしょう？」




「思った通り、スレイの奴はスタナムに侵しん攻こうしてきたか」

　ガラティアからの報告書を読んで、イツマは呟つぶやいた。

「はい。新聞は、これこそ彼が民間船を攻撃した、動かぬ証拠だと書き立てています」

　ガラティアは言った。

「侵攻の前ぜん哨しよう戦せんとして、罪もない民間船を血ち祭まつりに上げたのだと……。笑しよう止しですわね」

「ああ、何もわかっちゃいない」

　イツマは冷笑した。

「僕に言わせれば、スレイがスタナムに駒を進めてきたことこそ、彼がベルファルドの一件に関与していないことの証明さ。彼にとっても、寝耳に水だったようだな」

「しかし、毎度ながらあの人の行動は早いですね」

「早い！」

　頷うなずくイツマ。

「僕も見習わなきゃいけないな。とにかくこうと決めたら、スレイには躊躇ためらいがない。遮さえぎるものもない。僕と違って、その前に片付けなければならない段取りも、しがらみもない。まったく、羨うらやましい限りさ」

「でも、あの人のそんなところは、人間として尊敬できます」

「ああ。スレイのいいところだ。彼にはいちばん大事なものがわかるのだ。彼は自みずから、ベルファルドを救助するつもりなのだ」

　イツマは満足そうに言った。

「奴にとって友情の前には、敵も味方もないらしい……。僕とは決定的に違うな。まったく彼ほど、親友にして心強い、味方にして頼もしい奴は銀河中探さがしてもいないだろうよ。敵に回せば、これほど恐ろしい奴もね」

「会長はそのスレイさんの、親友にして敵ですからね」

　ガラティアは微笑んだ。

「私は、いい時期に、いいポストに居合わせたと思いますよ」

「アキヅキもそう言うだろうな」

「ですが……。スレイさんが我々よりも先にベルファルドさんを見付け出し、救助したとすると、我々にとって微妙なことになりませんか？」

「よくそれに気付いたな」

　頷くイツマ。

「褒ほめてあげよう。ならば次に君がすべきことは、わかっているね」

「既に捜そう索さくの為の救助隊を、手配してあります。万が一、バグジー＝スレイ帝国の艦隊と遭そう遇ぐうした時の為に、宇宙軍への護ご衛えいの打だ診しんも……」

「さすがだ。これ以上スレイに先せん手てを取られては、かなわないからね」

「そこから遭遇戦が始まる可能性も、高まりますね」

「ああ、もしかしたら、艦隊決戦の発ほつ端たんとなる可能性さえあるぞ。ベルファルドの奴、自分も知らないうちに火ひ種だねにされたことを知ったら、驚くだろうな」

「会長やスレイさんとはまた違った、不思議な人じん徳とくの持主ですね」

「うん……。だが、スレイに一いつ矢し報むくいるいいチャンスかも知れないぞ」

『タイラー会長』

　卓上の直通回線が鳴った。

『例の研究に関する報告事項があると、ドミナント開発主任からです』

「そうか！」

　イツマの瞳が、輝きを増した。

「早かったですね」

「ドミンの奴、もう結果を出したらしい。さすが、僕の目に適かなっただけのことはある！」

　拳こぶしを、ぎゅっと握った。

「すぐに行くと伝えろ!!」

『畏かしこまりました……』

「これで、スレイに今までの返礼をしてやれるぞ。たっぷりと利子をつけてやる！」

　こんな時のあなたは女であることを忘れますと、ガラティアは思った。




「この惑星の名は、デアウラです」

　とエッソは言った。

「もっとも、連中はこの世界が球体だということも知りません。デアウラというのは、彼らの宇宙概念で、パンケーキのように平らなこの世界の中央にある、彼らの部族の村を指さす言葉でしかありません。しかし同時にその世界全体も、彼らの言葉で『デアウラ』です。ですから我々がこの惑星をデアウラと呼んでも、問題はないと思われます」

「君はきょう一日で、凄い量の情報を仕入れたね」

「下界のことを神に報告するのが、天使の務つとめですから……」

　言ってから苦笑するエッソ。

「因ちなみにデアウラというのは、彼らの言葉で『金の王国』という意味です」

「彼らの服や道具と、関係があるのかい？」

「大ありです！」

　エッソの瞳がこの時ほど輝いたのを、ベルファルドは知らない。

「いいですか、連中の服、手に持つ道具、それから日常生活の鍋なべ釜かままで、悉ことごとく金です。それも限りなく純金に近い金です！」

「もし首しゆ尾びよく助かったら、我々は大金持ちだな」

「それより僕は、科学的発見の方が嬉うれしいですよ。いいですか、この惑星の地ち殻かくには、推定で地球の全埋まい蔵ぞう量りようの数万倍の金があります。それも、限りなく純度の高い自然金です。さらに、銀、銅、プラチナ、それからイリジウムも豊富にあります」

「宝の山か……」

「明日は一日、分析器を持って走り回るつもりです」

　子供のように──まあ、子供だが──瞳を輝かせつつ、エッソは言った。

「水銀もかなり出ます。ただ、圧倒的に足りない元素もあります。鉄は、ほとんどありません。鉄鉱石としてはもちろん、酸化物としても稀き薄はくなんです。連中、かなり貧血気味ですよ」

「顔色が悪いのはその為か……」

「それはともかく、鉄、コバルト、ニッケルは地殻中に皆かい無むです。ですからこの惑星の地磁気は弱いんです。今まで発見が遅れたのも、もしかするとそのせいかも知れません」

「調べるほどに、面白い星だな……」

「もう楽しくなっちゃいます。そうそう、連中の金ピカの服、細く引き伸ばした金繊維を編んだものですよ」

「器用だな」

「記念にひとつ、貰もらってきました。着ますか？」

「趣味じゃない……」

　ベルファルドは首を振った。

「でも連中の前に出る時は、着てやってください。喜びますよ、救世主」

「よしてくれ……」

　苦笑いする。

「とにかく、手工業はすごく発達していますね。化学の方はさっぱりですが……。それと、農業は最悪です」

「鉄分の足りない大地では、それも仕方ないだろう」

「いずれ余裕が出たら、土ど壌じよう改良してやるつもりです」

「それだけでも救世主らしい仕事になるな」

「まあ、今日はこれくらいにしましょう。明日から毎日、僕は大おお忙いそがしですよ。そろそろ寝ます」

「頼むよ。僕も怪け我がが治なおったら、彼らの為ために飛び回るから──」

「お願いしますよ。やはり僕と社長とでは、カリスマの度合いが違いますからね」

「そうかな……」

　ベルファルドは面おも映はゆい気持ちで不精髭を撫なでた。

　その時──、

「カラベ！　カラベ!!」

　誰かが激しく、船室のドアをノックした。

「どうした？」

　扉とびらを開けてやると、若いデアウラ人が血けつ相そうを変えて飛び込んで来た。ほとんど倒れ込んだと言う方が近い。

「カラベ……エタ・ドンノ・ゾホ……カラム」

「どうした？」

「侵略者が来たと言っています」

　とエッソ。

「侵略者？」

「彼らと対立している、一族ですよ。文化的レベルは低いが、彼らは武装しています。武装と言っても、石いし斧おの程度ですがね」

「彼らの争いに、介かい入にゆうしていいものかな？」

「ここまで関わったら、なんとかしてやらないと……」

　倒れた若者の手当てをしながら、エッソ。

「大学の研究室にいたんじゃ、こんな体験は絶対にできないぞ」

「エッソ……」

　ベルファルドは言った。

「はい？」

「君は、神になる恐ろしさを考えたことがあるか？」

「ないですよ」

　エッソは苦笑した。

「なんだかんだ言って、十四歳なんですよ、これでも……」

「そうだろうね」

　ベルファルドは頷うなずいた。

「どうもぼくは、その問題からは離れて生きられないように、できているらしい」




「ベルファルドさんの宇宙船が消しよう息そくを絶ったのは、この辺あたりです」

　と、プラティープが言った。

「徹てつ底てい的てきに捜そう索さくしろ」

　スレイは命令した。

「どんな破片ひとつでも、見み逃のがすな」

　捜索の網を広げた成果はすぐに上がった。ただし、それはベルファルドに関する手掛かりではなかったが──。

『船籍不明の宇宙艇を拿だ捕ほ！』

　と、一隻の駆く逐ちく艦かんからの連絡を受けても、スレイは眉まゆひとつ動かさなかったが、

『その宇宙艇の乗客が、ドン・レオ・スレイ執しつ政せい官かんに会わせろと、名指しで言っております』

　との報告に、

「ほう……」

　興味をそそられたように、席を立ち上がったのだ。

「その宇宙艇というのは？」

「率そつ直ちよくに申し上げて、レジャーボートだそうです」

　駆逐艦長からの申し送りを読み上げながら、プラティープが言った。

「はっきり言って、外宇宙に出られるような船ではありません。漂流していたと言った方が近いでしょう。ですから我われ々われのした行為は『拿だ捕ほ』ではなくて、むしろ『救助』です。感謝されてもいいくらいですよ」

「レジャーボート？」

「一人乗りです」

「宇宙を独ひとりで漂ただよってでも、はっきり言って見付けて貰もらえる可能性も乏とぼしいのに、名指しで俺に会いたいと、そいつは言ったのか？」

「はい……」

「会ってやろう」

　スレイは言った。

「その酔すい狂きような野郎を、ここへ連れて来い」

「野郎ではありません」

　とプラティープ。

「若い女……だそうです」

「ほう……」

　スレイの眉が動いた。

「それはそれは……。で、美人か？」

「それは御自分で、お確かめください」

　スレイは無言で、大おお仰ぎように頷うなずいた。

　やがて彼の前に連れて来られたのは、眼鏡めがねをかけた若い女だった。天才詩人が百ひやく万まん言げんを費やしても、彼女を『美人』といえる修しゆう辞じ句くを見付け出すことは至し難なんの業わざだったろう。ただし、眼めの光だけはスレイを感じ入らせるものがあったことも事実である。不敵で、傲ごう岸がんで、物もの怖おじしない不ふ遜そんな瞳ひとみ……。

　スレイはそういう眼が、決して嫌いではない。

「おまえか、俺に会いたいとかぬかす物好きは？」

「物好きで、命まで懸かけた甲か斐いはあったようね……」

　ユーリア・ヒープは苦笑して言った。ただしその瞳は、直接にはスレイを見ていなかった。ただスレイの掌しよう中ちゆうにある、絶大な権力だけを見詰めていたのである。

「こうして会ってくれて、感謝するわ」

「拾い上げてくれるという確証はあったのか？」

　スレイは訊きいた。

「無茶しやがって……。もしも俺たちが見付けてやらなかったら、おまえはあの小船で、骸がい骨こつになっても永遠に宇宙を彷徨さまよっていたところだ」

「確証は、あったわ。あなたはきっと、蟻あり一匹はおろかバクテリアでも見逃さない眼で、あたしを拾い上げてくれるってね。だから、ニュースを聞いて、慌あわててスタナムに飛び、そこでボートをチャーターしたの」

「つまり……」

　と、横よこ合あいからプラティープが口を挟はさんだ。

「これは、かなり無む謀ぼうだが積極的な亡ぼう命めい行為と、解かい釈しやくしてよろしい訳ですね？」

「おまえは黙ってろ」

　スレイが静かに、しかし有う無むを言わさぬ口調で凄すごんだ。

「……はい」

「亡命と言うより、就職活動ね」

　ユーリアは言った。

「イツマ・ウエキ・タイラー会長にフラれた時から、あたしの就職先はバグジー＝スレイ帝国しかないと思っていたわ」

「おいおい、この俺を嘗なめるのもたいがいにしろよ、小娘」

　スレイは凄んでみせたが、ユーリアは怯ひるむどころが身み動じろぎもしなかった。

『ほう……』

　スレイの中で、またひとつ彼女に対する評価が上がる。

『こいつは、なかなか……』

　だが甘い顔をせずに、問い詰める。

「イツマとは、まんざら他人でもねえ」

「らしいわね」

「そのイツマが要いらないと言った人材を、この俺が拾うとでも思ったのか？　だとしたら、その時の俺の気分と、そういう気持ちになった時に俺がどういう反応を示すかということも、検討すべきだったな」

「違うわ」

　ユーリアは臆おくせず言った。

「なんとしてもイツマを見返してやりたかったのよ。そのためには、あなたの下に奔はしるのが、いちばん効率がいいと思ったの。それだけよ」

「つまり……俺がイツマにとって最大の敵だから？」

「そういうことになるわね」

　突然、スレイは大声で笑い出した。

「気に入った！」

　膝を叩く。

「たいした奴だぜ」

「あたしも、気に入ったわ」

　ユーリアも、微笑ほほえんだ。

「あたしがこれほど間近で話して、あらゆる意味で自分が女なんだなあということを少しも意識させなかった漢おとこは、あなたが初めてよ、ドン・レオ・スレイ」

「あ、そうか……」

　スレイは思い出したかのように言った。

「女……女だったな、おまえ」

「失礼ね」

　だが不思議と、その言葉はユーリアの知性の鎧よろいに覆おおわれた繊せん細さいな心を、傷付けはしなかった。




「ひどい殺さつ戮りくだ……」

　焼き払われた村を見て回りながら、ベルファルドは呟つぶやいた。

「人類はこんな段階から、充分に愚おろかなんだな……」

「その愚かさに、手を貸そうという我々は、もっと愚かなんでしょうね」

　と憤いきどおりつつもどこか冷静なエッソ。もう彼は、充分過ぎるほど惑星デアウラのデアウラ族に対して肩入れしていた。

「イデル族め、好き勝手暴あばれやがって……」

　遺い体たいが集められ、埋まい葬そうされていた。デアウラ族は自分たちの仲間はもちろん──その数はデアウラ族の犠牲者に較くらべれば遥はるかに少ないが──彼らの必死の反撃で斃たおれたイデル族の遺体をも分け隔へだてなく埋葬していた。

「僕たちがもう少し早く、気付いていさえすれば……」

「自分を神のように思わない方がいい、エッソ」

　ベルファルドが言った。

「それは傲ごう慢まんだ。違うかい？」

「でも、目の前で人が殺されるのを黙って見ているのは、やっぱり嫌いやです」

「技術レベルに干かん渉しようして、彼らの技術を上げてやって、それが彼らの為ためかな？」

「自己満足だって、言いたいんですね？」

「ああ……」

「でも、この自己満足には正当性がありますよ。それを言ったら、何も出来やしない。少なくとも僕は『科学教』の信者で、その教えを彼らに広める布ふ教きよう者しやとしての義務がありますからね」

「なるほど。科学は宗教か……」

「似たところはありますよ。科学の信しん奉ぽう者しやは、多かれ少なかれそう思っています」

　またひとつ運ばれていく遺体に手を合わせながら、エッソは言った。

「科学は何でも解といてくれる。ときに科学が解決できない問題があっても、それを解けないのは科学の神が悪いのではない、自分の『信心』、つまり研究が足りないせいだとね。そう信じて、科学者や技術者は生きて、そして信じたまま死んでいくんです。いつか科学は、生と死のメカニズムさえ解明してくれるとね……」

「で、君はどうする」

「彼らにイデル族に負けないだけの技術を、与えてやります」

「それで君は、何を得る？」

「正義が貫つらぬかれたという満足感と、彼らに科学を啓けい蒙もうしてやったのだという充実感ですね」

「それが永ながい目で見れば、彼らを滅めつ亡ぼうに近付けることであっても？」

　ベルファルドは言った。

「この惑星を温暖化させるかも知れない技術の伝達が、正義かな？」

「少なくとも彼らを飢うえと貧ひん困こんから遠ざけることは、正義だと思います」

「わかった。そこまで考えているなら、僕は君のすることを黙って見ていよう……」

「ありがとうございます……」

「君の為人ひととなりを見るのに、これほど参考になる考課表はないよ」

「でしょうね」

　エッソは回収したイデル族の武器を調べ始めた。

「石せき斧ふと石の鏃やじりしか持たない連中に、ここまでしてやられるとはなあ……」

「技術レベルは、デアウラ族の方が高いんだろう？」

「武器がないんです。基本的に争いが嫌いというのもあるでしょうけど……。金や銀ばかりでは、柔やわらか過ぎて武器になりません。まあ金の棍こん棒ぼうは重いから、多少は打撃効果もあるでしょうけど……」

「鉄がないんだったね」

「もし我われ々われが運んで来たのが、スズではなくて鉄鉱石だったら、彼らをこの世界のヒッタイトにしてやることもできたんですけどね……。待てよ……スズか。スズ……そうか！」

　エッソははたと膝ひざを叩たたいた。

「これだ！」

「閃ひらめいたのかい？」

「あまりにも初歩の初歩なので、思い付かなかった。この世界には銅は腐くさるほどあったんだ。早く気付いていれば──」

　そう言って、エッソは携けい帯たい翻ほん訳やく器きを通じてデアウラ族に、彼らの技術者を集めるように伝えた。

「この惑星の、あしたのためのその一……ですよ」

「エッソくんの『ためになる』科学講座かい」

「ええ」

　頷うなずく。

「この星には鉄だけでなく、スズもなかったんです。もし存在しているなら、彼らは既にこれから我々が与えてやろうとする物を手に入れていたはずですからね。そうではないのが、この惑星にスズがないか、あっても微量であることの証しよう左さですよ。しかし、いまや我々によって、彼らはそれを知ることになるんだ。実に感動的です」

「そうか……」

　ベルファルドも製造業者の端はしくれ、ようやくエッソがやろうとしていることに気付いた。

「人類が初めて手に入れた合金を、彼らに伝でん授じゆしようという訳だね」

「ええ。銅に適量のスズを混まぜることにより、飛躍的に硬こう度どが増す……。あしたのためにその一……青銅です」

　そう言って若き冶や金きん学がくの権けん威いは、にっこりと微笑ほほえんだ。




「このカプセルの中に充じゆう塡てん剤ざいと一いつ緒しよに、液体ネオンが詰めてあります」

　と、ドミンは実験キットを示しながら説明した。

「御ご存ぞん知じの通りネオンは気化した時の膨ぼう脹ちよう率りつが常温気体の中で最大であり、液化すれば、貯ちよ蔵ぞうの為のスペースをほとんど必要としません。また、気化する時に奪う熱量も、非常に高効率であり……」

「能のう書がきはいい」

　イツマが言った。

「ここは大学ではない。進めてくれ」

「はい」

　恐きよう縮しゆくするドミン。

「では実験成果を見ていただきましょう。このモデルは宇宙船の外壁を模もしてあります。そこを、高出力のレーザーが貫かん通つうしたと仮定します」

　白熱するレーザー光が、モデルの外壁を貫いた。

「これで、内部の気体は真空の宇宙空間に流失し、内部は急激に減圧しますが──」

　固定してあったカプセルがセンサーにより放出され破は損そん箇か所しよに吸い寄せられる。

「一瞬ですので、よく見ていてください！」

　ドミンは叫さけんだ。

　カプセルが割れる。と、見る間に孔あなは塞ふさがっていた。

「何が起きたのかね？」

　とアキヅキ。

「一瞬にして気化したネオンが熱を奪い、充塡剤を固形化して孔を塞いだのですよ」

「見事だ！」

　イツマが手を叩いた。

「これで戦闘中の損害を、極限化できる」

「ネオンは窒ちつ素そと違って減圧時に潜せん水すい病びようを起こさず、人体に無害で、しかもヘリウムのように声を変えてしまうこともありません」

「ただ、カプセルのロックを解かい除じよするセンサーの感度と即応性に関しては、未いまだ改良の余地がありそうだな」

「さすがです、会長！」

　ドミンは、お追つい従しようでなく言った。

「僕も全く、同じことを考えていました」

「それも進めてくれ。だが、このシステムは直ただちに実用化する」

　そう言って、イツマはドミンの肩に手をやった。

「ドミナント主任……。我がＴＡＣ社は営利企業だが、特許料は君個人の名義で入るようにしておく。君は明日から、ちょっとした資産家だよ。君の王国にも負けないくらいのね」

「会長……」

「心配するな。企業としての儲もうけは、この装置を独占することで充分に購あがなえるさ。ティトーくん。すぐに申請準備だ」

「はい」

　ガラティアが頷いた。

「アキヅキ、他の企業に真ま似ねされないように、考え得る限りの周辺特許は全部押さえておけ！」

「すぐに──!!」

『なんて凄すごい企業なんだ……』

　ドミンは感かん服ぷくした。

『それに、一いつ介かいの社員に対するこの度量の大きさはどうだ……』

「どうした。実感が湧わかないのか？」

　呆ぼう然ぜんとしているドミンに、イツマは尋たずねた。

「はあ……」

「だが君は、我わが社にとってそれくらいの人材だということさ。君ほどの才能なら、退社するまでにはちょっとした企業を興おこせるくらいにはなっているだろう。何処どこからもヘッドハンティングされなければの話だがね。もちろん、君が行きたいなら、僕は止めない。それとも君はさっさと隠いん居きよして、特許料で悠ゆう々ゆう自じ適てきか？　それも悪くない……」

「特許料に関しては……そのうち……実感も湧くと思います……」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、ドミンは途と切ぎれとぎれに言った。

「ですが自分は、会長から褒ほめていただいたことの方が……何百倍も……嬉うれしいのです！」

　自分は、なんと身の程ほど知らずだろうかとドミンは思った。

　新入社員の分ぶん際ざいで、会長に惚ほれるなんて──。




　エッソによって青銅の武器を与えられたデアウラ族は、宿敵イデル族を撃うち破り、辺へん境きように追い払うことに成功した。そして、周辺部族を瞬またたく間に統合し、強力な統一国家を築いてしまった。

　青銅製の農器具と土壌改良は、また彼らに膨ふくれ上がった人口を養うだけの実りをももたらした。技術を伝授したエッソ自身が驚くほどの進歩だった。

「すでにこうなるだけの、機は熟していたんだと思いますね」

　その爆発的な大発展を、エッソはベルファルドにこう説明した。

「我々のしたことは、彼らにそのきっかけを与えただけに過ぎません」

「いや、君はよくやったよ」

　と、ベルファルドは労ねぎらった。

「君の考課表は、最高点に近い。彼らは皆みな、君に感謝している」

「いいえ」

　エッソは首を振った。

「彼らが感謝しているのは、僕に対してではありません。社長、あなたです」

　謙けん遜そんでも、誇張でもなかった。

「あなたは彼らの、神なんです。僕はこの数か月間、常にあるひとつのことだけに気を配ってきました。それは、神はあくまであなたで、自分は神の使し徒とに過ぎないと、彼らの目に映るように振る舞うことです」

「何な故ぜ……」

「何故ですって。自分が心から尊敬できる人の為ために、何かをしてあげたいと思うのは、人間として当然のことだからですよ」

「エッソ……」

「自分でも不思議なんです。以前の唯ゆい我が独どく尊そんな僕なら、想像もつかないことでした。社長、あなたには人を変える力が備そなわっています」

「……前に誰かにも言われたような気が──」

「あれを見てください」

　街の中央に、巨大な青銅の銅像が築かれつつあった。

「あれは、あなたの為に築かれているんです。彼らが、あなたに感謝して……」

　そこまで言って、エッソは不覚にも言葉を詰まらせた。

「ちきしょう！　やっててよかったなあ!!」

「違う。君の手て柄がらだ」

　ベルファルドは言った。

「本当の神は、デアウラの神は君だ」

　今ではすっかり髭ひげが伸び、救きゆう世せい主しゆの風格を漂ただよわせながらベルファルドは言った。

「ありがとうございます。でも僕は、僕は……」

「それよりもっと、彼らに教えてやることがあるんじゃないのか？」

「いいえ、もう彼らは自分たちでやるべき段階です」

　エッソは言った。

「彼らは、あの巨大な銅像が完成した暁あかつきには金メッキを施ほどこすそうです。もうそこまで、彼らの技術はきているんですよ。もう僕が教えてやることは何もない……」

「金メッキ？」

　ベルファルドは首を傾かしげた。

「彼らの技術レベルで、どうやってメッキするんだ。エッソ、君は彼らに、電気メッキを伝授してやったのか？」

「いいえ……。言われてみれば。そう言えば、連中、山から大きな瓶かめで何かを運んで来ていたなあ……」

「いけない！」

　ベルファルドは叫さけんだ。

「彼らはとんでもないことをやろうとしているぞ。デアウラ族が瓶に入れて運んでいるのは、おそらく水銀か、さもなくば辰しん砂しや（硫化水銀）だ！」

「あ──!?」

　エッソは目も当てられないくらいに狼ろう狽ばいした。

「あんまり原始的なので忘れていた！　電気を使わないでメッキするいちばん簡単な方法を──。あいつら金を水銀と化合させてアマルガム化させる気だ!!」

　そのアマルガムペーストをブロンズ像に塗り付けてから焼き、水銀だけを蒸発させるのである。金だけが残り、像はメッキされるが、同時に猛毒の水銀蒸気が出る。

「こいつは環境破壊どころじゃないぞ！」

　泡あわを噴ふいて飛び出すエッソ。

「だから連中からは目が離せない！　放置すれば彼らの子孫に、数世代に渡る深刻な影響が出る!!　社長、すぐにやめさせます！　それから彼らに電気を与えることを、お赦ゆるしください！」















「よくぞ気付いたよ、エッソ」

　微笑みながら、ベルファルドは見送った。

「そうやって少しずつでも、勉強するんだね。少しでも神様に近付けるように──」

　そう呟いてベルファルドは、彼の考課表にまたひとつずつ、黒星と白星とを書き加えた。














第四十四章　ドン・レオ・スレイ推すい参さん！









「イツマが俺のことを、何か言っていたのか？」

　と、スレイはユーリアに尋ねた。

「ええ、彼はあなたに、尋じん常じようでない興味があるようね」

　スレイを見上げながら、ユーリアは言った。

「そうか、そいつは嬉うれしいな」

　この大男が目を細めると、子供のような顔になることをユーリアは知った。ユーリアがマスコミによって植え付けられた世間の風ふう評ひようとは、百八十度も違う。

『逢あってみなければ、わからないものね……』

　この『善良な極ごく悪あく人にん』に較くらべたら、イツマの方がずっと喰くえないかも知れない。

「よかったら、イツマが俺のことを何と言っていたか、聞きたいものだ」

「そのために、呼んでくれたのね」

「まあ……退たい屈くつ凌しのぎというのもあったがな」

　スレイは正直だ。実際、戦せん闘とうのないときの宇宙戦艦の中というのは、病状が安定している時の入院生活にも似て、実に退屈な空間ではあるのだが、その飾らない正直さもユーリアに好感を抱いだかせた。スレイは暴ぼう君くんかも知れないが、少なくとも理り不ふ尽じんではない。むしろ、過度の人情家でさえある。

「いいわ。あたしもあなたといると退屈しないわ、スレイ」

　既すでにタメ口ぐちであった。

「イツマはあなたこそ、銀河一の正義漢だと言っていたわ。その時は意外に思ったけど、今となっては、それもわかるような気がする……」

「俺のことをいちばんわかっているのは、ひょっとして敵であるあいつかも知れないな……」

「おかしいわ」

　ユーリアはくすっと笑った。

「イツマのことを語る時のあなたって、まるで恋人について話しているみたい……」

「そうかも知れねえな」

　不思議にリラックスした表情で、スレイは言った。手には、セランテの地酒の瓶びんが握られている。

「最高級のウィヌム酒だ。飲むか？」

「いただくわ」

　ユーリアは頷うなずいて、

「変な人……」

　と言った。もし言ったのが彼女でなかったら、スレイはそいつの首を捻ひねっていたかも知れない。

「もしかしてあなた、イツマが好きなの？」

「ああ、好きだ」

　ユーリアのグラスに、血の色のウィヌムを注ぎながらスレイは言った。

「あなたって、そういう趣味だったの？」

「え？」

　ウィヌムがユーリアの膝ひざにこぼれた。

「あら……」

「あ、ああ……。すまん」

「いいわ。どうせ仕事着だから」

　ジーンズをハンカチで拭ぬぐうユーリア。スレイの前に出るのに、いつものままの普段着であるということが、彼女の頓とん着ちやくのなさを端たん的てきに物語っていた。

「確かに彼、一見して女みたいに色白だけど……」

『そうか。知らないのか……』

　と、スレイは何な故ぜか安あん堵どした。

「いや。俺がイツマを好きだと言ったのは、そういうことじゃないんだ。そういう世界のことは、アントンやドロシーに聞いてくれ。とにかく俺は、アントンのようにゲイでも、ドロシーのようにニューハーフでもねえ。ただ人間として、イツマが好きなんだ。それだけだ」

「大おお噓うそつき！」

　そう言って、ユーリアは注がれたグラスの中身を一気に干した。

「あたしは見ての通りのがさつな女だけど、この目は節ふし穴あなじゃないわ」

「そうかな？」

『イツマの正体を、見抜けなかったじゃねえか』

　と、スレイは言いかけてやめた。

「あなたの今の目、どう見てもイツマに惚ほれてたわ」

「わかるのか？」

「わかるもの！」

　酒の勢いも手て伝つだってか、ユーリアは叫さけんだ。

「わかるもん!!」

『自分に興味のあることは、わかるんだな……』

　スレイは思った。どうやらユーリアは、イツマには興味を持てなかったらしい。そう言われてみれば、ユーリアの突っ張った性格はどこか、イツマに似たところがあるように思われた。顔こそ、似ても似つかないが──。

「スレイは、ホモなんだ……」

「違う」

　スレイは真顔で否定した。

「断じて違う!!」

「噓うそだ」

　ユーリアははやした。

「噓だあ！」

　飲み付けない物を飲んだので、酔いが回っていた。そうでなくともセランテのウィヌムは口当たりの割に、強い。

「噓じゃない」

「噓じゃないなら証拠を見せてみろ！」

　早くも呂ろ律れつの怪あやしくなってきた舌で、ユーリアはまくしたてた。

「ドン・レオ・スレイのホモ！　変へん態たい！　♪噓じゃないなら証拠を見せろ～。♪噓じゃないなら証拠を──」

　返事の代わりに、やおらスレイはその分厚い唇くちびるでユーリアの唇を塞ふさいだ。

　一秒、二秒……。

「あ──」

「ホモじゃねえ証拠の代わりだ」

　と、スレイ。

「受け取っとけ。領収証は要いらねえ。その代わり、税務署には申告すんなよ」

「これが本当の……口封じって訳ね」

「ああ。俺は最高の男より、並の女とキスする方を選ぶね。納なつ得とくしてもらえたか……」

「あなたが暴ぼう君くんと呼ばれている理由わけが、ようやくわかったわ」

　ぼうっとなりながらも、ユーリア。

「並の女と呼んでくれたのは、お世せ辞じね」

「そうでもねえ」

　と、スレイ。

「おまえは可愛かわいい、眼鏡めがねっ娘こ」

「もしかして、眼鏡フェチ？」

「よせやい」

　スレイは照れた。

「俺は眼鏡フェチでも包帯フェチでも、電気ネズミフェチでもねえぜ。純粋に、おまえが悪くねえと思ったのさ。もっとも、この二か月近く戦艦の中にいて、女を見ていなかったせいもあるかも知れねえな……」

「正直ね」

「みなさんそうおっしゃる」

　苦笑した。ユーリアは可愛いと思った。

「だが、キスより先は、なしだぜ。それ以上期待すんなよ」

「……やっと、わかった」

　ユーリアは呟つぶやいた。

「何が？」

「イツマは……女性だったのね」

「肉体はな」

　と『口直し』にウィヌムを手て酌じやくでがばがば飲みながら、スレイ。

「精神は男だ。それが奴の心を責め苛さいなんでる」

「だからあたしに、あれほどキツく当たったのね。今にして思えば、納なつ得とくできるわ」

「そうか……」

　頷うなずく。

「今日は、儲もうけたな。ユーリア……」

「あんたでなきゃ、セクハラだった……」

　と、唇をさすりながら、ユーリア。

「あたしの最初の唇が……ドン・レオ・スレイだなんて──」

「誰にも言うなよ……って、おまえの性分なら杞き憂ゆうか」

「黙もく秘ひの代だい償しように、あたしの話を聞きなさいよ」

「また物ぶつ騒そうな兵器の話か……」

　スレイは苦笑した。

「だから言ったろう。俺にはエカプルトニウム爆弾なんて、必要ねえんだ。そんなものなくとも、三年で全銀河を制せい覇はしてみせるぜ」

「そっちは、諦あきらめたわ」

　ユーリアはテーブルの上に、持じ参さんした図面を広げ始めた。

「でも、これを見て。エカプルトニウムの、平和利用のプランよ」

「原発か？」

　スレイはちらっと、興味なさそうな一いち瞥べつをくれた。

「セランテには、ろくな発電設備も資源もないんでしょう？」

「外へ出て行きゃいい」

　とスレイ。

「そんな物騒なものをおっ建てて、あの綺き麗れいな惑星を汚お染せんするつもりは毛もう頭とうないね」

「セランテに建設するんじゃないわ」

　とユーリア。

「外惑星プラントよ」

「外惑星プラント？」

「セランテのある星系に、木星型惑星はある？」

「ああ」

　頷く。

「それなら、オトとガルバがあるぜ」

「環わがあれば、もっといいんだけど──」

「じゃ、ガルバだな」

「メタンはたっぷりあるんでしょうね」

「ああ、重水素も採とれるぜ」

「まさにお誂あつらえ向きよ！」

　ユーリアは技術者の表情に戻って叫んだ。

「その環っかの上に、超高速増殖プラントと、衛星軌道上サイクロトロンを建設するのよ。建設資金は二十兆ちようギガタイラスもあればいいのよ！」

「二十兆ギガタイラス……」

　スレイはちょっと思し案あんした。

「セランテの邦ほう貨かに換算して、七十二兆デナリウスだな……。駄だ目めだ。高過ぎる」

「でも、一いつ旦たん建設してしまえば、すぐにも回収できるわ」

　発電プラントの話になるとユーリアの言葉は、俄が然ぜん熱を帯びたものとなった。彼女の脳のう裏りからはキスのことすら、一瞬完かん璧ぺきに消え去っていた。

「いいこと。たった二十兆ギガタイラスの出費で、あなたの惑星は永久にエネルギー問題からは解放されるのよ！　惑星三個分を優に賄まかなうだけの電力と、年間推定、七百キログラムに近いエカアクチノイド、三キロ弱のドビアクチノイドが得られるの。仮かりにエカプルトニウム三百キロを弾頭に込めるとして、一発の秘めるエネルギーは、優に地球を七回は壊せるはず。それだけでもう、抑よく止し力りよくとしては──」

「二年か、三年はな」

　とスレイ。

「だが、いずれは、敵も持つんだろ。そのエカプルトニウム爆弾を──」

「その三年で、あなたは勝負をつけられるんでしょう？」

「ああ。しかしそうなればいずれイツマも、エカプルトニウム爆弾を手に入れることになる。そうなった時、あいつは俺と違って、使うことを躊ちゆう躇ちよはすまい」

「どうしてわかるの？」

「奴が……女だからさ。結局はな。怒ったか？」

「いいえ……。もっともだと思うわ」

「だが、俺はそんな物、欲しくもない。今はそれよりも、大たい切せつなことがある」

　ひと呼吸おいて、スレイは言った。

「ベルファルドを見付け出すことだ」




「結局回収した水銀は、電池に流用することにしました」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの表情で、エッソはベルファルドに報告した。

「水銀とイリジウムの電池です。導線は銀、考えようによってはすごい贅ぜい沢たくですね」

　疲れてはいたが、そう語るエッソの表情は楽しそうだった。

「これが商売なら、コスト的に絶対引き合わないね」

　ベルファルドも苦笑する。

「イリジウムも銀も、この惑星には豊富にありますからね。水銀は毒だけど、アマルガムでメッキするよりは、まだしも害のない使い方ですよ。おかげで、銅像に電気メッキできます」

「そんな電力だけで、足りるのかい？」

「カドミウム電池も試してみるつもりです」

　とエッソ。

「デアウラには、カドミウムもあるのかい？」

「ええ、不思議なことに亜鉛よりずっと埋まい蔵ぞう量りようが多いんです。普通、カドミウムは亜鉛に混まじって採さい掘くつされるものなのですが、驚いたことにデアウラでは、亜鉛よりずっとカドミウムの方が多いんです」

「亜鉛はないんだ」

「あれば連中は、青銅より先に真しん鍮ちゆうを手に入れていますよ。ともかく、比較的豊富にあるカドミウムで、電池を試してみるつもりです」

「陰極はそれでいいとして、陽極はどうする？」

　ベルファルドは尋ねた。

「ニカド電池を作るにしても、この惑星では、ニッケルも稀き少しようなんだろう？」

「ニッケルと同族のプラチナを使います。あるいはパラジウムか……」

「なんだって!?」

「驚いたことにプラチナほどではないですが、パラジウムも豊富にあります。いったいこの惑星の組成は、どうなっているんでしょうね。まさか神がお遊びで作ったのではないでしょうか……誰かの為ために──」

「ははは……」

「ともかく、電力の問題はクリアできそうです」

「しかし水銀もカドミウムも、毒だからね。取扱いには充分……って、これは釈しや迦かに説せつ法ぽうか」

「いえ。ありがとうございます。カドミウム廃はい棄き物ぶつに関しては、無害化する方法も考えました。この星でしかできない贅沢な方法ですが──」

「どうするんだ？」

「金と混ぜて熔とかし、インゴットにして埋めます。この形で合金にしてしまえば、少なくとも土壌への流出は極少に抑おさえられますからね」

「なんとねえ……」

　ベルファルドは呆あきれた。

「いずれここは、ゴールドラッシュになってしまうなあ……」

「それはないでしょう。銀河中の金が大だい暴ぼう落らくしますから、頭のいい連中なら見付からなかったことにしますよ。少なくとも僕が為い政せい者しやなら、経済保護の為にそうしますね」

「しかし、資源の宝庫としても無視できまい」

「ですから社長、議員になって是ぜ非ひとも、デアウラ先住民保護法を通過させてくださいよ」

「そいつは無理としても、タイラー御おん大たいに頼んでみる価値はあるな……」

「是ぜ非ひそうしてください」

「ところで、僕たちの救助の方はどうなっている？」

「そうでした……」

　エッソは頷いて、

「電力を確保したら、すぐにも救きゆう難なん信号を宇宙に向けて発信するつもりですが……その話は……また明日にしましょう。何しろ、もう……くたくたで……」

　言うが早いかエッソはくたっと、その場に崩くずれ折れ、すぐにすやすやと寝息を立て始めた。その寝顔はまったくの少年である。

「お疲れ……エッソ」

　ベルファルドは微笑ほほえんで言った。

「おやすみ……」




「微び弱じやくですが、救難信号をキャッチしました！」

　との報告に、スレイは瞳ひとみを輝かがやかせた。

「間ま違ちがいなく、ベルファルドさんからのものです。彼は生きています！」

「わかってたさ……」

　と、彼は洟はなを啜すすりながら言った。

「奴がそう簡単に、くたばってたまるかよ！」

「じゃあエッソも、生きているわね」

　と、ユーリアがその隣となりで言う。

「何な故ぜわかる？」

　スレイはユーリアを見た。

「エッソが一緒にいればこそ、こうして彼は報告できるのよ」

「ふうむ……。で、発信位置は特定できたか？」

　と、これはスリチャイに向かって問うた。

「それが……」

　申し訳なさそうにスリチャイは言った。

「あまりに電波が微弱な上に、すぐに消えてしまって……」

「可能性のある宙ちゆう域いきを、重点的に捜そう索さくしろ」

「それが……ですね」

「何か問題があるのか」

「ちょうどその近辺に、惑星連合宇宙軍の艦隊が集結しつつあると、ナ・バァム・ドム提てい督とくからの報告が──」

「なるほど。性しよう懲こりもなく決戦を挑いどもうって訳か」

「今度こそは連中も必死です。沽こ券けんに関わるのでしょう。数もいつになく多いです。我われ々われの三倍はいるのではないでしょうか。しかもなお続々と集結しつつあり、時間が経たつほど我々は不利になるのを免まぬかれません」

「バァムの野郎は、何て言ってる？」

「もちろん司令長官はやる気満々です。今度こそは完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしてやると豪語しています。ですが……自分の意見としては──」

「やれば負けると？」

「そうは言いませんが、我々も無傷では済すみません。今は貴重な戦力を温存すべき時期です。仮に敵を全滅させたとしても、こちらの半数を喪うしなえば取り返しはつきません。まして相あい撃うちでは、こちらの完敗と同じです」

「しかし正直この俺にも、バァムの奴を制する自信はねえぜ。かといってこのままでは、奴の性格からして済なし崩くずし的に戦せん闘とうが始まっちまう」

「あなたにも、状況というものが見えるようになったんですねえ……」

　何故か嬉しそうに、スリチャイは言った。

「いっそ、バァム提督を後方に更こう迭てつしますか？」

「理由がねえよ」

　とスレイ。

「おまけにそんなことおくびにも出せば、奴はムキになって闘たたかいを始めるぞ」

「でしょうね……」

「困ったことに、奴に私し心しんは一いつ切さいねえ。職務以上の働きをしてくれてる……。若いことが奴の最大の武器でもあり、同時に短所でもあるって訳だ」

「辛つらいところですね」

「これが上に立つ者の苦労ってやつか……」

　苦笑した。

「だが、俺の肚はらも決まってる」

「ほう……」

「俺にバァムの奴が馭ぎよせないように、俺だって誰の言いなりにもならねえさ。俺は何があっても、ベルファルドの捜索を諦あきらめるつもりはねえぜ」

　そう言って彼は、拳こぶしを突き出した。

「何があっても、だ！」




「これだけ瓶かめを並べて、数分しか電力がもたないとはなあ……」

　ズラリと並べられた素す焼やきの瓶を眺ながめながら、ベルファルドが言った。瓶の中には希硫酸が満たしてあり、その中に陰極と陽極が差し込まれ、引き延ばした銀線で直列に繫つながれていた。

「仕方ありません……」

　悔くやしそうにエッソは天を見上げた。

「冶や金きん学がくは専門でも、電池に関しては門もん外がい漢かんですから。中学生レベルの実験と、大差ありませんよ」

　そう言って、彼は電極棒を引き上げた。それは木炭であった。

「こんな電極では、すぐに電圧が落ちてしまう。またセッティングするのに、丸一日……。丸一日かけて、信号を発信できるのは、ほんの数分……」

「だが、やるしかない」

　と、ベルファルド。

「無人島から瓶に入れた手紙を流す方が、まだ効率がいいってもんですよ」

「だが君は、やめてしまうのかい？」

「まさか！」

　エッソにもプライドはある。

「我われ々われを神と崇あがめてくれるここの住民には申し訳ないけど、一生をここで過ごすつもりは毛もう頭とうない。僕はここの神でいるよりは、先端技術の奴ど隷れいになりたいんですよ」

「よく言った……」

「明日までに、発信機を改良してみせますよ」

「電池の改良もね」

　ベルファルドは言った。

「ええ。カドミウムや水銀じゃなく、より無害な方式も考えないと……。我々がここを発たつ時、無害なエネルギーを遺のこしていってやりたいですからね」

「いい心掛けだな。我が社の経営理念にも合がつ致ちする。そっちの研究はどうだい？」

「取り敢あえず、パラジウム＝水素電池というのを考えています。実用化は間近ですよ」

「思う存分、やりたまえ」

　ベルファルドは微笑んで言った。

「しかし、考えようによっては凄すごい恵まれた環境だぞ。我が社の予算では、金はもちろん、パラジウムにしてもプラチナにしても、イリジウムにしても、そんな貴金属はとてもふんだんに使える代しろ物ものじゃない。それが、ここには腐くさるほどある」

「金は腐りませんよ。王おう水すいに溶けるだけです」

　エッソは笑った。

「まあ、レアメタルの宝庫とは言えるでしょう。その代わり、肝かん心じんなものがない。鉄、アルミ、マグネシウム……。マグネシウムがないのは、痛いなあ……」

「何故かね？」

「イリジウムやプラチナに、マグネシウムを混ぜてやれば、いい水素吸蔵合金になるんじゃないかと思いまして……」

「それは考えなかったな！」

　ベルファルドは手を打って叫さけんだ。

「今、我が社にとっての課題は、まさに水素吸蔵合金だからね」

「帰ったら、さっそく研究に取り掛かりましょう」

「そうしてくれ」

「ところで社長……。このデアウラにいる間の、僕の給料はどうなってます？　ボーナスや出張手当、辺境滞在手当、残業手当なんかも入れると、相当な額になると思うんですが……」

「そうだね」

　ベルファルドはちょっと思し案あんして、

「この惑星を離れる時に、ポケットに入るだけの金でもプラチナでも、持って行くんだね」

　と、穏おだやかな表情で言った。

「それだけ？」

「それだって、戻ればひと財産だよ。少なくとも、君の当初の年収よりは多い」

　微笑む。

「この星の資源はこの星の住人のものだ。だけど、まあ……技術伝達料としてそれくらいは、赦ゆるされるだろう」




「キャッチしました！」

　オペレーターが、叫ぶ。

「今度こそ、間ま違ちがいありません!!　救難信号は、前方の、あの惑星から出ています！」

「でかした！」

　スレイは叫んだ。

「あの星の名は？」

「ちょっと待ってください……」

　照会に、やけに時間を要した。

「オメガＧ―Ⅲ。特別保護惑星ですね」

「特別保護惑星？」

「要するに、国立公園の惑星版みたいなものです。いかなる開発も一いつ切さい禁止です。特別な許可なしには、調査することさえ赦されていません」

「今はその特別な場合だぜ」

　とスレイ。

「あそこに、ベルファルドがいるならな……。大気圏降下艇を準備しろ！　俺自みずから、救助に向かうぞ！」

「そうおっしゃると思っていました」

　とスリチャイ。

「止める気か？」

「誰が止めますか。私はプラティープとは違って、無む駄だなことはしない主義ですよ。それより、一いつ緒しよに行きますよ」

「止めても無駄か？」

「はい……。私の性格も、わかってきましたね」

　スリチャイは微笑んだ。

「完全武装の兵士を一個小隊……これくらいなら、まあ赦されるでしょう」

「わかった」

「待って！」

　申もうし出でたのは、ユーリアであった。

「あたしも一緒に行くわ」

「また道すがら、俺を例のプロジェクトに洗脳しようってのか」

　うんざりした表情で、スレイ。

「無駄だぜ」

「違うわよ！」

　ユーリアは言った。

「あなたと一緒に、いたいのよ。止めても無駄だからね」

「おいおい……」

　スリチャイが呆あきれた。

「いつの間に、こうなったんです？」

「いつの間にか……だよ」

　スレイは苦にがりきった表情で、言った。

「銀河広しといえども、この俺に面と向かってこれほど強く出られる女は、ノーイと、こいつくらいだよ」

「まあ、それだけじゃないわ……」

　とユーリア。

「ほ～んのちょっとだけど、天才坊やのエッソのことも、気になるしね」

「わかった。来い。ただし、ちょっとでも足あし手で纒まといになるようなら、容よう赦しやなく置き去りにするからな」

「こんな女を置いていかれるあの惑星も、さぞや迷惑でしょうな……」

「ははは……言える」

　スレイは豪快に笑った。ユーリアはふてくされたが、そのくせ内心では嬉うれしかった。

　降下艇は戦艦の腹から切り離され、ゆっくりとオメガＧ―Ⅲの大気圏を降下し始めた。

「信号は出ています……」

　と、操そう縦じゆうしながらスリチャイ。

「この前に較べると、ずっと高い出力です。この短期間に、よくぞここまで改良されたものですね」

「当たり前じゃない……」

　ユーリアが言った。

「エッソが付いているんだもの──」

　やがて、赤い地表が視野一杯に広がる。

「緑が少ないなあ……」

　とスレイ。

「逆に言えば、緑のあるところを捜さがせばいいんですから、楽と言えば楽ですよ」

　降下艇は周回しながら、次第に高度を下げていく。

「大まかな発信地点を捕とらえました！　南緯十九度の、あの大陸の辺あたりです」

「ふむ……あのジャングルだな」

　地表の様よう子すを肉眼で確かめられるほどに降下した。

「ねえ！」

　ユーリアが叫ぶ。

「今、何か光ったわ!!」

「俺も見た」

　とスレイ。

　降下艇は旋回しつつ、さらに高度を下げる。

「全員、上陸準備！」

　スリチャイは叫んだ。

「場合によっては、戦闘もあり得る。武器も準備しておけ!!」

　配下の兵士たちに告げた。

「いや……」

　と、スレイ。

「その必要は、ねえ」

「何な故ぜです」

「あれを見ろ」

　地表を指差す。

「さっき光った物の正体は、あれだ……」

　ほとんど建造物らしい物もない地上に、ひときわ大きな、信じられないほど巨大な金ピカの銅像が建こん立りゆうされていた。

　自由の女神めがみより、大きい。

「信じられない……」

　我わが目を疑う、スリチャイ。

「これではっきりしたぞ」

　と、にやにや微笑むスレイ。

「ベルファルドの奴、この惑星でも、やりやがった！」

　そそり立つ巨大な銅像──。

　長い髭ひげこそ生やしていたが、その顔は、紛まぎれもないイーサン・ベルファルドのものであった。














第四十五章　イツマ・ウエキ・タイラー遅ち参さん！









「いい上じよう司しを見付けたようね」

　と、ユーリアは言った。

「君もね」

　とエッソ。

「だけどまさか、こんな所で君と再会できるとは、思わなかったなあ……」

「あたしも、半年前には予想もしなかったわ。そもそも、あたしがバグジー＝スレイ帝国に亡ぼう命めいすることになるなんてね」

　そう言って、かつての学友を見た。

「あなた、別人みたいよ。あの金属おたく少年が、ちょっと見ない間に逞たくましくなったわね」

「君にこそ、僕は驚いている」

　エッソは誇こ張ちようでなく言った。

「君、女らしくなったぞ」

　言ってから、はっと気付き、

「……傷付いた？」

　と慌あわてて顔色を窺うかがう。

「ううん……」

　ユーリアは首を振った。

「もうそのくらいで、いちいち傷付いたりしないわ。余裕ができたのね。今のあたしには、むしろ褒ほめ言葉よ」

「何が君を、そんなに変えた？」

「あそこにいる人よ……」

　少し離れた神殿──デアウラ先住民がベルファルドの偉い業ぎようを称たたえて建立した──で、ベルファルドと談笑しているスレイを見ながら呟つぶやいた。

「噂うわさと実像が、あれほど違う人間を、あたしは知らないわ。あたしは彼を、可愛かわいいと思う……」

「彼も君を、可愛いと思ったんじゃないかな」

　エッソの分析は、なかなか鋭するどい。

「どうでしょう？」

「君は少なくとも、彼に媚こびたりはしなかった。君の性格では、誰にも媚びることはできないからね」

「言ってくれるじゃん」

　その通りなので、ひと皮剝むけたユーリアは苦笑するしかなかった。

「媚びない人間は、彼にとっては貴重だったんだと思うよ。特に、彼の前に出てなお、媚びることも臆おくすることもない女性はね」

「あなたも大人になったじゃん」

「いや～、実際この三か月で、一生分の実地活動をしたからね」

　そう言って、ポケットから無む造ぞう作さに銀白色の塊かたまりを取り出した。

「これ、あげるよ」

「え？」

「純プラチナ塊かいだ。この惑星ではこんなのが、ちょっと探さがせばその辺にいくらでも転がっているんだ。黙って受け取ってくれ」

「興味ないわ」

　ユーリアはその塊を、まるで石ころのように無造作に放り投げた。

「あたしにとっては一トンのプラチナより、百グラムのプルトニウムの方が貴重なのよ」

「君は誰かと婚約しても、プルトニウムのエンゲージリングを嵌はめかねないな」

「ありがとう……。その通りよ。あたしにとって、物質は重くて不安定なほうが、よりそそられるの。安定した物質には、全然興味ないの」

「男もそうか？」

「え？」

「察するに君は物質でも、男でも、不安定で活発なのが好きなんだね」

「そうね……」

　頷くユーリア。

「スレイは言ってみれば、プルトニウムみたいな漢おとこよ。重くて、密度があって、一いつ時ときもじっとしていなくて、危険で、ラジカルで、少しずつ崩ほう壊かいしながら、周囲に多大な影響を及ぼしていく……。まさにプルトニウムよねえ……。そこが、たまらなくいいのよ」

「ふうん……」

「あなたの社長は、どんな人」

「物質に喩たとえるなら、まさにプラチナだ」

　エッソは言った。

「とても穏おだやかで、安定している。錆さびないし、変化もしない。酸にも溶かされない……」

「じゃあ、つまらないじゃない」

「でも、いつの間にか周囲を変えてしまう。プラチナの、触しよく媒ばい作用のようにね……。排気ガスを浄じよう化かしたり、ガンを抑よく制せいしたりする作用がプラチナにはあってね。それと、性質そのものは変化しないが、柔じゆう軟なんで、融ゆう通ずう無む碍げで、どんな形にもたやすく加工できるということもプラチナに似ているな。誰にでも自分を合わせることができるけれども、自分は変わらずに、周囲を変えていく。どんどん浄化していく……知れば知るほど、興味の尽きない人さ。あの人と一いつ緒しよで、この僕が少しも退たい屈くつしなかったのが、何よりの証明さ。他の人間と二人きりで流されていたら、僕はおそらく、一週間も正気を保たもてなかったろうな」

「ふうん……」

「まあ、いずれにせよ、お互いそれぞれにピッタリの上司を見付けられたということかな」

「そうね。あとは、ドミンね」

「ドミンか……」

「知らない？　ドミンはあの後、タイラー・アームズ・コーポレーションに就職したのよ」

「ＴＡＣ社か。それは凄すごい！」

「いきなり会長に気に入られて、開発プロジェクトの主任に大だい抜ばつ擢てきされたそうよ」

「そうか。そいつはいい勝負になりそうだな……」

「でも、どうやらあたしの圧勝ね」

「よく言うよ。僕だって負けない！」

「何の話をしている？」

　そこへスレイが、ベルファルドと肩を組みながら現れた。

「やけに楽しそうな同窓会じゃねえか」

「今、二人の共通の友人の話をしていたんですよ」

　エッソは言った。

「僕たちもだ」

　と、ベルファルドが言った。

「イツマの話で、盛り上がっていた」

「偶然って、あるのよね」

　ユーリアが言った。

「あたしたちが今話題にしていた友人は、そのイツマ会長の下で働いているのよ」

「なに!?　そうなのか？」

「僕たち、僕と、ユーリアと、そのドミンっていう奴は、工科大学の秀才三さん羽ば烏がらすって呼ばれていたんです。僕が冶や金きん学がく、ユーリアが量子力学、ドミンが海洋プラント開発で……」

「面おも白しろいじゃねえか」

　スレイは豪快に笑った。

「三組の上司と部下のうち、何処どこが天下を取るか、これで二重に面白くなりやがったぜ」

「ねえ、スレイ」

　ユーリアが言った。

「今、エッソと話してたの。あなたがプルトニウムで、ベルファルド社長がプラチナ……。イツマ会長は、物質で言えば何かしらね」

「物質……？」

「そう。あなたが危険で取扱注意だけど、膨ぼう大だいなエネルギーを秘めたプルトニウム。ベルファルド社長が安定しているけどどんな形にも加工でき、触媒のように周囲を変えていくプラチナ……」

「なるほど。じゃあ、決まったな」

　スレイは目を細めて、天を見上げた。

　抜けるように蒼あおいデアウラの空に、白い羊ひつじ雲ぐもが浮かんでいる。

「イツマは──」




『僕の上司はダイヤモンドのような女ひ性とだ』

　とドミンは思った。

『美しく、緻ち密みつで硬かたい……。そして光輝かがやくダイヤモンド。これ以上純粋な、結晶はない……』

「何をじろじろ見ている。気き色しよくの悪い奴だな」

　イツマが苦笑しながら、ドミンを窘たしなめた。

「僕の顔に何かついているのか？」

「何も付いていません」

　と、ドミン。

「だからつい、見とれていたんです」

「職務怠たい慢まんだぞ。君にはシステムの作動を、より完かん璧ぺきなものにしておくという任務があるんだ、ドミナント技術部長」

　さらに大抜擢により昇進したドミン。ＴＡＣ社も経歴や年ねん功こう序じよ列れつを一いつ切さい問わぬ実力至上主義の会社だった。だから有能ならどんどん出世できるが、逆にその才能が枯こ渇かつすれば、過去の業績に関わらず放り出される恐怖もある。社員にとっては恐怖だが、むしろドミンにとっては、それがいいプレッシャーになっていた。

「この新造戦艦『アメミット』をはじめ、ネＮオン・シＳーリング・シＳステムを搭とう載さいした艦隊各艦の調子は、未いまだ完全ではない。だからこそ、開発主任である君に、わざわざ搭とう乗じようしてもらったのだ。僕の顔を見てもらう為ではないのだよ」

「わかっています……」

　ドミンは俯うつむいて、言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。仕事では、絶対に手は抜きませんから……」

「会長」

『アメミット』のイウラジ艦長が報告した。

「間もなく、オメガＧ―Ⅲです」

「ナ・バァム・ドム提てい督とくの艦隊は、何処どこにいる」

「ここから最大戦速で飛ばして、銀河標準時間で約三日の距離です」

「神しん速そくで鳴らしたバァム提督だ。二日で来ると見るべきだろうな」

「はい」

「Ｇ―Ⅲの軌き道どう上にいるのは？」

「戦艦一隻だけです」

　イウラジ艦長は言った。

「その戦艦の中に、スレイは？」

「既すでにおりません。ベルファルド社長を救助すべく、既に降下艇でＧ―Ⅲに降りたとの報告を受けております」

「確かか？」

「会長の名誉に誓ちかって！」

　イウラジは敬礼して言った。

「ではベルファルドも、その戦艦にはいないのだな」

「はい」

「スレイの重じゆう臣しんの、誰かもいないのだな？」

　念を押すように、イツマは言った。端たん正せいな貌かおに、冷れい徹てつな笑みが浮かぶのを、ドミンは見た。

「おりません」

　イウラジは重ねて確約した。

「彼の側そつ近きんの一人であるスリチャイも、スレイと共に降下したことは傍ぼう受じゆした通信から確認済みです。Ｇ―Ⅲの地表には、スレイ、スリチャイ、ベルファルド社長とその部下の他は、おりません」

「わかった。要するにＶＩＰは全員、Ｇ―Ⅲにいて、あの戦艦に残っているのは雑ざ魚こばかり……ということだな」

「はい」

「お誂あつらえ向きだ」

　イツマは頷うなずいて、モニターに映る戦艦を指差し、命令した。

「沈めてしまえ！」




「『ガルガローメ』が……」

　夜空を彩いろどるオーロラにも似た光こう芒ぼうを指差し、スリチャイは叫さけんだ。

「『ガルガローメ』が……撃げき沈ちんされました」

「なんてこった……」

　スレイは口笛を吹く。

「帰るところが、なくなっちまったぞ……」

「惑星連合艦隊が、いつの間にかこんな距離にまで接近していたのか……」

　蒼あおざめながら、スリチャイ。

「我々は島流し……。この何もない惑星に、人ひと質じちに取られたのと同じことだ」

「うろたえるな！」

　スレイは野の太ぶとい声で命令した。

「確かに状況は楽観できねえ。しかし、ここに集まった面めん子つは、精せい鋭えい揃ぞろいだぞ」

　そう言って、その場にいる連中の顔を、順ぐりに見る。

　ベルファルド、スリチャイ、エッソ、ユーリア……そして、何よりも自分だ。

「ドリームチームと、言ってもいいな」

「でも……」

　ユーリアが不安げに、スレイを見た。

「手も足も出ないわ」

「俺たちが、すぐにどうにかされるということはないだろう」

　意外なことにスレイは、この場にいる誰よりも冷静だった。

「もしその気なら、俺たちは『ガルガローメ』ごと撃沈されていた。奴らは俺たちをこの惑星に封じ込めるのが目的だったんだ。おそらく、俺たちを餌えさに、バァムの艦隊をおびき寄せるのが狙ねらいよ」

「なるほど……」

　頷くスリチャイ。

「冴えてますね」

「バァムの奴に、この罠わなを知らせる方法はねえか？」

「無理よ」

　ユーリアが言った。

「さっきから降下艇の無線は、凄すさまじい電波妨害を受けているわ。なにしろ衛星軌道上にいる『ガルガローメ』にさえ、連絡がつかなかったんですもの……」

　そう言って恨うらめしげに、天を見上げた。

「この上に、敵は何隻、いるんでしょう？」

「少なくとも一いつ斉せい砲ほう撃げきで、『ガルガローメ』を跡あと形かたもなく消せるくらいには……」

　とスリチャイ。

「しかし、恐ろしく頭の切れる奴だぞ。あの艦隊を指揮していやがるのは……」

　スレイが唸うなった。

「まだ惑星連合宇宙軍にも、そんな敏びん腕わん提てい督とくがいやがったのか……」

「そりゃ、いるでしょうよ」

　とスリチャイ。

「敵もようやく精鋭を、出してきたということですよ。バァム提督でも、危あぶないかも知れない……」

「ユーリア」

　エッソはユーリアの裾すそを引っ張った。

「心配しなくていいよ。君の身の安全は、僕が保証する」

　小声で囁ささやく。

「どう保証してくれるっていうの？」

「君はスレイとは無関係だと言い張るんだ。ただ人質になっていただけだと……。僕もそう証言してあげる」

「見損なわないで！」

　ユーリアは撥はねつけた。

「あたしはもう、以前のユーリア・ヒープじゃないのよ。何処までも、スレイと一いつ緒しよに行くわ！」

「ユーリア」

　エッソは自分の不明を恥じた。

「君は……変わった。僕には君が、輝かがやいて見える」




「ジャミング解除」

　と、イツマは命令した。

「艦隊全艦に、妨害電波を解除するように伝えろ。ただし、こちらからの強制アクセスで他の周波数は封じておけ」

「スレイとお話しになるのですな」

　イウラジ艦長が頷いて言った。

「いや。今回は、彼は後回しだ」

「それはまた……」

「先に、ベルファルドを呼び出すんだ。彼が出たら僕と代われ」

「わかりました……」

　頷く艦長。

「Ｇ―Ⅲに回線を繫つなげ。強制アクセスだ」

「諒りよう解かいしました」

『アメミット』の乗組員が頷く。イウラジ艦長も、彼らも、揃いの制服は着ていたが、それは惑星連合宇宙軍の、スペースブルーの制服ではなかった。男女とも白い上下に、襟えりにはタイラー・アームズ・コーポレーションの社章を付けていた。

　つまり、彼らは全員、ＴＡＣ社の社員ということだ。

『アメミット』だけではない。

　オメガＧ―Ⅲの軌道上に集結した全艦隊が、船籍としてはＴＡＣ社の所属である。

　これは、何を意味するか──。

「ベルファルド氏が、通信に出ました」

「よし」

　頷くイツマ。

「私と代わる前に、彼に人払いをするように伝えろ」




「改まって、なんだい」

　降下艇のドアロックを締切り、通信機の前に独ひとり座すわったベルファルドは、モニターの中のイツマを見ながら言った。

「君が人払いを命じるなんて、珍めずらしいね」

『時間がない』

　と、イツマは言った。

『よく聞いてくれ、ベルファルド』

「ああ……」

『まず最初に、おめでとう。君にはお嬢さんに続いて、御ご子し息そくが誕たん生じようしたよ』

「そうかい！」

『三七〇〇グラムの、元気な男の子だ。母子ともに健康……よかったな』

「ありがとう」

『君が一日も早く、奥さんと子供たちに再会できるよう祈りつつ、本題に移らせてもらう』

　イツマの表情はいつも通りに凜り々りしく、口調は淡たん々たんとしていたが、そこには隠しきれない焦あせりの色が浮かんでいることに、ベルファルドは気付いた。

『君に頼みがある、ベルファルド』

「頼み？」

『ああ。火か急きゆうの頼みだ』

「君が僕にそこまで……」

『一度しか言わない』

　イツマはあくまでも、先を急いだ。

『スレイの艦隊が押し寄せて来るまでに、時間はあまりない。スレイを無傷で捕つかまえてくれ』

「僕がスレイを!?」

　仰ぎよう天てんするなと言うのが、無理な相談である。

「なんで？　どうやって!?」

『君だから出来る。いや、君にしか頼めない！　スレイは君を信用している』

「僕にスレイを裏切れと言うのか!?」

『そこを敢あえて頼む』

　イツマはベルファルドの目を、正面から見た。

『これから銀河で死ぬ人間の数を、最小限で済ますには、それしかない！』

　イツマの言っていることに、噓うそは微み塵じんもなかった。ベルファルドにもそれはわかる。

『スレイを捕えて、引き渡せ。それで向こう十年、銀河で死ぬ人間は、おそらく数億人は減る。誇こ張ちようではないぞ』















「わかってる……」

　ベルファルドの膝ひざが震えた。

「わかってるさ……。この戦乱を早期に終結させる、それがおそらく最も確実な方法だということぐらい、この僕にも……」

『頼む』

　イツマは懇こん願がんした。

『銀河の平和の為ためだ』

「……わかった」

　ベルファルドがそう言って頷くまでに、永遠にも近い沈黙があった。彼の中の葛かつ藤とうは、イツマにも手に取るようにわかる。

「やるよ」

『ベルファルド……辛つらいだろうが、よく決意してくれた。これで停戦が、三年は早まったよ』

「スレイと代わる……」

　ベルファルドがいつになく、無表情で言った。

「彼の注意を、引き付けてくれ。その間に僕は、準備する」

『わかった。彼をできるだけ、油断させてみせる』

「じゃあ……」

　うなだれたまま、ベルファルドは通信機の前から離れた。

「社長！」

　エッソが心配そうに声をかけた。

「どうされたんです。顔色が真っ蒼さおですよ」

「なんでもない……。スレイ」

「おう！」

「イツマが君に、話があるそうだ」

「そいつを待ってた！」

　と豪快に笑いながらスレイ。

「奴に言ってやりてえことが、山ほどあるんだ。ん？」

　自分と視線を合わせることなく離れていくベルファルドを、スレイは訝いぶかしげな目で見送る。

「どうしたんだ？」

「いや……ちょっと……」

「イツマが何か、言ったのか？」

「ああ……」

「野郎、意見してやる！」

　スレイが降下艇のドアを、けたたましく開けるのを尻しり目めに、ベルファルドは、

「エッソ……」

　と、彼を神殿の柱の陰に呼んだ。

「実は──」

　敬愛する社長から一いち部ぶ始し終じゆうを打ち明けられたエッソは、

「わかりました」

　と、力強く頷いた。

「やりましょう。僕が捕まえます！」

「しかし、スレイは、見ての通りの怪かい力りきだぞ」

「わかってます。僕に考えがありますって!!」

　自分の頭を指差す。

「要はここの、問題ですよ」




「私設艦隊!?」

　スレイは仰ぎよう天てんした。

「そこにいやがるのは惑星連合宇宙軍の艦隊じゃなくて、イツマ、てめえの私設艦隊だとぬかしやがるか!?」

『より正確には、我がＴＡＣ社の一部署だ』

　と涼しい顔でイツマ。

『タイラーグループは国家にも匹ひつ敵てきする巨大コングロマリットだ。戦争が始まれば、自分たちの流通レーンは、自分たちで護まもらねばならない』

「それにしても……」

『もともと惑星連合宇宙軍に兵器を供給しているのは我々だ。平和な時代に有能な軍人を引き抜いて組織させた。実力では惑星連合宇宙軍の精せい鋭えいにも負けない。もっとも、それがこれほど早く役に立つとは思わなかったがね』

「ふん。俺の艦隊の前にはどうかな？　何しろ百ひやく戦せん錬れん磨まだぜ」

『もうじきわかるだろう。そこでゆっくり、観戦するんだね。決戦の状況は逐ちく一いち、こちらで中継してやろう』

「何様のつもりだ。バァムにやられて、てめえが慌あわてふためく様よう子すが目に浮かぶようだぜ」

『せいぜい足元を掬すくわれないようにするんだな……』

　通信はそこで唐とう突とつに切れた。

「あの野郎……」

　スレイがドアロックを蹴け破やぶるようにして外に出てみると、

「スレイさん」

　待ちかねたようにエッソが駆け寄って来た。

「社長がお呼びです」

「ベルファルドが？」

「今後のことについて、御相談したいそうです」

「おう！」

　頷くスレイ。

「俺もそうしたいと思ってた」

「こちらへ──」

「スレイ！」

　ユーリアが彼を呼び止めた。

「おう」

　振り向くスレイに、

「行っちゃ駄だ目め」

　と呼び掛けるユーリア。

「胸むな騒さわぎがするの……」

　エッソが一瞬、びくんと震えた。

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　スレイは至って、呑のん気きに構えた。

「他の奴ならともかく、ベルファルドが俺に何をするってんだ」

「でも……」

「あんまり俺の親友を悪く言うな。おまえに何がわかる!?」

「自分の知り合いのことなら、わかるわ」

　ユーリアはエッソを見た。

「エッソ！　あなた……」

「こちらです……」

　ユーリアから顔を隠すように、エッソはスレイを促うながした。

「エッソ!!　待ちなさい！」

　ユーリアは二人を追った。

「あなたが何か企たくらんでいる時の表情かおは、すぐわかるのよ!!」

　が、遅かった。

　スレイが神殿に足を踏み入れ、床ゆかに敷いてあった蓮れん華げを象かたどった金の台座に足を載せた瞬間、身軽なエッソは猿のように横っ飛びに跳とんで、スイッチを入れた。

　床下に隠してあった改良型のパラジウム＝水素電池から、大容量の電流が流れた。たちまち黄金の蓮の臺うてなはその口を閉じ、スレイを中に閉じ込めた。

「何をしやがる！」

「大成功!!」

　してやったりと飛び跳はねるエッソ。

「教えてあげる。金にカドミウムを混まぜると、形状記憶合金になるんだよ！　そんなことも知らないの？」

「出しやがれ！」

　チューリップのようになった蓮れん華げ座ざを内側から乱打するスレイだが、金をふんだんに使った宇宙一高価な罠わなは、その怪力をもってしてもビクともしなかった。















「騙だましやがったな!!」

「スレイ！」

　兵士を伴ともなって現れたスリチャイに、

「武器を捨てろ！」

　と、うわずった声で命令するエッソ。手にした可か変へん抵てい抗こうを見せながら叫さけぶ。

「僕がもうちょっとでも電圧を上げたら、おまえたちの大将はこの金の檻おりの中で蒸し焼きになるぞ!!」

「いい度ど胸きようだな……クソガキ」

　スリチャイは睨にらみながらも銃じゆうを捨てた。配下の兵士たちもそれに倣ならった。

「おまえはいつか、俺の手で穴だらけにしてやるよ」

「宇宙平和の為ためさ……」

「何もわかってねえな」

　とスリチャイ。

「おまえのしたことは、問題の解決を先送りにしただけだ」

「見損なったわ！」

　とユーリア。

「スレイ!!　あたしが身代わりになればよかった！」

　そう言って黄金のチューリップに縋すがりつく。

「スレイ！」

「心配するな、ユーリア」

　中からスレイの、くぐもった声が聞こえる。

「こいつは何かの、間ま違ちがいさ。その小僧が一人でやったことで、ベルファルドは関与しちゃいねえ。すぐに俺を、ここから出してくれるさ」

「いいや……」

　ベルファルドが現れた。

「スレイをイツマに、引き渡す……」

「なに!?」

　スレイの仰ぎよう天てんした声。

「噓うそだろう、ベルファルド。頼む、噓だと言ってくれ！」

「……噓じゃない！」

　血を吐くように、ベルファルドは言った。

「流れる血は少ない方がいい……。それに関しては、僕もイツマと同じ意見だ。だけど、僕とイツマの決定的な違いも浮き彫りにされたよ。二人が袂たもとを分かつ日も、そんなに先のことじゃないな」

「ベルファルド……」

「赦ゆるしてくれ、スレイ！」

　泣きながらベルファルドは、罠に顔を近付けた。

「この僕を……。でも、絶対に悪いようにはしない。僕を信じてくれ。裏切り者の、この僕を──」

　その後はただひたすら永ながくて重い沈黙が、神殿を支配した。
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　その小こ汚ぎたない男が初めて俺の前に立ったその日のことを、俺は生しよう涯がい忘れないだろう。

「ここ、空あいてるか？」

　昼飯時の混雑した学生食堂の中で俺の目の前の椅い子すを指差し、小こ脇わきに六法全書を抱かかえたそいつは、無む造ぞう作さに尋たずねた。その質問が社しや交こう辞じ令れいとしても名ばかりのもので、たとえ俺が嫌いやだと撥はねつけても強ごう引いんに座すわる肚はらであることは、そいつの態度から歴然だった。

　じっさい俺が、

「構わない。ただし、俺の食事と読書の邪じや魔まさえしなけりゃな」

　と言うよりも早く、その浅黒い野郎は俺の前の席に素す早ばやく尻しりを滑すべり込ませてきた。少々癪しやくに障さわったとはいえ、その動作には無む駄だがなかった。

「プラティープだ」

　と、そいつは自分の浅黒い顔を指差し、俺に言った。

「プラティープ・チュリアカーン。法学部法律科２年……」

「邪魔はするなと、言ったはずだぞ」

　俺は思し索さくの妨害をされたその怒いかりも手伝って、意識してぞんざいに言ってやった……のだと、後になってみればそう思う。しかし、その時はプラティープのことなど、正直言って歯し牙がにもかけてはいなかったのだ。

　そう、真冬の蠅はえほどにも──。

「確かにその席に座ることは赦ゆるしたが、おまえの名前などには、何の興味もない。同様に、おまえの専攻にもな。しかし……イサーン人か」

　そいつの銀河標準語に混まじる微かすかなイサーン訛なまりに、不用意にも俺は反応してしまったようだ。何な故ぜって？　それはイサーン訛りの語尾上がりの半疑問的イントネーションほど、銀河標準語に混じったとき耳みみ障ざわりな訛りも他にないからだ。噓うそだと思ったら一度でいい、イサーン人が哲学修士論文を朗読するのを聞いてみるがいい。ルソーやカントの原文引用が、まるで読ど経きようのように聞こえるから……。

「ああ。イサーン出の、田舎いなか者ものさ」

　と、プラティープは言った。今にして思うと、こいつと生涯切っても切れない魂こころの絆ほだが結ばれてしまったことが不思議でしょうがない。時間を間かん断だんなき現在の連続として捉とらえる俺の性しよう分ぶんから言わせてもらうが、その時の俺は断じて時空間に占せん位いする連続体としての今の俺ではなく、プラティープも今のプラティープ（として俺が認識している存在）ではない。もしそれで我が身の潔けつ癖ぺきが証明できるものならば、徹夜で論文にして提出してもいいくらいだ。

　とにかくそれくらい、奴との邂かい逅こうは俺にとって不本意なものだった。おそらく、プラティープの野郎にとってもそうだろう。そう思いたい。

「悪いがな」

　と、俺は言ってやったもんさ。それくらい、日々の思索の邪魔をされるということは、当時の俺にとっての一大事だったんだ。

「俺の概がい念ねんでは、イサーンは田舎のカテゴリーにも入らない。はっきり言ってやろう。辺へん境きようだ。しかも上に『ド』がつく。『ドレッドノート』の省略型としての、『ド』だ！」

「確かに──」

　と、プラティープは怒るどころか笑いながら言いやがった。

「イサーンはド辺境だ。俺もそう思うよ。俺の故郷はそのド辺境の惑星の、そのまた首都のない大陸の、さらに非主流の村だ」

　この際だからはっきりと明言しておこう。俺はこういう、イサーン人に特有の、非哲学的な底抜けの明るさ、人生をやたら意味もなく前向きに見ようという姿勢が、大嫌いだ。

　今でもそれは変わらない。

「俺の前から消えろ！」

　と、俺は叫んだ。

「失うせろ!!　前ぜん言げん撤てつ回かいだ。男らしくないが、この不快感には代えられん！」

「なるほど、噂うわさ通りだ……」

　プラティープは俺を見てさらに笑いやがった。

「君は噂通り、哲学の申し子だね、アキヅキくん」

「おまえの汚れた唇くちびると唇に、俺の名を呼ぶことを許可した覚えはない！　過去の、記憶する限りの一瞬たりとも!!」

「それを論証してみせてくれてもいいんだよ」

　と、プラティープはさらに笑った。もしかしたら、微笑ほほえんだのかも知れない。

「法学部哲学科２年の、キリヒト・アキヅキくん」

「これが最後の警告だ！」

　と、俺は言った。と同時に（その因いん果が関係を論証しろと言われても困るが）俺の右手は宇宙でたった一人の『俺』の命令を受けて、傍かたわらにあったコップを摑つかんでいた。

「時間は瞬間の連続体だ。だから未来を予測することはできない。だが、もっとも確実に起こりうる未来は、俺がこのコップの水を、貴き様さまのカエル面づらにかけてやるということさ。おまえが俺の前から即刻消えない限り、この未来は不ふ可か避ひだぞ。死と同じぐらいにな。そして∞むげんだいに近付いてゆく！」

「ああ、ますます噂通りだ。嬉うれしいよ!!」

　とプラティープ。その表情は、今にして思えば恍こう惚こつとしていたかも知れない。

「なんて噂通りの秀才なんだ……君って奴は！」

「俺の意志は、俺の右手を制せい禦ぎよできない!!」

　俺の喉のどは俺の意志の命令を受けて目の前にいる身長一八〇センチの若いイサーン出身の男に最後の警告を発した。

「かけるぞ！」

「かけてもいいが、その瞬間に君は暴ぼう行こう傷しよう害がいだぞ」

「警告した」

「警告しても殺人は殺人、傷害は傷害だ。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地は多少あるが……」

「他人に思し索さくの妨害をするという罪は、おまえの六法全書にはないのか!!」

「残念ながら、載のっていない……」

　呟つぶやいてプラティープは、小脇に抱えた六法全書を開いた。

「ただ、過去の判例では──」

「おまえのことは、聞いたことがある」

　俺はその瞬間に、奴に関する学内の噂を思い出した。

「法律科きっての、俊しゆん逸いつだそうだな。イサーン初の特とく待たい生せいというのは、おまえか？」

「君ほどじゃない……」

　と、プラティープは柄がらにもなく──奴の性格がわかればわかるほど、自信をもってこう断言できる。『断言』という言葉は、好きではないのだが──謙けん遜そんしやがった。

「君は在校生の中で、いちばんＩＱが高いんだって？」

「学生だけじゃない！」

　と、俺は言ってやった。

「卒業生から教授まで含めてな。おそらく未み来らい永えい劫ごう、俺より優秀な人材はこの大学には来ない。いや、絶対とは言わないが、その前にジェーンが来て人類は滅ほろぶ」

　謙遜は、俺の柄がらではない。

「正直、君が法律科ではなく哲学科でよかったと思っている……。おかげで僕は法律科の首席だ。鳥無き里の蝙蝠こうもりと言ってもらって結けつ構こうさ」

「身の程ほどは弁わきまえているようだな……」

「だが、ひとつだけ撤回してもらおうか」

　プラティープは真顔で言った。

「確かに君はこの大学でいちばん頭のいい男かも知れないが、最優秀の人材ではない。僕の方が……いや、それどころか卒業生の大半が、君よりも有能さ。少なくとも世間の役には立つ」

「六法全書を抱えた書生風ふ情ぜいが何をぬかす!!」

「君こそ……」

　と、奴はテーブルの上に開いてあった俺の本に視線を移した。

「ラーメンを啜すすりながら『純粋理性批判』か？」

「これが哲学科の、正しいライフスタイルだ！」

「そういうスタイルは太たい古こ地球は昭和時代の日本で絶滅したかと思っていたよ。まだ生き残っていたとはね」

「論破してやる！」

　と、俺は叫さけんだ。

「おまえのような奴は、殴なぐるだけでは気が済すまん、徹夜で、否いな、三日三晩でもかけて、徹底的に論破し倒してやるッ!!」

「ははは……。それはいい。だから哲学は無用の学なんだ」

「無用の学とはなんだ！　人間が死に続ける限り、不可避の学問だ!!」

「だが、永遠に答は出ない……」

「だからいいんだ！」

「カントじゃ……」

　と、プラティープは言った。

「イサーンは救えないんだよ……」

「…………」

「国費で哲学を学ぶ訳にはいかない。俺は法律で、腐敗した故郷を建て直す。賄わい賂ろと麻薬だらけの、イサーンをな……」

　その時──、

　俺はプラティープの、一見底抜けとも思える明るさの奥底にあるものに触ふれてしまったんだと思う。
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「我われ惟おもう、故ゆえに我存あり……か」

　浜辺を行き交うマイクロビキニの軽薄な女どもを眺ながめやりながら、灼やけたボンネットの上でプラティープが呟つぶやいた。どうやら奴にも微笑ほほえましいばかりの哲学の萌ほう芽がが……と思ったのも束つかの間、

「くだらん！」

　と、奴は吐き棄すてるかのように言った。

「俺に言わせりゃ、我勃たつ、故に我在り……ってとこかね」

　だから俺は、本当にイサーン人が嫌いだ。

「おまえな……」

　と、俺は油まみれになりながらぼやく。

「今さらながらおまえの頭が哲学向きでないのはようくわかった。だから、今はせめて修理を手伝ってくれんかな？」

「無む駄ださ」

　と、缶ビールの蓋ふたを開けるプラティープ。

「クルマまで、持主に似て哲学的ときやがった。三百メートル毎ごとに立ち止って哲学しやがるポンコツなんぞ、いくら修理しても無駄でしょうに……」

「俺のクルマがポンコツなのは、俺が哲学専攻だからじゃない。単に俺が貧びん乏ぼうだからだ。おまえと同じくらいな。そして、おまえが少しも手て伝つだわないのは、単におまえが怠なまけ者だから。違うか？」

　三十年前のエンジンと格かく闘とうしながら、俺。ただし三十年前なのはこのエンジンの製造年月日であり、基本設計自体は少しも誇こ張ちようでなく、七千年前のものだった。宇宙時代以前のビートルのレプリカが、かつてこの惑星で一大ムーブメントとなり、その数年後には見向きもされなくなったことは、持たざる貧乏学生にとっての福ふく音いんであると同時にまた、ここ一番の遠乗りという時の、最大のネックでもあった。

「おまえって奴は本当に、諦あきらめが悪いよ、キリヒト」

　と、プラティープはボンネットの上から動こうとしない。

「いい加か減げん、フリーウェイサービスのレッカー車を呼んだ方がいいぜ」

「フリーウェイサービスを呼ぶ金があれば、苦労しない」

　俺の記憶に全ぜん幅ぷくの信頼を寄せていいものなら、確かその時の二人の所持金は併あわせて、七千ギガタイラスにほんの少し足りないという程度であり──むろん、そのうちの六千五百ギガタイラスは俺のものである。ただしプラティープにしてみれば端はなから自分が無心する為の金であると信じており、疑う様よう子すは毫ごうほどにも持ち合わせてはいない──その当時の物価で、平均的な民宿の一泊分が三千ギガタイラスといったところだったと思う。そしてレッカー車を呼べば（呼んだことはないが）最低でも一万ギガタイラスが無む為いに消えるのだった。俺が往おう生じよう際ぎわ悪わるく、性しよう悪わるのエンジンに心にもないお世せ辞じを囁ささやき続ける気分も察して欲しいものだ。















「借金すればいいだけの話だろ」

　と、いともあっさり言ってのけるプラティープ。さすがに、借金で遊学している国費留学生はひと味違うと感かん服ぷくした。

「ならおまえが呼べよ。イサーン政府のツケで」

　俺は言ってやった。

「それが嫌いやなら、ボルトの一本でもいいから洗え！　言っておくが、おまえがたった今栓せんを開けたそのビールは、おまえの分の割り当ての最後の一本だからな」

「いいや」

　と、ゆっくり首を振るプラティープ。

「既に『借り一』だ」

「『貸し一』！」

　俺は宣せん誓せいした。もっとも回収できる見込みは皆かい無むではあるが。しかしこんな場所で、缶ビールの実存についての考察をしてもせんのないことである……と思うくらいには、俺も充分に非哲学的な人間に成り果てていた。すべてはプラティープの感化である。

　ともかくプラティープには借りを借りとも思わないところがあって、俺に言わせればその場を一いつ切さい弁わきまえぬおおらかさがほとんど唯ゆい一いつの、彼の美点（と呼ぶのも情けないが）であった。

「『貸し一』だぞプラティープ、忘れるな!!」

「俺にも少しは哲学的なことを言わせてもらうとだな、アキヅキ……」

　傾かたむき始めた夕陽を見やりながら、プラティープ。こういう切せつ羽ぱ詰つまった状況でなければ俺にも『西陽を浴びた、その少し（？）疲れた友（??）の横顔は、さながら一いつ幅ぷくの絵のようであった』と冗談を言うゆとりがあったのに……。

「このすっかり生なま温ぬるくなった最後の缶ビールを飲む場所は、俺の当初の予定ではパウダービーチのパームツリーの葉陰で、今から三時間ばかり前のはずだった。さらにその横には、半ダースの美女がいる可能性すらあった……。なるほど。未来に絶対はないというおまえの持論が、今日という今日はよくわかったよ」

「まだ青いな！」

　必死になって、エンジンルームの隅すみに消えた六角レンチを捜さがし求める俺の横を、さっきから何百台目かの最新型エアカーが通り過ぎていった。カブリオの助手席で、およそ哲学からはもっとも遠い距離にいそうなバカ女が一瞬、俺たちを驚異の目──絶滅寸前の動物を見たという目──で見たことを、俺はおそらく、生涯忘れない。

「そのビールは、おまえの底無しの胃袋に無為に流し込まれるのではなく、俺の渇かわいた喉のどを心地ここち好よく潤うるおすはずだったんだぞ。この『貸し一』は、単なるビール一缶の『貸し一』ではないことを、よ～く肝きもに銘めいじておけよ！」

「おまえにとってどれほどの価値であろうと、俺にとっては何の意味もない……。ただの一缶の、温ぬるいノーブランドの缶ビールさ」

　この一ひと言ことは間ま違ちがいなく、学生時代にプラティープの口から発せられた言葉としては最も哲学的な言葉だった。しかし、それはそれでよいとして、この男が後に卒論で『横おう領りようと隠いん匿とくの犯罪効率に関する一考察』という研究で学長賞を受賞すると、いったい誰が予想し得たであろうか……。

　さらに格かく闘とうすること一時間──、

　俺はいったい、ここで何をやっているのだろうかと自じ問もん自じ答とうした。いずれ死すべき身で、この湾岸道路で修理の見込みのない──たとえ一瞬直ってもまたすぐに臍へそを曲げるに決まっている──エンジンと格闘している俺は、いったい何だ？　こうしていることに何の意味があるのか。皮肉にもその瞬間、俺はかつてないほどの哲学的高みにさえ到達していたかも知れない。

「駄だ目めだ！」

　ついに俺は匙さじを投げた。いや、より厳密に言えば、油まみれのレンチを放り投げた。

「もうボルトが見えない……」

「やっとか……」

　プラティープの一言が、またふるっている。

「おまえがそう言って諦あきらめるのを、待っていたよ。俺にもなかなか忍耐力があるってことさ。自分を褒ほめたいね」

　プラティープには、確かに俺がどうあがいても持ち得ない最低の人じん徳とくが備そなわっていることは認めよう。じっさい奴は非哲学的ではあるが、付き合うほどに俺をして、ますます哲学者にしてくれる相あい棒ぼうとしては申し分ない。

　俺は返す言葉を考える気力もなかった。

「さっきから、ずっと考えていたんだがな……」

「言ってみやがれ！」

　返答如何いかんによっては、俺は未来の弁護士を殺した廉かどで終身刑を喰くらってもいいとさえ思った。少なくとも思索の為ための時間は、たっぷりと得られるだろう。死刑囚は時に、最高の哲学者たり得るとは歴史もよく証明するところだ。

「あれな……海の家……」

　指差す浜辺に、仄ほのかな灯あかりが見えた。

「あの海の家に、泊まろうぜ。これも運命だと思う」

　俺に反はん駁ばくする気力がなかったのは、結果からみればお互いにとって幸運なことだった。もちろん結果論などというものは、俺の最も棄だ唾きすべき考え方であることは確言しておきたい（しかし、この場合は本当に救われたのであることもまた、プラティープと付き合うことによって充分に実利主義者となった俺は否定しない）。

「あそこまでクルマを押そう。今度は俺も手伝うよ……」

　出逢った時から、わかっていたことだった。だが、敢あえて、この場を借りて改めて言おう。俺は心の底から、こいつが嫌いだ！

「何な故ぜ、黙って見ていやがった？」

　ビートルを押しながら俺。

「怒らないから、正直に言ってみろよ」

「声をかけるのも、躊躇ためらわれたんだ」

　とプラティープ。

「エンジンと格闘しながら、おまえが深いところに入っていくのが見えたからな。正直、呼吸いきもできなかった。おまえの思索の邪じや魔まをしたくなかったんだ……」

「プラティープ……」

「上のぼり坂が来るよ、キリヒト」

　踏ん張りながら奴は言った。

「正直、手伝うより疲れたかな？」

「もし所持金が宿泊料に足りなかったら？」

　俺は訊きいてみた。

「心配するな」

　とプラティープ。

「その時は俺の国費借入額が増ふえるだけの話さ」

「あの海の家が──」

　近付くにつれて、その寂さびれた海の家のディティールがはっきりと見え始めた。それは海の家と言うよりは掘ほつ立たて小ご屋やに近いものだった。

「イサーン外務省のクーポンと提てい携けいしているように見えるか？」

「だったらおまえ一人でも泊まれ」

　とプラティープ。

「俺はビートルの中で寝る。徹夜でおまえの哲学論を聞かされるよりは、よっぽど安眠できようってもんさ」
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「まったくおまえさんらも、物好きだな」

　と、海の家の名を騙かたった掘立小屋のオーナーであるその老人は言った。

「こんなしょうもない海の家で、アルバイトとは、殊しゆ勝しようと言おうか、今時珍めずらしいと言おうか……」

「心から、ここに居させて欲しいんです」

　と、俺は偽いつわらざる気持ちで言った。

「これほど思索に相応ふさわしい場所はない。長い夏休みを、どこで過ごすかその悩みが一いつ挙きよに解決しました」

「まあ、好きにするさ」

　と、七十をいくつか超えたように見える──平均寿じゆ命みようが百歳を超えたこの時代においては初老と言っていいだろう──その老人は言った。

「ここがあんたが思っているような場所かどうかは、そのうち嫌いやでもわかる……」

「おじいちゃんったら……。ようやく来てくれたアルバイトに、そんなこと言わなくても……」

　孫娘のマキが咎とがめるように祖父を見る。実質的にこの名ばかりの宿泊施設を切り盛りしているのは彼女だった。まだ十七の彼女は美人とは思わないが、正直いてくれてほっとする存在であった。俺以上に『ほっと』しているのはプラティープで、正直彼女がいなかったら、奴がこの長なが逗とう留りゆうに賛成したとは到とう底てい思えない。ただ、まことに申し訳ないが俺の哲学的思索には、彼女の存在はむしろ邪魔である。それだけは心苦しいが、事実だ。

　でも、いずれ死にゆく身でありながら別世界の住人のように輝かがやいているマキを見ることは、正直俺にとってもある種の癒いやしだった（この幸運を素直に喜べない自分の性しよう分ぶんを、この時ばかりは俺も、少々呪のろった）。

　まあ百年経たてば、俺やプラティープやマキが過ごした一夏のことなど、誰も覚えてはいないのだ。それはそれでいいじゃないか。

「前向きに生きなきゃ！」

　が、マキの口くち癖ぐせだった。

「胸を張って、この海の家を守るのよ」

「張り切ってどうする……」

　が、老人の口癖である。

「こんな寂れた海の家を守ることに、今さら何の価値があろう。それに、もうじき、奴らが来る……。奴らが……」

「奴らが来たら、迎え撃うつまでよ！」

　とマキ。

「見てらっしゃい！」

「奴らって何？」

　と、軽けい薄はくの権ごん化げと化したプラティープが尋ねる。

「ね、ね、マキちゃん。教えて」

「そのうち嫌いやでもわかる」

　と、投げやりに老人。

「悪いことは言わん。その時になったら、おまえらはとっとと逃げるんじゃな。誰も責めんよ」

「俺は理由も聞かずに逃げるのは性分じゃない」

「俺だって──」

　と、にやけたままでプラティープ。

「マキちゃんが逃げないなら、逃げたりしないっスよ。ね、マキちゅわん」

「何も知らんと……」

　頭を抱かかえる老人。

「ワシは……おまえさんらが傷付くところは見とうない」

「な、なんか構えちゃうなあ……」

　プラティープが何かを察した。こいつは最低の奴だが、勘かんだけは妙みように鋭するどいのだ。

「ね、何が来るの？　台風？　大波？　それともサメの大群？」

「なら、いんだけど……」

　マキは言葉を濁にごすのみだ。

「知らない方が、いいと思うの。所しよ詮せん行きずりのあなたたちには、関係のない話よ」

「行きずりって、それはつれないなあ……」

　とプラティープ。

「もう他人じゃないよね、ね」

「他人かどうかはともかくとして、ここで働くと決めた以上、俺たちにも知る権利があると思う」

「働いてくれと、頼んだ覚えはない！」

「おじいちゃんは、黙ってて!!」

　マキが叫ぶ。

「ここの経営者は、あたしよ！」

「ふん！　どうせこの老いぼれも、ここからは動けんわい!!」

「ごめんね」

　と、マキは円つぶらな瞳ひとみで俺たちを見た。

「あなたたちの勤務態度を見て、少しずつ話すわ。まだ、どういう人たちかもよくわからないのに、話すべきじゃないと思うの……。いいえ、今はとても、詳くわしく話す気になれないのよ」

「そうとも」

　と老人。

「こやつらが、どっちかのスパイでないという証拠はどこにもないんじゃ！」

「スパイ？」

「聞き棄ずてならないッスね」

「ごめんね。その気になったら、少しずつ話すからね……」

　そう語るマキの横顔はとても辛つらそうで──正直、俺がここに来るまで抱えていたはずの哲学的命題がどうでもいいことのように思えるほどに──俺は見ていられなかった。















　まったく動機は違うが、プラティープも同じように思っていたと思う。





４






　雇こ用よう条件は、単純明快だった。

　食事と寝る場所とを提供して貰もらう代わりに、俺たちはマキに言われた雑用をこなす。掃そう除じと薪まき割わり──そう、信じられないことにこの宇宙時代に、俺たちは原始的燃料に依い存ぞんする生活を楽しむことができた──それに炊すい事じの手て伝つだいがその主なもので、取り立てて労働と言うほどのものではない。プラティープやマキとの瑣さ末まつな雑談を差し引いても、俺には思し索さくの為ための貴重な時間がたっぷりと残された。

　もっとも──これは俺も認めざるを得ないのだが──マキの査さ定ていでは、プラティープの方が従業員としては俺よりも数段優秀な人材だったようだ。何度も言うように奴は最低の人格だが、明るく、剽ひよう軽きんで、口はやたらうまかった。奴の冗談はマキをいつも笑い転げさせるだけではなく、時には気き難むずかしいオーナーの口元さえ綻ほころばせた。そんな時は俺でさえ、つられてつい笑ってしまうのだった（もっとも、心底奴の冗談が面おも白しろいからではなく、マキに、なごやかな場の雰ふん囲い気きを壊す無ぶ粋すい者ものと思われたくない一心からではあったけれど……）。

　しかし、そんなことで俺のプライドは微み塵じんも瑕きずつかない。要するに、いつもしかめ面つらで、寸すん暇かを惜おしんではヤスパースやハイデガー（その夏の休暇は、俺にとってはたまたま『ドイツ根ね暗くらコンビ』の読書月刊にも相当していたので）を読み耽ふける哲学専攻生よりも、底抜けに明るい法律書生の方が海の家のバイトとしてはより適任という、ただ単にそれだけのことなのだ。

　ただし、プラティープの料理の才能に関しては触ふれない訳にもいくまい。奴は俺はもちろん、マキやオーナーさえも凌りよう駕がする天性の料理人であったからだ。実際、弁護士になれなくてもタイ風レストランのシェフとして充分やっていけるほどの腕だった。いや、銀河の将来を思えば、奴はコックになるべきだったかも知れない。プラティープの拵こしらえるカオ・パッ・サッパロット（パイナップルチャーハン）は絶ぜつ品ぴんだった。その夏の海の家の名物料理と呼んでもよかった。バーミ・ナム（タイ風ラーメン）やトム・ヤム・クンも悪くない。少なくとも奴の寒いギャグよりは数段マシであった。滅めつ多たに人を褒ほめないオーナーが、『キリヒトは寝泊まりさせるだけで充分だが、プラティープには給料を払わなければ申し訳ない』と言ったくらいだから、これはもう絶ぜつ賛さんに近い。俺もこれには異論がなかった。

「もし、お客さんが来たら、その時点でプラティープにバイト料をはずむわ」

　とマキも確約してくれた。

　ただ、ここで困ったことが起きた。

「その前にナムプラーがなくなる」

　と、プラティープが言い出したのだ。

「海の近くで食材には事欠かないが、ナムプラーだけがない」

「ナムプラーなしじゃ、駄だ目めなのか？」

「ナムプラーなしでタイ料理を作るのは、アキヅキ、ソクラテス抜きでギリシャ哲学を物語るより難むずかしいぜ」

　比ひ喩ゆとしては最低だが、言わんとすることはわかった。ナムプラーはタイ料理には欠かせない魚ぎよ醬しようで、プラティープはこの旅行用に一いつ升しよう瓶びん一本分持じ参さんしていたのだが、予定外の滞在と予想以上の好評で、瞬またたく間にそれも尽きようとしていた。

「じいさん、この近所でナムプラーが手に入るところを知らないかい？」

　奴はオーナーに尋ねたが、老人は首を振るばかりであった。

「この近所に、そんなハイカラな調味料を扱う店はないよ」

「ナムプラーが駄目なら、ヌックマァムでもしょっつるでも、せめてアンチョビ・ソースでもいいんだが……。あるいはガルムでもいいんだが……ねえよな」

　因ちなみにヌックマァムはベトナムの、しょっつるは日本（秋田）の、ガルムは古代ローマの魚醬である。プラティープも留りゆう学がくした当初は、ナムプラーを手に入れるのに苦労して、これら代用調味料に詳しくなったのだろう（ガルムに関しては定かではないが……）。今でこそイサーン人の進出に伴ともなって銀河中央でもタイ料理は珍めずらしくなくなり、コンビニでも手に入るナムプラーだが、当時はどこででもおいそれと手に入るような代しろ物ものではなかった。俺も大学の近くでプラティープの為ためにナムプラーを探さがし回ってやったこともあるが、真剣になるだけの価値はあった。ちゃんとしたナムプラーで拵こしらえたプラティープのトム・ヤム・クンを一度飲めば、おそらく納なつ得とくしてもらえるだろう。同時に、俺が、あれほど嫌いなプラティープを、この夏のバカンスの相あい棒ぼうに選んだ本当の理由も──。

「聞いたこともない」

　と、オーナーは首を傾かしげるばかりだ。

「三キロ行った先のスーパーになら、アジノモトはあったと思うがのう……」

「絶望だよ」

　プラティープが俺を見た。

「キリヒト、今なら俺にもニーチェの苦悩が理解できるかも知れないぞ」ナムプラーのない食生活は、奴にとって神の死にも等しいということか。

「そうね。この近所でナムプラーが手に入りそうなところといったら……」

　マキが俺たちを交こう互ごに見ながら言った。

「山の上のお屋敷の……台所にならあるんでしょうけれど……」

「山の上のお屋敷？」

「あれよ」

　と、マキが頂いただきを指差す。俺たちの海の家を脾へい睨げいするかのように、豪華な山荘が聳そびえ建っていた。

「本当だ……」

「こんな近くにあったのに、今まで気付かなかった……」

　俺とプラティープとは顔を見合わせ、あまりなレベルのギャップにため息をついた。

「財さい布ふでも落ちてないかと、下ばかり見て暮らしてたからな、俺たち……」

「一いつ緒しよにするな。俺は読書で忙いそがしかっただけだ！」

　階級闘争という言葉が、俺の脳のう裏りに浮かんだことは事実だ。俺とて哲学的な命題が常に経済の理論や社会の矛む盾じゆんに優先するとまでは言わない。マルクスやエンゲルスをサルトルやキュルケゴールよりは一段低く見ていた俺でも、たまには顧かえりみようかという気にもなる。夏の海ではストア派はエピクロス派よりも分ぶが悪いのだ（俺に言わせればマルクスはストイックなのではなくて、裏返しのエピキュリアンだから……）。

「別世界じゃよ……」

　と、オーナーがポツンと言った。

「あそこは、別世界なのじゃ。見上げては、いかん……」

「大理石を嵌はめ込んだような外装じゃないか」

　と、俺。

「みたいな、じゃないわ」

　マキが言った。

「本当に大理石を埋め込んであるのよ」

「今にみていろ……」

　と、プラティープが唸うなった。

「今にイサーンに、あれに負けない別荘を建ててやるからな」

「おまえはそれしきのことで幸せになれるのか……」

　俺は言った。

「俺に軽くらべて悩みの小ささが、羨うらやましいよ」

「一度イサーンに来てみろキリヒト」

　珍しくも奴は真顔だった。

「俺の言葉の、本当の意味がわかるから……」

「あれは、誰の別荘なんですか？」

　俺は尋ねた。

「タイラー家じゃよ」

「タイラー家……あの名門中の名門……」

　銀河でその名を知らない者はいない。ジャスティ・ウエキ・タイラーの噓うそ臭くさい伝記は、小学校の課題図書で読まされた。

「ああ」

　頷うなずく老人。

「タイラー家の若様の、夏の『御ご用よう邸てい』じゃよ。あの別荘の従業員の給料の半月分もあれば、ワシらの抱かかえておる問題も一いつ挙きよに解決するのになあ……」

「それは言わない約束でしょ、おじいちゃん！」

　マキが咎とがめる。

「今年は正しよう念ねん場ばよ。せっかく物好き……じゃなかった、志こころざしの高い従業員が二人も来てくれたんだし、巻き返せるわ！」

「そう信じたいが……」

　老人の横顔に、俺は死に至る病（絶望）と諦てい観かんとを垣かい間ま見た。

「若様って、誰だよ？」

　プラティープが尋ねた。

「イツマ様……とか、運転手は呼んでいたな」

　オーナーが呟つぶやく。

「えらい色白の、ハンサムな坊っちゃんじゃよ。まだ十六歳なのに、大学に通っておる秀才でな」

「それって単に、親のコネって言わないか？」

「いいえ。実際に、凄すごい天才らしいわよ」

　とマキ。

「それよりも、一度見たら忘れられない貌かおよ。あたしは遠目に、ちらと見ただけだけど、映画スターよりもハンサムな美少年で……。抱き締めると折れてしまいそうなのに、身のこなしは豹ひようのようで……。テニスで誰も勝ったことがないんですって」

　そう語る彼女の表情は、夢うつつであった。

「そういう完かん璧ぺきな人間もいるんだな……」

「悩みがないというのは赦ゆるせん！」

　俺は叫んだ。

「天才なら相手に取って不足なし!!　哲学論議をふっかけて、徹底的に論破してやる！」

　その時の俺には、まだ『イツマ様』の抱かかえる深しん遠えんな悩みなど知る由よしもなかった。

「いかに天才でも、大だい財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しでも、人生の命題の前には無力だということを思い知らせてやるぞ」

「今はデカルトより、ナムプラーだ」

　とプラティープ。

「同感ね」

　とマキ。

「プラティープの料理をこの夏のメニューに載のせられるかどうかということは、あたしたちにとって死活問題だわ」

「俺、そのイツマさんとかに掛け合って来るよ」

　プラティープは言った。

「おたくの台所に、ナムプラーはないですか？　あったら少し分けていただけないでしょうかって……」

「無理ね」

　とマキ。

「まず門前払いよ」

「だったら、直接屋敷に忍び込んでやるまでさ」

「その前に感電死するね」

　とオーナー。

「あの敷地の──」

　そう言って、山を指差す。

「ここから……ここまで……」

　皺しわだらけの指が動いて麓ふもとの外がい郭かくをなぞった。

「去年の夏にタイラー家が買い占しめた。誰も立入禁止じゃ。入れば高圧線で、黒焦げ……。おまえさんらも、ここへ来る途中、焦げた猫の死し骸がいを見なかったか？」

「さあ……」

「なにしろ、エンジンとお見合いをし続けていたもので──」

「とにかく、あの山には誰も入れんのじゃよ」

　老人は寂しく言った。

「新しいメニューを、工く夫ふうした方がいいな。ナムプラー抜きの……」
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「やっぱ、おまえは来ると思ってたよ」

　黒くろ装しよう束ぞくの俺を見ながら、やはり黒装束のプラティープは言った。

「おまえもな」

　と俺。

「タイラー家の別荘に忍び込んで、直じか談だん判ぱんしてやろうってか」

「ああ。人間的に赦ゆるせんのだよ。そのイツマとかぬかす、我わが儘ままお坊っちゃんがな……」

「自分の敷地を守るために、高圧電線を張るという根こん性じようがか？」

「そういうことだ。おまえはイツマに哲学論争をふっかけるつもりか？」

「ま、な……」

「俺は法律的な非を説といてやるつもりさ。法律科と哲学科のそれぞれの首席が二人がかりなら、どうにかなるんじゃないかと思ってね」

「なるほど」

「勝ったら賞品に、ナムプラーひと夏分だ」

「それは悪くない」

　俺はプラティープを見た。

「しかし……おまえの方が忍び込みは得意そうだな」

「ガキの頃、さんざ悪さをしたよ。まあ、任まかせろ」

　そう言って茶色いヘアグリースの瓶びんを俺に投げてよこした。

「そいつを顔に塗れ。俺はいいが、おまえの顔は白くて目立つからな」

「準備がいいな……」

「俺は本当は弁護士よりも、軍人向きかもな。悪ガキ仲間のスリチャイって奴は、軍に入ったけど……。そいつからいろいろと潜せん入にゆうの手て解ほどきを受けている」

　袋の中から、大きな植うえ本き鋏ばさみのような物を取り出す。

「そいつは？」

「絶ぜつ縁えんカッターだ。何か必要になるんじゃないかと思って、トランクに入れておいた。こいつで高圧線を切断して、そこから侵しん入にゆうするぞ」

「準備がよすぎないか？」

　そんな物を準備する余裕があるなら、予備のバッテリーのひとつも持って来て欲しかった。とはいえ今はプラティープに主導権を握られている。

「離れてろ！」

　奴はサングラスを掛けて、手袋を二重に嵌はめてからワイヤーを切断した。バチッと火花が散ったが、それだけだった。

「こんなもんだ……」

「あとは監視カメラがなけりゃいいがな……」

「いくら金持ちでも、この広い山全部に設置するのは不可能だ……という可能性を祈ろう」

「哲学的でない」

「どうせ先のことはわからない。今はこのワクワク感を信じようぜ」

　今にして思えば俺も若かった。そしてこの時に限っては、俺の『若わか気げの至り』も間ま違ちがいではなかったのだ。

「なあ、本当は……」

　雑木林を匍ほ匐ふく前進しながらプラティープが俺に尋ねた。

「そのイツマとかいう若様に、興味があったんじゃねえのか？」

「おまえこそ」

「ま、なんて言うか、俺は生しよう涯がいかけて金持ちって奴を敵にすることになりそうなのでな……。今のうちに、その筆ひつ頭とう代表になりそうな奴を見ておくのも悪くはなさそうだと思って」

「俺はもっと純粋に、哲学的な興味からだな」

　プラティープの後を這はいながら俺は言った。

「一見して何の悩みもなさそうな奴ってのは、どんな顔をしているんだろうという……」

「なあ、前から訊きこう訊こうと思っていたんだが……」

「なんだ？」

「どうして哲学科に？」

「死ぬのが嫌いやだから……」

「俺も嫌だ」

「悪いが多分、怖こわさのレベルが違う」

「言ってくれるじゃないか」

「俺ほどの天才が、いつかは死なねばならぬのかと思うと、夜も眠れなくてな……。ガキの頃から、この疑問を解いてくれる存在を探さがしてたよ」

「おまえはもっと、生の歓よろこびを享きよう受じゆするということを考えた方がいいよ」

「くだらん！　どんな歓びも、いつか死ぬということの前には色いろ褪あせてしまう」

「俺にはおまえの考え方がわからんよ。どうせ死ぬなら、悩むだけ損じゃないか」

「だからそこで思考を停止してしまうのが嫌なんだ」

「そんなもんかね……。おまえほどの頭脳なら、俺よりよっぽど優秀な弁護士になれるのに……」

「おまえより劣った弁護士になるほうが、よっぽど難むずかしい」

「言ってなさい……」

「とにかく俺は、死ぬまで悩み倒すんだろうな……。自分でも、くだらんとわかっているんだが、どうしても引っ掛かってしまうんだ。損な性しよう分ぶんだよ。何も悩まないおまえが羨うらやましい」

「そういう奴に限って、境きよう遇ぐうとしては俺より恵まれてやがる」

「いや、そういう境遇だと、かえって悩まなくてもいいんだよ。俺もイサーンに生まれていれば、哲学者よりは弁護士になろうと思ったかも知れん」

「おまえの性格じゃ、その前に死ぬな。イサーンの幼よう児じ虐ぎやく待たいってのは、そりゃひどいんだ。俺だって、一歩間違えてりゃ……ん？」

「どうした!?」

「いや……光る物があって……」

「監視カメラか？」

「いや……」

　プラティープが、その場の空気にそぐわない、実に間の抜けた──いつもの奴に数倍する──声を出した。

「リボンだ……」

「リボン？」

「リボンが樹きに結んである」

「脅おどかすな……」

「脅かしてどうする。見てみろ、奇妙だろ？」

「うん？　あ、ああ……」

　闇の中、目を凝こらして見れば、雑ぞう木き林ばやしの至る処ところに結ばれたリボンが見えた。光こう沢たくを帯びた赤や青や、金や銀のリボン。それらのひとつが星ほし灯あかりを反射して、プラティープは一瞬監視カメラのレンズかと錯さつ覚かくしたようだ。

「何の為ためにこんなリボンを……」

「さあ……。金持ちの考えることは理解に苦しむ。立入厳禁と、何かの因いん果が関係があるのかな？」

「いずれにせよ、屋敷の主人に逢あえばその疑問も氷解するってもんだ」

「プラティープ、おまえはいつも軽けい率そつでいけない。イツマがガンマニアでないという保証はどこにもないんだぞ」

「考え込んでいる間に勝機を逃のがすよりはマシだ」

「おい、待てよ！」

　プラティープは開き直ってか、もはや葡匐前進をすることすらやめてしまった。立ち上がり、ずんずん行く。その後を躊躇ためらいながら俺が追う。これが学生時代における、俺たちの概おおむねいつものパターンである。ただ、この時は正直二人とも大いに不安だった。たまらなく不安になった時、立ち止まるのか、それとも後先考えずに前進するのかが、俺とプラティーブの決定的違いである。それは、今でも尾を曳ひいている。

「待てよプラティープ、待てったら!!」

「待てないね」

　と、奴は背中越しに言った。

「たとえイツマがガンマニアでも、射撃は下手へたな方へ俺は全財産を賭かける！」

「そんな馬ば鹿かな」

　この場合の『全財産』とは、言うまでもなく命である。

「それより、この好奇心をどうしてくれるって感じだね」

　その気持ちは俺にもある。生と死の絡から繰くりはいずれ俺にもわかるだろう。だが、その時はもう、誰にもその真実を告げる術すべがないということなのだ。要するに死ななくても知ることの可能な命題の為に、命を懸ける必要はないということを、俺はプラティープに伝えたかったのだが、動転していたせいもあって、その時は咄とつ嗟さに言葉が浮かんでこなかった。

　やがて俺たちは、唐とう突とつに雑木林を抜けて別荘の中庭に出た。これほど広こう大だいな中庭を中庭と呼んでいいものかは謎なぞだが──なにしろ俺たちの通っていた大学のスロープより広かった──コの字型になった建物に囲まれた手入れされた敷地は『中庭』と呼ぶのが相応ふさわしいかろうという意味で。

　中庭の中央には──学生ジムのプールと同じくらいの大きさだが、それよりはよほど立りつ派ぱな──プールがあった。周囲に大理石を敷き詰め、この惑星の四つの月が水面と大理石とに反射していた。

　夢を見ているようだった。いや、実際その時、俺は四つの月の奏かなでる魔法にかけられていたのだと思う。後になればなるほど──甚はなはだ非哲学的だが──そう思えてならない。

「こんな世界が……」

　と、プラティープが唸うなった。その気持ちはわかる。

「あるのかよ」

　こんな惑星のどうでもいい山の中に、単なる気まぐれから煌こう々こうたる不ふ夜や城じようを建てられるだけの人間も、この銀河にはいるのだ。

「誰か……いる」

　最初にプールに浮かぶ人影に気付いたのは、俺だった。

「呑のん気きに泳いでいやがるぞ」

　四つの月から浴びせられる、スペクトルの異なる月つき灯あかりを浴びながら、その人影は優雅に水面に小波さざなみを立てていた。そこは哲学から途と絶ぜつした空間だった。

「いい気なもんだ……。高圧電流を流しておいて、自分は夜中に水泳か」

「黙ってろ」

　俺はプラティープを制した。視線は既すでに、その人影に吸い寄せられていた。

「あれが……イツマかな？」

「違うだろう」

　と俺。

「歳としはともかく、どう見ても、あれは……」

「うん」

　プラティープが頷く。

「女だ……」

　ごくんと唾つばを呑のむ音が、やけに大きく聞こえた。

　そう、女、いや、少女は全ぜん裸らだった。

　それが月灯りを浴びながら、誰もいない大理石のプールで、深夜に泳いでいる。

「イツマの姉妹か……あるいはガールフレンドか……」

「いずれにせよ……赦ゆるせん」

　プラティープがぐっと唇くちびるを嚙かむのがわかった（もちろん俺は、こんな時にプラティープの方を見たりはしない）。いくら何でも、それは時間が勿もつ体たいない。

「こんな世界の住人を、俺は……俺は……認めん！」

　それにしても───、

　なんとみごとな、裸ら体たいであろうか。

　俺は神を信じないが、彼女がヴィーナスというのであれば、その言葉に頷うなずいてもいい。あくまで白い肌は、完かん璧ぺきな均整を保っていた。まだ大人になりきってはいない。否いな、未完成であればこそ、そのプロポーションは───、

「ねえねえ……」

　不意に、俺たちの間に小さな人影が割って入った。

「なにしてるの？　お兄ちゃんたち……」

「わっ！」

　俺とプラティープは少年の前を交差するように左右に跳とび違った。二人とも、その瞬間に三メートルは跳ちよう躍やくしたのではなかろうか。

「ねえ!!」

　少年が叫さけんだ。

「面おも白しろいよ。来てごらんよ！」

「シズマ！」

　少女が叫んだ。

　少女はプールサイドのデッキチェアの上に脱ぎ捨ててあったバスローブを羽は織おる間ももどかしく、こちらへ駆けて来る。

「おまえたち!!」

　凜りんとした気合いが、その口から発せられた。

「シズマに何をした!?」

　別に彼に何をするつもりもなかった。むしろ邪じや魔まされたのは、俺たちの方で──。

「うおう！」

　少女が叫びつつ、突進に移った。

「シズマに指一本でも触れてみろ！」

「ひゃあ!!」

　料理と並んでプラティープのもうひとつの取とり柄えは、逃げ足の速さであった。実際、あの時の奴を上回る見事な逃げ足を、俺はまだ見ていない。逃げ遅れた俺が証言する。

　気がついた時、俺は少女に腕を摑つかまれて、摑まれたと思う間もなく、芝しば生ふの上に仰あお向むけに投げ倒されていた。

　完璧な投げだった。

　俺の頭上に、無数の星があった。あれより哲学的な満天の星空を、俺はまだ見ていない。

「死んだのかな？」

　シズマと呼ばれた少年が、俺の顔を覗のぞき込みながら言った。

「動かないよ……。お兄ちゃん」

「まさか」

　少女の声が言った。

「あれしきのことで、死ぬものか。だが、しばらく立ち上がれないほどに苦しんではもらいたいものだな。何しろ、おまえに手をかけようとしたのだからね」

「ぼく……何もされなかったよ」

　シズマはどうやら俺を弁護してくれるつもりのようだ。だが一見してこの少年は、普通ではない。重い知的障害を持っているということは、すぐにわかった。

「本当だよ……」

「この屋敷に忍び込んだというだけでも、罪は重いさ。おい、おまえ！」

　少女が厳しく俺を詰きつ問もんした。既にバスローブの上からガウンを羽織っており、残念なことにもうあの柔やわ肌はだは拝おがめない。誓ちかって言うが、俺はこの初対面の時以外一度も──現在に至るも──彼女の裸体を見ていない（だからこそ印象も強烈なのだ）。

「サンクチュアリを抜けて来たな」

「サンクチュアリ？」

「敷地の、立入禁止区域のことだ」

「あ、あの……」

　どうせ摑まってしまったのだから、これ以上見苦しい真ま似ねは晒さらすまいと俺は観念した。

「しかしサンクチュアリ（聖域）とは、また大おお袈げ裟さな……」















「少しも大袈裟ではないさ」

　彼女は男口調で俺を追い詰めた。少しも違い和わ感かんはなく、むしろ凜り々りしかった。俺はそこにある種の好ましささえ感じたのだ。彼女は自然に、極きわめて自然に、男言葉を操あやつっている。あたかもそれが彼女（彼？）の本来の性ででもあるかの如ごとく。

　だとすれば、さっきまで俺が見ていたあの幻まぼろしは何なのだ？　あの、完璧な女体は───。

「ぶつけたのかなあ……」

　と、シズマが心配そうに言った。

「この人、よだれ垂たらしてるよ。うちどころ、悪かったんじゃない？」

「もっとひどく投げ飛ばしてやるんだった……」

　と少女。俺の顔に華きや奢しやな貌かおを近付け、

「見たな……」

　と鋭するどく訊きいた。一いつ切さいの言い逃のがれを赦ゆるさぬ、強い気迫と口調だった。

「はい……」

　その瞬間に、俺は彼女のコントロール下に入ってしまったようだ。現在いまに至るも、そうであるらしい。

「見ました……」

「見てしまったのか……」

　と彼女。小さなため息を漏もらした。

「そうか、見てしまったのか……。秘密を知られたからには、君にはふたつの選せん択たく肢ししか残されていないぞ。ここで死ぬか、ここから一生出ないかだ」

「どちらも困ります」

　どうやらあの高圧電流は、秘密を守るための措そ置ちであったようだ。

「この山荘で……一生」

　確かに、思し索さくに耽ふけるにはいい場所かもしれないが、何な故ぜか彼女の裸体を見てしまった瞬間に、俺の脳のう裏りからはカントもデカルトもショーペンハウァーも噴っ飛んでしまったのだ。

「君はふたつの大罪を犯おかした」

　少女は俺に、嚙かんで含めるように言った。悔くやしいが人徳も知性も器も、彼女の方が上だった。

「ひとつは、サンクチュアリを踏み荒らしたこと。もうひとつは、このイツマ・ウエキ・タイラーの秘密を見たことだ」

「ええっ!?」

　その瞬間に、サルトルもルソーもヘーゲルも、俺にとってはどうでもよくなった。

「あなたが……イツマ……」

「そういうことだ」

　イツマは言った。

「誰にも言うなよ。言ったらおまえを、殺すからな」

　脅おどしではなかった。宣せん誓せいであった。彼ならやるだろう。そう、その目を見た瞬間に、俺は一切を諒りよう解かいしたのだ。たとえ女の姿はしていても、イツマは『彼女』ではなく『彼』だった。むしろ女の体を、持て余しているのだということが──。

　その瞬間に、相対的に俺の悩みは小さくなった。

　この人も苦しんでいる。

　それがわかっただけでも、わざわざここに忍び込んだ価値はあったのだ。

「約束さえ守るなら、僕の秘密を見たことは、赦ゆるそう」

　と、気付けのワインを進めてくれながら、イツマは言った。

「だがサンクチュアリを荒らしたことは、許し難がたい」

「サンクチュアリ？」

「蝶ちようだよ」

「蝶？」

「そう。蝶々、英語でバタフライ、フランス語でパピヨン、スペイン語でマリポーサ、イタリア語でファルファーレ、ラテン語でパピリオ……」

「ドイツ語で……ファルター、あるいはシュメテルリンク……でしたっけ？」

「ああ。だがドイツ語では蝶も蛾がもひっくるめてSchmetterlingだから、より厳密には蝶じゃなくて『鱗りん翅し目もく』という意味だな」

「蝶が、何か？」

「おまえが踏み荒らしてきた場所は、蝶のサンクチュアリだったんだよ。台無しにしてくれたかも知れんな……。リボンを見たか？」

　俺は頷いた。

「蝶とリボンと、何か？」

「鈍にぶいな。蛹さなぎだよ。リボンは蛹のいる枝の目印だったんだ。赤はルビーアゲハ、青はサファイアシジミ、金はウラジャノメトリバネモドキ……。細心の注意を払いながら僕がマーキングしておいたんだ。まさか銀色のリボンを付けた枝を折らなかったろうな」

「さあ……」

「銀色の枝を折ったら、おまえは生きてこの場から帰れないところだったよ。絶滅寸前の、この惑星のこの地方にしかいないカシオペアオオホウジャクの蛹なんだからね」

「そんなに貴き重ちようなんですか？」

　俺は出されたワインを啜すすりながら言った。イツマが俺を投げ飛ばした時、たまたまプールサイドのクーラーに栓せんを抜いてあったものだが、後で知ったところではポンコツビートルを買った値段の三倍もする赤ワインだった。それすらイツマにとっては、ほんの水替りのワインなのだった。

「貴重だね」

　とイツマ。

「僕が私し財ざいを投じて、この山ごと買い占めるほどにはね。不注意な貿易商が他の惑星からオレンジを持ち込んだ時、枝に付いていた別種の蝶の蛹を見落とし、その蛹にはたまたま寄き生せい蜂ほうが卵を生み付けていた。羽う化かしたこのハチは、この惑星では何な故ぜかカシオペアオオホウジャクに好んで寄生するんだ。他の蝶では駄目なんだ。だから、もともとそう多くはなかったカシオペアオオホウジャクは、瞬またたく間に数が減ってしまった……」

「だから、山ごと買い占めたって言うんですか？」

「そうだ。研究の為にこの山荘も建てた」

　いとも平然と、タイラー家の次期当主は言ってのけた。

「ありですか……それ？」

「僕は当然のことだと思うね。絶滅する種を保護することは、人類の義務だ」

「それは……そうかも知れないけど。もっと大事なことがあるでしょう？」

「あるかも知れない。しかし、僕が気乗りするのは、こういうことなんだ。滅ほろびゆく蝶を守りたいんだ」

「信じられませんね……。俺には信じられない……」

「そういう意見も当然あるだろうね。僕は否定しないよ。その代わり誰にも、僕のすることを邪魔させない」

「なんかそれって……」

　俺は言った。

「すごく、いいですね。カッコいいって言うか……。イケてるって言うのか……」

　俺としたことが、頭の悪い若者言葉を使ってしまった。今思い出しても顔から火が出る。

「そうだろ」

　イツマは微笑ほほえんだ。

　これほどの者でもいずれは死ぬのか。だとしたら『死』も、それほど悪いものではないかも知れないなと、その時俺は思い始めた。

「君の名は？」

「キリヒト……キリヒト・アキヅキ……」

「アキヅキか。学生？」

「ええ……。哲学を少々……」

「そうか。卒業したら、我わが社に来い」

「それって……」

　俺はイツマに手玉に取られていることを、いつしか楽しみ始めている自分に気付き愕がく然ぜんとなった。

「タイラーグループに入れということですか？」

「僕の秘密を握っている者にライバル企業に入られたら、たまったものではないからね」

　イツマは笑って言った。

「君さえよければだ。ただ……」

「ただ？」

「タイラー・アームズ・コーポレーションは、哲学者は取らないな……」

「でしょうね」

「せめて、弁護士ならな。いや、好きな研究をするなら一いつ向こうに構わないんだが……」

「弁護士になってもいいです」

　その瞬間とき、どうして俺の口をついてそんな言葉が出たのか、不思議でしょうがない。

　今でもわからない。

　ただ──、

　イツマ・ウエキ・タイラーという、少女の姿をした男に見つめられていると、ごく自然にそんな言葉が出てきてしまうのだ。『彼』の前では、俺は噓うそをつけないか、あるいは、噓しかつけないかのどちらかであった。

「あなたと一いつ緒しよに働けるなら、俺は哲学科から法律科に移籍しますよ」

「やけにあっさり、言うじゃないか」

　イツマは微笑んだ。その笑顔には、『彼』の喰くえなさが宿っていたが、また同時にこのうえもなく抗あらがい難がたい魅力を放ってもいた。

「弁護士になるのは、そんなに簡単か？」

「簡単ですよ。アホのプラティープでも首席でいられる学科です。少なくとも『純粋理性批判』よりは六法全書や判例集の方がよっぽど読み解とき易やすい。それに、哲学科は俺がいなくなれば、潰つぶれる学科です。法学部には法律科と哲学科があって、法律科には千五百の学生がいますが、哲学科は三十人なんです」

　どうもこの『男』の前では、俺は必要以上に饒じよう舌ぜつになってしまうようだ。

「実際、俺は入試で過去最高の点数を弾はじき出したんです。その俺が哲学科に専攻希望を提出しなきゃ、あの科はその年で廃止になるはずだった……」

「哲学を棄すてられるのか？」

　イツマの冷徹な眸めが、俺を射抜いた。

「棄てられません……」

　俺は言った。

「おそらく棄てられないでしょう。でも……あなたの下で働けるなら、棄ててもいいです」

「噓ではなさそうだな……」

　イツマは俺を値踏みした後で、満足げに頷うなずいてみせた。こいつは本当に十六歳なのだろうか。俺にはこいつが医学的に女だということよりも、そっちの方が不思議でしょうがなかった。百年も生きているかのようにさえ思える。

「ひいひいお祖父じいさんがね……」

　とイツマ。

「よい参さん謀ぼうを持てば、成功は約束されたも同じだといつも言っている。だが、僕の考えは少し違う。生しよう涯がい参謀とするに足る相あい棒ぼうを得ることは、どんな成功よりも価値がある。で、キリヒト・アキヅキくん、ここに忍び込んだ本当の目的を言ってみたまえ」

　その時になってようやく、俺はナムプラーのことを思い出したのだった。
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「で、お咎とがめなしか……」

　届けられたナムプラーの山──一いつ升しよう瓶びん一グロス分の段ボール箱──を見ながらプラティープが尋ねた。これだけあればひと夏どころか三年はもつ。

「俺はおまえがてっきり、殺されたかとばかり……。一人で逃げた俺を責めるんじゃないかと、そればかり心配で……」

「心にもないことを」

　俺には鷹おう揚ように構えるだけのゆとりがあった。

「いざとなればおまえが俺を見捨てて逃げることくらい、最初から勘かん定じように入ってた。おまえにそこまで、過度の期待はしてねえよ、プラティープ」

「いやあ……面めん目ぼくない」

「おまえに面目なんてあったのか？」

「それよりすごいね」

　マキが目を輝かがやかせた。

「これだけあれば、この夏は大だい盛せい況きようよ。プラティープも腕の振るい甲が斐いがあるんじゃない？」

「トムヤムだろ、パーミ・ナムだろ、あとカオ・パッ・サッパロットにガイ・ヤーン（焼鳥）にソムタム（サラダ）に……」

「それよりもキリヒト」

　マキが興味深そうに俺を見た。

「イツマって、どんな人だった？」

「どんなって……」

　俺は言葉に詰まった。

「予想以上の人物だったよ」

　としか言えない。

「それだけ？」

「それだけさ」

　彼との約束もあるから、これ以上子し細さいには言えない。俺はプラティープと違って自分の体験を創作し、粉ふん飾しよくする能力には長たけていない。今はそのことを呪のろった。

「なんだ……つまんないの。捕つかまったのがプラティープなら、よかったのに……」

　もし、そうなら、後のち々のち銀河はどうなっていたろうか？　俺にも興味がある。銀河の歴史が大きく変わっていたか、あるいはプラティープのことだ、イツマの機き嫌げんを損ねてその場で殺されて終わりかも知れない。そう、これだけは言っておくが、我わが生涯の主あるじは善良とは程ほど遠い。あの顔で、やるとなったら躊躇ためらいもなく人の命を奪えるお方なのだ。やるべきことは断だん固ことしてやる。その点では、後にプラティープが巡めぐり逢うことになる、彼の『生涯の伴はん侶りよ』と同類なのだ。ただイツマの場合は、その手しゆ腕わんがとてつもなく洗練されているので目立たないだけで……。

「俺はイツマに直接御お目めにかかった訳じゃないんだが……。あの美女のことは忘れられねえな」

　と呑のん気きにプラティープ。

「で、キリヒト、あの女は？」

「婚約者だった……」

　と俺。俺につける精せい一いつ杯ぱいの噓はこんなところだ。

「カーッ！　やっぱりな。ますます赦ゆるせねえな、金持ちは……」

　おまえはそうやって、一生自分の単純な対立構造の中で生きていろ。金持ち対貧乏人で総すべてが語れるほど、宇宙は単純ではないのだよ……と、早くもイツマに感化された思し考こうで、俺は思った。

「さあ、おしゃべりもここまでよ」

　マキが腕まくりしながら言った。

「急いで仕込みをやってちょうだい。シーズンたけなわ、お客さんをゲットするわよ!!」

「これだけのナムプラーがあれば、一度摑つかんだ客の心は離さねえぜ」

　とプラティープ。

「そろそろ定期バスが、満杯の海水浴客を吐き出す時間だ。このビーチも人で埋まる頃ころ合あいか……」

「いいや」

　と、オーナーが割り入った。

「客は来んよ」

　湾岸道路を指差す。

「その代わりに、奴らが来よった……」

　そこに停められた黒塗りの大型トラックが、荷台に乗せた黒ずくめの男たちを、わらわらと降ろし始めたところであった。

　その数、百人は下らないだろう。真夏のビーチで、ダークスーツに身を固めた団体というのも異様な光景であった。

「あ……」

　マキの表情が、一瞬にして凍こおり付く。

「なによ……今年はまだ、一週間も早いじゃない……」

「相手を出し抜きたい一心なんじゃろう」

　とオーナーが言った。

「ほら、噂をすれば、もう一方の連中も来よったわい」

　少し離れた場所に、黒塗りのバンの列が停まった。吐き出されたのは、やはり同じくらいの数の筋者である。

「なんですか、あれ……」

　呆あつ気けにとられて、プラティープが尋ねる。

「まるで、ヤクザ同士の抗争が始まるみたいじゃないですか!?」

「その通りじゃよ」

　と老人。

「毎年、夏になるとこのビーチを北と南に分けて、どこからどこまでを双そう方ほうの縄張りにするか、諍いさかいが起きる。だいたい、この海の家の辺あたりが、双方の分ぶん岐き点てんで──。去年はそれで、六十人死んだ。一昨年おととしは三十八人……」

「毎年エスカレートしているの」

　とマキ。

「双方の組員だけじゃなくて、民間人や観光客も巻き込まれているわ。去年は、パパが……、その前の年は、ママが……」

「────!!」

「何で逃げないんだ!?」

「逃げてどうする」

　と老人は、断固たる決意で言った。

「ワシは倅せがれが命を懸けて守ろうとしたこの土地を、その倅の妻が心から愛した、この海の家を守る！」

「馬ば鹿かげてる!!」

　と俺。

「逃げよう！　双方とも武器を持ってる!!」

　マキの手を引っ張ろうとしたが、彼女はその場に根が生はえたように動かない。

「あなたたちには、わからないでしょうけど……。これがあたしたちの生き方なの」

　と、俺の知らないマキが言った。

「キリヒト、プラティープ、あなたたちは逃げて……。あたしたちはここで死ぬ。それはあたしたちが自みずから選んだ、道なのよ」

「俺は逃げない！」

　とプラティープ。

「俺は……、その生き方に共きよう鳴めいする」

「だからって、素す手でであれだけのヤクザどもに──」

　道路では撃ち合いが始まっていた。道路からこぼれた双方のヤクザが、ビーチに降りて来て斬きり合い殴なぐり合いを始める。たちまち双方夥おびただしい死人怪け我が人にんが出た。

　なるほど。南北に長いこの賑にぎやかなビーチで、俺たちの海の家がある一帯だけが異様に寂さびれて閑かん散さんとしている理由が、ようやくわかった。

「野郎！」

「ぶっ殺してやる!!」

　斬り合いながら俺たちの近くまで走り込んできた二人が、一人は小屋の扉とびらを盾たてにし、もう一人は立てかけてあったサーフボードを蹴け倒たおした。

「やめて!!」

　マキが叫ぶ。

「あたしたちの城を、壊さないで！」

「じゃかあしい!!」

　ビールケースを蹴散らしながら、ヤクザは恫どう喝かつした。

　そこへさらに一人が、仲間の加勢に現れた。追い詰められた一人は、思わず逃げながら、マキの体を盾にしようとする。

「マキ！」

　オーナーが叫さけんだ。

「やめてくれ!!」

「じじい、すっこんでろ！」

　文字通り一いつ蹴しゆうされ、砂の上に倒れる老人。

「死ねや！」

　盾にしたマキの体ごと、日本刀──を模した超合金の刀。鉄でも寸断する──で相手を貫つらぬこうとするヤクザ。

「きゃっ!!」

　その瞬間に、プラティープが動いた。

　イサーン語で何かを叫びながら、徒と手しゆ空くう拳けんでヤクザに襲いかかり、気が付いた時には二人を砂浜に蹴倒していた。一人は回し蹴げりで。もう一人は膝ひざで──。

　奴のムエタイを見るのは、それが初めてだった。

「わ、わ、来るなあ！」

　マキを盾にしたもう一人が叫ぶ。

「マキを放せ」

　とにじり寄るプラティープ。

「もう一度だけ言うぞ。マキを放せ」

　それが最後の警告だった。

「うわあ！」

　マキを突き飛ばし、大上段に刀を振りかぶって斬りかかろうとするそいつに、

「モーションが大きいんだよ！」

　と、プラティープの上段回し蹴りが炸さく裂れつ。刀は宙に舞った。

「うごっ!!」

「覚えとけ！」

　プラティープが、そいつの両肩を摑つかみ、上体を折り曲げさせた。

「これがムエタイのティー・カウ（膝蹴り）だ！」

　プラティープの膝が、男の下腹部に突き刺さる。そいつは一撃で悶もん絶ぜつしたが、さらに倒れることを赦ゆるさず、プラティープは都つ合ごう七発のティー・カウを叩たたき込んだ。イサーンでは子供が魚を足で蹴って捕つかまえているという噂うわさは本当らしい。

「プラティープ、素す敵てきよ！」

　マキが抱き付き、プラティープにキスの雨を降らせた。確かに奴の方がもてることに関して、不満はない。

「おまえ……やるなあ……」

　と砂浜に突き立った日本刀を抜きながら、俺。

「今まで俺と口論していて、よく手を出さなかったと感心するよ」

「おまえを素す手でで殴なぐり倒しても、意味はない。口で言い負かさなきゃあ……」

　どうやらプラティープは俺が思っていたよりずっと大人だったようだ。

「大変だ！」

　起き上がったオーナーが叫んだ。

「奴ら、山の方へ行くぞ！」

　闘たたかいのメインステージは、道路から次し第だいに山寄りに移行しつつあった。闘いながら双方がより有利な足場を求めて上へ上へと移動する。あと数メートルで、高圧電流の流れる辺りに達する勢いだ。

「去年の夏にはまだ、あの栅さくはなかったからな……」

　とオーナー。

「まとめて感電死しちゃえ、あんな連中！」

　マキが叫ぶ。

「いかん!!」

　俺は叫んだ。

「サンクチュアリが……」

「サンクチュアリ？」

「行こう！」

　俺は刀を構えて走った。

　プラティープも続く。

　流れ弾だまが俺たちの頰ほおを掠かすめたが、不思議と恐怖はなかった。

「やめろ！」

　走りながら俺は叫んだ。

「サンクチュアリを荒らすな！」

　だがその声も、ヤクザどもの怒ど号ごうや罵ば声せいに搔かき消された。

「おんどりゃ！」

「死ねや!!」

　何人かが俺とプラティープに斬りかかり、俺はどうにか難を逃のがれ──どうやって斬り抜けたのか覚えていないのだが、気が付いた時には手にした刀は鋸のこぎりのように刀は毀こぼれしていた──プラティープはさらに四人ばかりノックアウトした。奴がハイスクール時代に、ネオ・ラジャナムダンのリングでウェルター級の二位までいったことは、ずっと後になって知った（あいつ、今までに何度俺のことを殴り殺したい衝しよう動どうに駆かられたろうか？）。

「おまえ、マジ強いな……」

　一方の組の幹部が、そんなプラティープの肩を叩たたいた。

「ウチの方に加勢しないか。高額でスカウトするぜ」

「考えとく……」

　まんざらでもなさそうに、プラティープは言った。

　ついに感電死者が出た。白煙とスパークを上げながら、鉄栅に触ふれたヤクザが絶ぜつ叫きようを上げた。

「なんじゃ、こりゃあ!?」

　ヤクザどもは狼ろう狽ばいしつつも、超合金刀で高圧線を切断、さらに何人かの黒焦げを出しながらも、とうとう高圧線を突破してしまった。

　たちまち数十人が、勢いに押されるようにしてサンクチュアリに雪崩なだれ込む。

　そして、そこで転げ回って斬り合い、取っ組み合いを始めた。

「やめろお！」

　俺は腹の底から叫んでいた。

「サンクチュアリを荒らすな！」

　ヤクザどもは争いをやめない。奴らが転がる度たびに赤や青のリボンの付いた枝が折られ、蹂じゆう躙りんされていく。

　銀のリボンが風に舞うのをふたつ、俺は見た。

「やめてくれ！　頼むから!!」

　叫ぶ俺の後頭部に、ぐしゃっと鈍どん器きが叩きつけられるのを感じた。

「頼むから、サンクチュ……アリ……荒らさない……で……」

　路上に倒れた俺を、さらにエナメルの靴が何足か踏み躙にじろうとしたその瞬間とき──、

「やめないか！」

　凜りんとした裂れつ帛ぱくの気合いが、空気をつんざいて俺の耳に届いた。

　無数のヤクザの怒号にも負けない、澄すんだ声であった。

「おまえたち、やめないか。やめないと、双方の組自体、どうなるかわからないよ」

　見上げた俺の視界の中に、白いスーツを着たイツマの姿があった。

　あの時の『彼』よりも颯さつ爽そうとした存在を、俺は見たことがない。

「サンクチュアリから、出ろ……」

　彼は静かに言った。

　しかし、有う無むを言わさぬ口調である。

「出るんだ」

　その声に、ヤクザどもは粛しゆくとして従った。イツマの気迫に、感じ入ったのだ。

　生き残っていたヤクザどもは、イツマの立つ位置からモーゼの十じゆつ戒かいのワンシーンのように左右に割れた。割れた後に、俺が残った。

　気が付くとプラティープは、一方のヤクザの列の中に、涼しい顔をしている。

　イツマが無言で、倒れた俺を見ていた。

　微笑ほほえんでいた。

『おまえの忠誠心を、見せてもらったよ』

　と、満足そうにその笑顔が語っている。

　それで、俺も満足した。

「双方に告げる！」

　一転。険けわしい表情になって『彼』は言った。

「タイラー家のイツマの名において命ずる！　今後一いつ切さい、この浜での争いを禁ずる。双方は、たった今、ここに別れた線をもって停戦ラインとせよ！」

　厳おごそかにイツマは宣誓した。

　世に、これほど輝かがやいた存在があろうか。俺は痺しびれた。心底痺れてしまった。

　その若者に──。

「この禁を破る者は、タイラー家の名において制せい裁さいを加える」

　言い終えて、くるりと彼は踵きびすを返した。スーツの上に羽は織おっていたケープが一瞬、マントのように夏風に揺れた。





７






　俺が法律科に移籍したその翌年から、法学部の哲学科は新規募集をやめてしまった。

　卒業時の成績は、俺が首席でプラティープが次席であることは、言うまでもない（奴はその逆だと、吹ふい聴ちようしているらしいが……）。当然、司法試験に合格したのも、俺が先である（三か月でも先は先！）。

　だが──、

　あの夏の日、イツマが分けた、浜辺の境界線──今でもそのポイントは、イツマ・ラインと呼ばれているそうだが──あの線が、その後の俺とプラティープとの運命を隔へだててしまったかのように、俺には思えてならない。





『Lawyer boys』 完
















あとがき









　ようやく、三人の主人公を互いに対立させることができました（笑）。あれだけ仲のよかった三人を仲なか違たがいさせるのに、どれほど苦労したか……。それも、互いにやむにやまれぬ動機から決けつ裂れつさせるとなると……。これでどうにか『三国志』としての体てい裁さいを整えることができ、彼ら三人には申し訳ないけど、作者としては正直ほっとしております。

　今回から彼らをサポートさせるために新しく登場した三さん羽ば烏がらすも、なかなかいい働きをしてくれたのではないかと自じ負ふしております（個人的には、どうしてもエッソに肩入れしてしまうんですけどねえ……）。誰に誰をサポートさせるかという配分も、どうやらいい按あん配ばいになったようです。




　同時収録の外伝も、お楽しみいただけたでしょうか。これを書くことでようやく、僕はアキヅキとプラティープの差別化に成功したような気がします。これから先を書き進めていく上で、どうしてもこの物語を書いておくということは必要でした。こんな短編より、さっさと続きを書けという御意見は重じゆう々じゆう承知しておりますが、そういった事情故ゆえ、何なに卒とぞ御ご了りよう承しようください。

　アキヅキくんのまどろっこしい思考回路にお付き合いくださった皆様、どうもありがとうございました。彼は実に、こんな人間であります（今はだいぶ現実的になっていますが、根っこのところはそう変わっていないと思います）。




　さて次巻では、いよいよベルファルドの眠っていた才能が覚かく醒せいします。銀河を巻き込む三つ巴どもえの闘たたかいも、いよいよ本格化する気け配はい。ここからが、本当の物語と言っても過か言ごんではないでしょう。

　どうか最後まで、お付き合いください。


作者敬白　　
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